
わ
が
国
の
焼
畑
経
営
方
式
の
地
域
的
類
型
封

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

i
わ
が
国
の
《
主
穀
生
産
型
》
焼
畑
の
経
営
類
型
に
関
す
る
地
誌
的
研
究
－佐

　
々
　
木
　
高
　
明

わが圏の焼畑経営方式の地域豹類型㈹（佐々木）

【
要
約
】
　
わ
が
国
の
焼
畑
農
業
は
、
本
来
、
魚
期
耕
地
の
乏
し
い
山
村
地
帯
に
お
い
て
、
食
糧
自
給
体
制
を
維
持
す
る
た
め
に
営
ま
れ
る
粗
放
な
農
業
形

態
で
あ
り
、
雑
穀
・
芋
類
な
ど
の
主
穀
作
物
の
栽
培
に
重
点
を
お
く
自
給
農
業
的
色
彩
の
き
わ
め
て
濃
厚
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
具
体
的
な

経
営
方
式
に
は
、
地
域
毎
に
か
な
り
の
差
異
が
み
と
め
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
こ
の
よ
う
な
《
伝
統
的
主
穀
栽
培
型
》
の
焼
畑
に
み
ら
れ
る
地
域
的
特
色
を
、

各
地
の
事
例
研
究
に
も
と
ず
き
解
明
し
よ
う
と
試
み
た
。
そ
の
結
果
、
次
の
四
つ
の
地
域
類
型
の
存
在
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
①
《
ア
ラ
キ
型
》
北
上
山

地
に
分
布
す
る
耕
起
・
畝
立
作
業
と
施
肥
を
伴
う
耕
作
期
間
の
長
い
き
わ
め
て
集
約
的
な
焼
畑
で
、
開
拓
前
線
に
お
け
る
耕
地
開
発
の
伝
統
を
よ
く
伝
え

る
も
の
。
②
《
カ
ノ
型
》
　
奥
羽
紅
出
羽
山
地
か
ら
上
越
1
1
頸
城
山
地
に
分
布
す
る
「
夏
焼
き
1
ー
ソ
バ
栽
培
型
」
を
主
と
す
る
焼
畑
型
式
で
、
水
田
地
帯

に
お
け
る
補
助
耕
地
的
な
色
彩
を
濃
厚
に
示
す
。
③
《
ナ
ギ
ハ
タ
型
》
中
部
日
本
に
分
布
す
る
典
型
的
な
雑
穀
栽
培
型
の
焼
畑
で
、
と
く
に
濃
越
山
地
で

は
、
大
規
模
な
出
伶
耕
作
を
伴
い
、
か
な
り
集
約
的
な
経
営
が
行
わ
れ
る
。
④
《
コ
バ
型
》
　
四
國
・
九
州
山
地
に
分
布
す
る
焼
畑
の
型
式
で
、
オ
リ
ジ

蹴
藁
薦
噸
漿
轍
鷲
瀬
細
購
㈱
熱
熱
鶴
襲
騰
蕩
断
篇
欝
欝
畷
継
継
鞍
編
欝
欝
瓢

存
在
し
、
古
い
焼
畑
経
営
方
式
の
残
存
が
三
図
さ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
五
一
巻
四
．
五
号
　
一
九
六
八
年
七
月
・
九
月

ま
　
え
　
が
　
き

筆
者
は
さ
き
に
、
わ
が
国
に
お
け
る
焼
畑
農
業
の
地
域
的
特
色
を

解
明
す
る
一
連
の
試
み
の
一
部
と
し
て
、
二
つ
の
論
考
を
画
け
に
し

た
。
　
「
わ
が
国
に
お
け
る
焼
畑
の
地
域
的
分
布
」
（
同
立
命
館
文
学
』
二
五

陽
号
、
二
五
六
号
、
昭
四
一
）
と
「
わ
が
国
の
焼
畑
作
物
と
そ
の
輪
作
形

態
」
（
『
器
竪
学
』
二
茜
～
二
七
吾
写
・
昭
四
三
）
で
あ
る
・
　
　
圃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
前
者
（
以
下
、
本
稿
で
は
「
第
一
報
」
と
略
称
す
る
）
で
は
、
　
『
一
九
五
〇
　
9
1

ら



年
世
界
農
業
セ
ン
サ
ス
市
町
村
励
統
計
表
』
な
ど
の
資
料
に
よ
り
、

わ
が
国
の
焼
燃
の
地
域
的
分
布
と
焼
畑
依
存
度
の
地
域
的
差
異
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

い
て
検
討
を
加
え
、
全
国
に
八
つ
の
焼
畑
卓
越
地
域
の
存
在
す
る
こ

と
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
焼
畑
経
営
町
村
の
農
業
的
性
格

に
つ
い
て
も
若
干
の
考
察
を
加
え
て
き
た
。
ま
た
、
後
者
の
論
文

（
以
下
本
稿
で
は
「
第
二
報
」
と
略
称
す
る
）
で
は
、
わ
が
国
の
焼
畑
で
裁
培

さ
れ
る
作
物
の
種
無
と
そ
の
作
物
学
的
な
性
格
を
検
討
し
、
こ
れ
ら

の
焼
畑
作
物
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
成
立
す
る
焼
畑
の
輪
作
形
態

の
諸
類
型
の
特
徴
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
わ

が
国
の
焼
畑
で
は
、
ア
ワ
・
ソ
バ
・
ヒ
エ
・
火
豆
・
小
豆
の
五
つ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

作
物
の
作
付
率
が
き
わ
め
て
高
く
、
こ
れ
ら
を
も
っ
て
わ
が
国
の
焼

畑
の
基
幹
作
物
げ
ρ
甑
。
．
β
○
℃
と
考
え
う
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、

ま
た
、
焼
畑
の
輪
作
形
態
に
つ
い
て
は
、
伝
統
的
な
《
主
穀
裁
培

型
》
と
称
し
う
る
輪
作
形
態
と
、
そ
の
変
容
型
と
み
な
し
う
る
《
商

量
作
物
裁
襟
腰
》
及
び
《
林
業
前
作
農
業
型
》
の
三
つ
輪
作
型
式
の

大
類
型
の
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　
本
稿
は
こ
れ
ら
の
「
第
一
報
」
・
「
第
二
報
」
の
研
究
を
う
け
つ
ぎ
、

わ
が
国
の
焼
畑
…
経
営
方
式
の
地
域
的
特
色
ー
ー
と
り
わ
け
そ
の
技
術
的

側
面
に
か
か
わ
る
諸
特
色
一
を
明
ら
か
に
し
ょ
う
と
意
図
す
る
も
の

で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
わ
が
圏
の
焼
畑
農
業
は
、
本
来
、
常
詰
耕
地

の
乏
し
い
山
村
地
帯
に
お
い
ズ
、
食
糧
自
給
体
制
を
維
持
す
る
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

に
営
ま
れ
る
粗
放
な
農
業
形
態
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
、
元
来
そ
れ
は

雑
穀
・
イ
モ
類
・
ム
ギ
類
な
ど
の
主
穀
作
物
の
生
産
に
重
点
を
お
く

自
給
農
業
的
色
彩
の
き
わ
め
て
濃
厚
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ

て
、
わ
が
国
の
焼
畑
農
業
経
営
方
式
の
基
本
的
特
徴
を
究
明
し
よ
う

と
す
る
本
稿
に
お
い
て
は
、
当
然
、
研
究
の
視
点
は
《
伝
統
的
主
穀

生
産
型
》
の
焼
畑
経
営
方
式
の
分
析
に
定
め
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
。

　
す
で
に
「
第
二
報
」
お
い
て
、
筆
者
は
こ
の
《
伝
統
的
主
総
生
産

型
》
の
焼
畑
に
は
、
＠
北
上
山
地
に
主
と
し
て
分
布
し
、
大
豆
・
ア

ワ
を
主
作
物
と
し
、
き
わ
め
て
集
約
的
な
性
格
を
有
す
る
《
ア
ラ
キ

型
〉
の
焼
畑
、
⑤
奥
羽
－
出
羽
山
地
か
ら
上
越
－
頸
城
山
地
に
分

布
す
る
「
夏
焼
き
卸
ソ
バ
型
」
の
輪
作
型
を
も
つ
《
カ
ノ
型
》
の
焼

畑
、
＠
中
部
日
本
に
広
く
分
布
し
、
ヒ
エ
・
ア
ワ
・
大
小
豆
な
ど
の

雑
穀
裁
培
に
大
き
く
傾
斜
す
る
《
ナ
ギ
ハ
タ
型
》
の
焼
畑
、
⑥
四
国

・
九
州
山
地
な
ど
の
西
南
日
本
に
広
く
分
布
す
る
輪
作
型
式
の
多
様

な
《
コ
バ
型
〉
の
焼
畑
、
及
び
⑥
八
丈
島
・
沖
縄
な
ど
南
方
諸
島
に

卓
越
す
る
イ
モ
耕
作
を
中
心
と
す
る
《
根
栽
型
》
の
焼
畑
と
い
う
五

種
類
の
焼
畑
輪
作
類
型
の
存
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
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わが国の焼畑経営方式の地域的類型㈲（佐々木）

　
本
稿
の
隠
裏
は
、
こ
の
《
伝
統
的
主
穀
栽
培
型
》
の
焼
畑
に
み
ら

れ
る
五
つ
の
輪
作
類
型
を
分
析
の
枠
組
と
し
て
用
い
、
わ
が
国
の
各

地
域
に
お
い
て
、
焼
畑
作
物
の
栽
培
・
輪
作
が
実
際
に
ど
の
よ
う
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

経
営
技
術
を
伴
っ
て
営
ま
れ
て
い
る
か
を
、
具
体
的
な
事
例
に
即
し

な
が
ら
考
察
し
、
わ
が
国
の
焼
畑
農
業
経
営
方
式
の
地
域
類
型
を
明

ら
か
に
す
る
点
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
本
稿
は
わ
が
国
の

焼
畑
農
業
の
地
域
的
性
格
の
究
明
を
め
ざ
す
筆
者
の
一
連
の
研
究
の

中
で
は
、
経
営
技
術
誌
的
な
内
容
を
も
ち
、
も
っ
と
も
地
誌
的
な
性

格
を
有
す
る
部
分
に
当
る
わ
け
で
あ
る
。

　
な
お
、
こ
れ
ら
の
焼
畑
経
営
方
式
の
事
例
研
究
を
総
括
す
る
試
み

は
、
紙
数
の
関
係
か
ら
、
別
稿
に
お
い
て
改
め
て
展
開
す
る
予
定
で

あ
る
こ
と
を
、
あ
ら
か
じ
め
断
っ
て
お
き
た
い
。

①
八
つ
の
焼
畑
卓
越
地
域
と
は
、
北
上
山
地
・
奥
羽
襲
出
羽
山
地
・
上
越
・
頸
載

　
山
地
・
飛
濃
越
山
地
・
赤
石
・
丹
沢
山
地
・
山
陰
山
地
・
四
国
山
地
・
九
州
山
地

　
の
八
つ
で
、
九
州
山
地
は
さ
ら
に
北
部
・
中
部
・
南
部
の
三
つ
の
サ
ブ
・
エ
ア
リ

　
ア
に
区
分
で
き
る
。

②
戦
前
に
お
い
て
こ
の
五
つ
の
基
幹
作
物
に
つ
い
で
重
要
な
役
割
を
演
じ
て
い
た

　
焼
畑
作
物
は
、
　
ム
ギ
・
里
芋
・
甘
藷
・
ト
ウ
モ
μ
コ
シ
な
ど
で
あ
る
が
、
、
戦
後

　
は
、
ム
ギ
の
ほ
か
ナ
タ
ネ
・
大
根
な
ど
の
作
付
率
が
著
し
く
向
上
し
た
。

③
　
古
島
敏
雄
は
か
っ
て
、
わ
が
濁
の
焼
畑
農
業
の
歴
史
的
性
格
に
つ
い
て
論
じ
、

　
近
世
の
継
竿
は
多
く
の
場
合
、
隷
属
農
畏
の
食
糧
生
産
の
え
め
の
耕
地
で
あ
り
、

　
水
田
を
中
心
と
す
る
常
談
耕
地
の
年
貢
耕
作
を
課
せ
ら
れ
た
小
作
農
民
の
農
民
生

　
活
再
生
産
の
た
め
の
農
業
で
あ
っ
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
古
島
敏
雄
（
一

　
九
四
三
）
。

④
本
稿
で
と
り
あ
げ
る
胃
体
的
欝
例
は
、
で
き
る
限
り
筆
者
が
行
っ
た
地
域
調
査

　
で
得
ら
れ
た
資
料
に
よ
る
こ
と
を
つ
と
め
た
。
引
用
し
た
事
例
の
中
で
断
り
な
い

　
も
の
は
、
い
ず
れ
も
筆
春
の
調
査
に
も
と
ず
く
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
全
團
の
各

　
地
域
を
十
分
に
カ
バ
ー
し
て
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
文
献
調
査

　
の
資
料
を
か
な
り
補
わ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
ま
た
、
筆
者
が
と
く
に
詳
細
な
実

　
態
調
査
を
行
っ
た
乾
但
馬
と
九
州
山
地
中
部
の
山
村
の
焼
畑
経
営
方
式
に
つ
い
て

　
は
、
す
で
に
別
稿
で
く
わ
し
く
報
告
し
た
の
で
、
そ
の
事
例
に
つ
い
て
は
重
複
を

　
け
さ
、
く
わ
し
く
述
べ
な
い
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
ら
の
纂
例
に
つ
い
て
は
、
佐
々
木

　
高
曙
（
一
九
五
九
）
及
び
佐
々
木
高
明
（
一
九
六
二
～
六
三
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

な
お
、
「
第
一
報
」
「
第
二
報
」
に
引
つ
づ
き
雄
稿
に
お
い
て
も
、
『
一
九
五
〇
年

世
界
農
業
セ
ン
サ
ス
市
町
村
別
統
計
表
』
及
び
農
林
省
山
林
局
『
焼
畑
及
切
替
畑
に

関
す
る
調
査
』
　
（
昭
一
一
）
を
そ
れ
ぞ
れ
『
五
〇
年
セ
ン
サ
ス
』
・
『
山
林
局
調
査
』

と
略
称
す
る
。

東
北
目
違
に
お
け
る
《
ア
ラ
キ
型
》
と
《
カ
ノ
型
》

の
焼
畑
経
営
方
式

　
東
北
臼
本
に
お
い
て
は
、
北
上
山
地
を
中
心
に
、
春
蒔
き
の
大

豆
．
ア
ワ
を
主
作
物
と
す
る
輪
作
期
間
の
き
わ
め
て
長
い
《
ア
ラ
キ

型
》
と
称
し
う
る
焼
畑
が
分
布
し
、
奥
羽
膿
出
羽
山
地
（
こ
と
に
そ
の

中
南
部
）
か
ら
上
越
－
頸
城
山
地
に
は
、
春
播
き
の
主
穀
作
物
の
比
重
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が
相
対
的
に
低
く
、
輪
作
期
闘
の
比
較
的
短
か
い
《
カ
ノ
型
》
と
よ

び
う
る
焼
畑
が
分
布
す
る
こ
と
は
、
既
に
「
第
一
報
」
・
「
第
二
報
」

で
指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
東
北
地
方
に
お
け
る
「
ア
ラ
キ
」
或
は
「
カ
ノ
」
と
よ
ぶ
焼
畑
の
分
布

と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
山
口
弥
一
郎
が
既
に
一
応
の
問
題
点
を

指
摘
し
て
い
る
。
山
口
に
よ
る
と
ア
ラ
キ
の
分
布
は
「
岩
手
県
北
部
の

下
閉
伊
郡
の
中
頃
よ
り
、
九
戸
、
二
戸
を
か
け
て
、
脊
森
県
東
部
の
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

戸
郡
、
上
北
郡
一
帯
で
あ
り
」
焼
畑
の
も
っ
と
竜
集
中
す
る
三
戸
郡

で
は
焼
畑
の
呼
称
は
「
ア
ラ
キ
」
以
外
に
は
な
い
。
筆
者
の
調
査
に

よ
れ
ば
岩
手
県
稗
貫
郡
大
迫
町
に
も
「
ア
ラ
グ
偏
と
よ
ぶ
焼
畑
が
存

在
す
る
た
め
、
そ
の
南
限
は
や
や
下
る
が
、
こ
の
ア
ラ
キ
の
分
布
の

南
縁
に
近
い
下
閉
伊
郡
爾
部
の
小
照
町
な
ど
で
は
、
　
「
ア
ラ
タ
」
と

「
カ
ノ
」
と
い
う
両
語
が
併
存
し
、
土
用
に
刈
っ
て
焼
く
焼
畑
を
一

般
に
「
カ
ノ
」
と
よ
び
な
が
ら
、
そ
の
第
一
論
罪
は
「
ア
ラ
タ
」
（
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

二
年
目
以
後
は
カ
ノ
或
は
カ
ノ
バ
タ
ケ
）
と
よ
ば
れ
て
い
る
。
他
方
、
出

羽
山
地
北
部
の
北
秋
田
郡
の
大
阿
仁
村
で
も
、
ア
ラ
キ
と
カ
ノ
の
両

三
が
併
存
し
、
春
に
焼
炉
て
起
す
も
の
を
「
ア
ラ
キ
オ
コ
シ
」
或
は

「
ア
ラ
ッ
パ
タ
キ
」
と
称
し
、
夏
焼
く
焼
畑
を
「
カ
ノ
」
と
よ
ん
で

　
　
③

い
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
両
語
の
併
存
す
る
漸
移
地
帯
以
南
に

お
い
て
は
、
　
「
ア
ラ
キ
」
の
語
は
消
失
し
、
奥
羽
－
出
羽
山
地
の
大

都
分
や
上
越
”
噸
城
山
地
で
は
、
焼
畑
は
す
べ
て
「
カ
ノ
」
な
い
し

そ
の
系
統
の
語
で
よ
ば
れ
て
い
る
。

　
こ
の
「
ア
ラ
キ
」
と
よ
ぶ
焼
畑
と
「
カ
ノ
」
と
よ
ぶ
焼
畑
は
、
名

称
が
異
る
ば
か
り
で
な
く
、
前
壁
で
も
少
し
指
摘
し
た
よ
う
に
輪
作

形
態
に
大
き
な
差
異
が
あ
り
、
ま
た
そ
の
経
営
方
式
に
お
い
て
も
重

要
な
相
違
が
み
ら
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
↓
　
《
ア
ラ
キ
型
》
の
焼
畑
経
営
方
式
の
特
色

　
（

　
《
ア
ラ
キ
型
》
の
焼
畑
経
営
方
式
の
概
要
は
、
第
一
～
二
表
に
示

し
た
通
り
で
あ
る
が
、
そ
の
特
色
を
、
筆
者
の
調
査
し
た
青
森
県
三

　
　
　
　
　
　
　
④

戸
郡
田
子
町
の
事
例
や
山
口
弥
一
郎
の
調
査
し
た
同
郡
名
久
井
村
の

　
⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

事
例
、
或
は
岩
手
県
下
の
若
干
の
事
例
な
ど
に
よ
っ
て
、
摘
記
す
る

と
次
の
如
く
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
D
焼
畑
の
造
成
焼
畑
の
造
成
は
、
焼
畑
用
地
の
伐
採
作
業
か
ら

　
（

ま
ず
は
じ
め
ら
れ
る
。

　
纂
例
1
　
田
子
町
で
は
四
月
の
中
・
下
旬
に
カ
ヤ
や
ヨ
モ
ギ
の
茂
る
都
落

　
共
有
の
原
野
や
地
主
の
所
有
す
る
原
野
を
伐
採
す
る
。
と
き
に
は
ヤ
マ
ハ

　
ン
ノ
キ
の
生
育
す
る
樹
林
地
を
伐
採
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
の
ハ
ン
ノ

　
キ
の
樹
林
地
は
と
く
に
肥
沃
で
焼
畑
に
適
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
名
久
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わが國の焼畑経営方式の地域的類型（e（佐々木）

　　　　　　　　　　第1表　くアラキ型》の焼畑の経営方式の概要

　　　　　　　　　　　　　　　　（青森県…三戸郡田子町の例）

焼
畑
の
造
成
作
業

作
　
物
　
の
　
輪
　
作
　
と
」
そ
　
の
　
栽
　
培
　
技
　
術

焼畑用地 原野（カヤ・ヨモギ），ヤマハンノキの樹林地　（とくに肥沃）

作　総 名　称 労 働 ．暦

伐　　　門

火　入　れ

地持えで乍業

　アラキハライ
アラキバキッパル

　アラキヤキ
　アラキパヤキ

　アラキフミ
　アラキオコシ

4月中旬～下旬，共同労働

　4月中旬～5月上旬，ユイによる共隅労働

　1隅の火入れ後ヨセヤキを行う

アラキスキと唐鍬で耕起，畝立作業を行う。

労働力大（反当り6人以上），共同労働で行う

輪作轍1作物　i作土 経　　営　　方　　式

初　年　目

2　年　目

3　年　目

4　年　｛ヨ

5　年　E1

6年目1

7　年　目

8～9年欝

10年目以後

大 豆

ア　　　　　　ワ

（ウルチ種が多い）

　ときには

大　　　　豆

大　　　　篁
（アワのあと）

アワ或はヒエ
（大豆のあと）

大 豆

アワ或はヒエ

O

エビ豆
ワ

大
ア

ソ ノミ

　
　
工

・
ヒ

豆
・

．
小
ワ

大
ア

ソ バ

種
理
穫

番
㎝
営
反

種
理
穫

播
管
収

縫
師
穫

播
管
収

4月上旬～5月上旬　条播

6月下旬，7月下旬の2回除草

10月下旬～11月上旬　反当収量6～8斗

　　5月上旬（八十八夜前後）9
　　播種［1寺に施用巴（ヅキ猶マキ）
ワ

癖2一・回騨（7月上旬に土寄せ）

の

理　9月下旬～1G月上旬，反当叡量10斗

て⊃　　5月＿t三旬，　妻琴種fi9・に施i］巴（ヅキマキ）

エ

馨・一・騰草

鞠野銅一幅反当殿s斗・玄

経営法は初年目に同じ

経営法は第2・3年階に岡じ

経営法は上言上に同じ

5～6年巨i以後に一旦ソバを播種する（施肥）

再び豆類とアワ・ヒエなどを輸で乍する

耕作放棄（ソラス）直前に最終作物として必ずソ
バを播種する

ヒ
慕

封 考

名久川村では
松林を伐採す
る。

2年匿はアワ
をつくる場合
が多い。

名久井村では
2年頃の秋に
ムギを播種。

名久井村では
ソバ

名久共村では
「オモガエシ」
と称してアワ
を作付。
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井
村
で
も
以
前
に
は
、
「
ア
ラ
キ
パ
キ
ッ
パ
ル
漏
と
称
し
ア
ラ
キ
を
つ
く

る
た
め
に
原
野
を
刈
っ
て
い
た
。
最
近
で
は
松
・
杉
・
渠
の
伐
採
（
冬
か

ら
春
先
）
し
た
跡
地
に
ア
ラ
キ
を
造
成
す
る
よ
う
に
な
り
、
こ
と
に
松
山

の
跡
地
は
、
土
地
が
肥
え
、
耕
起
作
業
（
ア
ラ
キ
オ
コ
シ
）
が
容
易
な
た

め
焼
畑
適
地
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
岩
手
県
下
閉
伊
郡
の
安

家
村
な
ど
で
は
、
前
年
の
七
・
八
月
の
農
閑
期
に
原
野
を
伐
採
し
そ
の
ま

ま
キ
ツ
プ
セ
と
称
し
て
放
置
し
て
お
く
慣
行
も
み
ら
れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
《
ア
ラ
キ
型
》
の
焼
畑
地
帯
で
は
、
原
野
が
主

と
し
て
焼
畑
用
地
に
選
ば
れ
る
。
こ
れ
は
後
に
述
べ
る
如
く
、
こ
の

ア
ラ
キ
型
の
焼
畑
の
休
閑
期
間
が
、
一
般
に
一
〇
年
内
外
と
比
較
的

短
か
い
と
い
う
事
実
と
関
係
す
る
事
柄
で
あ
り
、
そ
の
た
め
、
こ
の

地
域
で
は
伐
採
と
い
っ
て
も
草
や
灌
木
を
鎌
で
刈
り
払
う
と
い
う
形

、
態
を
と
る
も
の
が
多
い
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
焼
畑
用
地
の
原
野
は
、
，

少
な
く
と
も
戦
前
の
段
階
で
は
、
そ
の
大
部
分
が
地
主
（
ダ
ソ
ナ
）

に
よ
っ
て
所
有
さ
れ
て
い
た
た
め
、
小
作
人
（
ナ
ゴ
）
は
ダ
ン
ナ
に

依
頼
し
て
焼
畑
用
地
を
確
保
し
て
い
た
。
こ
の
場
合
、
そ
の
地
代
は

焼
畑
用
地
の
位
貴
や
植
生
状
態
な
ど
に
よ
り
大
巾
に
異
っ
て
い
た
と

い
わ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
そ
の
刈
り
払
い
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
三
月
中
旬
か
ら
四

月
中
・
下
旬
と
い
う
例
が
多
く
（
田
子
町
の
ほ
か
、
岩
木
山
麓
の
西
目
屋

村
で
も
ア
ラ
キ
ハ
ラ
ィ
、
ヤ
キ
マ
キ
ハ
ラ
ィ
は
春
四
月
中
旬
に
行
う
）
、
安

家
村
の
如
く
、
前
年
の
夏
に
伐
採
し
て
キ
ッ
プ
セ
し
て
お
く
と
い
う

例
は
、
必
ず
し
も
多
く
は
な
く
、
む
し
ろ
こ
れ
は
中
部
日
本
に
み
ら

れ
る
焼
畑
の
伐
採
の
方
式
に
近
い
形
態
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が

っ
て
、
ア
ラ
キ
型
の
焼
畑
地
帯
に
お
け
る
典
型
的
な
伐
採
の
方
式
は
、

春
季
に
そ
れ
を
行
う
も
の
だ
と
推
定
さ
れ
る
。

　
ア
ラ
キ
の
伐
採
（
刈
払
い
）
作
業
が
終
る
と
、
四
月
の
中
。
下
旬

か
ら
五
月
の
上
旬
頃
に
、
火
入
れ
の
作
業
が
行
わ
れ
る
。
一
般
に
火

入
れ
は
晴
天
の
つ
づ
い
た
日
の
夕
方
か
ら
行
わ
れ
、
耕
地
の
周
囲
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

延
焼
防
止
の
た
め
の
防
火
線
を
つ
く
り
、
斜
面
の
上
方
に
点
火
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

焼
き
下
ろ
し
て
く
る
。
こ
の
場
合
、
数
人
の
村
人
を
頼
ん
で
女
難
で

作
業
を
行
う
の
が
常
で
あ
り
、
名
久
井
村
で
は
、
こ
の
火
入
れ
の
た

め
の
共
同
労
働
の
人
数
は
、
平
均
反
当
り
薫
～
四
人
程
度
だ
と
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
　
一
圓
の
火
入
れ
で
は
、
耕
地
の
全
面
を
焼
き
切
る

こ
と
は
通
常
で
き
な
い
の
で
、
形
材
を
集
め
て
、
再
度
火
入
れ
す
る

慣
行
が
各
地
で
み
ら
れ
る
。
こ
れ
を
田
子
町
で
は
「
ヨ
セ
ヤ
キ
」
、

安
家
村
で
は
「
コ
ト
リ
ト
ル
」
と
よ
ん
で
い
る
が
、
田
子
町
な
ど
で

は
ヨ
セ
ヤ
キ
の
後
、
灰
を
ク
マ
デ
を
使
っ
て
、
耕
地
の
全
面
に
拡
げ
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わが国の焼畑経営方式の地域的類型e（佐々木）

る
作
業
（
ク
マ
ザ
ラ
イ
）
を
行
っ
て
い
る
。

　
幻
焼
畑
の
修
士
・
畝
立
作
業
　
こ
う
し
て
焼
畑
の
造
成
が
終
る
と
そ

の
翌
日
に
ア
ラ
キ
オ
コ
シ
（
或
は
ア
ラ
キ
フ
ミ
）
と
よ
ば
れ
る
焼
畑

の
雲
華
・
雲
立
と
播
種
の
作
業
が
行
わ
れ
る
。
《
ア
ラ
キ
型
〉
の
焼

畑
の
経
営
技
術
の
最
も
大
き
な
特
色
は
、
焼
畑
の
播
種
の
前
に
大
き

な
労
働
力
を
投
下
し
て
こ
の
耕
起
・
茎
立
の
作
業
を
行
う
点
に
求
め

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ア
ラ
キ
オ
コ
シ
は
通
常
男
女
三
人
が
一
組
に
な
っ
て
行
わ
れ
る
。

ま
ず
、
男
の
一
人
が
刃
先
が
五
〇
～
六
〇
セ
ン
チ
以
上
も
あ
る
大
型

　
　
　
　
　
⑨

の
ア
ラ
キ
ス
キ
（
田
子
町
で
は
こ
の
種
の
特
殊
な
農
具
を
「
タ
ッ
」
と
よ

ぶ
）
を
用
い
て
焼
畑
の
表
土
を
踏
み
起
す
。
そ
の
あ
と
か
ら
他
の
男

或
は
女
が
、
唐
鍬
（
一
般
に
三
戸
郡
一
帯
で
は
「
モ
ッ
タ
」
と
い
う
）
ま

た
は
大
型
の
ク
ワ
で
耕
土
を
掻
き
上
げ
て
畝
立
て
（
ト
チ
ゥ
チ
）
を

行
い
、
さ
ら
に
女
の
一
人
が
こ
の
仕
立
て
ら
れ
た
畝
に
大
豆
を
播
種

し
て
行
く
の
で
あ
る
。
畝
巾
は
一
般
に
一
尺
四
、
五
寸
の
も
の
か
ら

三
尺
ほ
ど
の
広
い
も
の
ま
で
あ
る
が
、
そ
の
方
向
は
必
ず
傾
斜
に
沿

う
タ
テ
ウ
ネ
で
あ
り
、
傾
斜
に
直
角
な
ヨ
コ
ウ
ネ
は
土
壌
の
流
出
・

侵
蝕
に
よ
り
破
壌
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
作
ら
な
い
と
い
わ
れ
て

い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
臥

　
こ
う
し
て
《
ア
ラ
キ
型
》
の
焼
畑
で
は
、
初
年
葭
の
耕
地
に
大
き

な
タ
テ
ウ
ネ
を
つ
く
り
、
以
後
数
年
間
、
こ
の
ウ
ネ
に
雑
穀
類
や
豆

類
を
条
播
し
て
耕
作
を
つ
づ
け
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
耕
具
・
畝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

立
の
作
業
に
は
、
当
然
大
き
な
労
働
力
が
必
要
で
あ
る
。
名
久
井

村
の
例
に
よ
る
と
、
ア
ラ
キ
オ
コ
シ
に
は
反
当
り
六
人
以
上
の
成
年

男
子
の
労
働
力
が
必
要
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
火
入
れ
直
後

の
短
時
日
（
二
～
三
日
間
程
度
）
の
問
に
、
そ
の
作
業
を
終
了
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
と
も
さ
れ
て
い
る
た
め
、
家
族
労
働
力
の
み
に
よ
っ

て
、
　
こ
の
作
業
を
行
う
こ
と
は
、
　
一
般
に
困
難
な
こ
と
が
多
く
、

「
ゆ
い
」
（
イ
ィ
ッ
コ
）
或
は
手
間
替
え
の
共
同
労
働
に
よ
っ
て
、
そ

の
必
要
労
働
力
を
調
達
す
る
場
合
が
少
な
く
な
い
。
田
子
町
そ
の
他

で
も
事
清
は
同
じ
で
、
「
イ
イ
ッ
コ
」
で
ア
ラ
キ
を
起
す
例
は
、
北

上
山
地
に
広
く
み
と
め
ら
れ
る
。

　
こ
の
事
実
は
《
ア
ラ
キ
型
》
の
焼
畑
に
特
徴
的
な
耕
起
・
畝
立
の

作
業
（
ア
ラ
キ
ォ
コ
シ
）
が
、
何
ら
か
の
意
味
で
、
村
落
共
同
体
を
基

盤
と
す
る
共
同
労
働
組
織
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味

す
る
も
の
に
平
な
ら
な
い
。

鋤
作
物
の
栽
培
と
そ
の
技
術
さ
て
、
ア
ラ
キ
オ
・
シ
と
と
も
に
播

種
さ
れ
る
初
年
目
の
作
物
と
し
て
は
、
稗
貫
郡
の
ア
ワ
・
ヒ
エ
と
い
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第2表　《アラキ型》の焼畑の経営方式と反当所要労働五｛：

　　（岩手県稗貫郡大迫町〔三内jll二村地方〕の例）

輪作
N　次

農　業　経　営　の　内　容 反当断要
J働」至i：

焼畑の

｢成
伐採
ﾎ入れ
n持え

3月中旬

S月中旬

15入

V人

初年目

　　　1
B・ Bi懸

iときにヒエ）1管理　　　i収　　　　　穫

5月中旬，施肥傷饗）衝う．反漁撰種量α25斗7月中旬～8澱中旬，延3画除草9月下旬，反：当収量15斗（アワの場合〉

4人

S1人

PG人

2ゴ幽

　　　三顧
蜩､i管理　　　i収穫

5月中旬，反当播種量0護斗
рR測除｝￥・：

P0月上旬，反引証量14斗

4人

S1人

P0人

4人

30人

10人

焔

管

収

種15月中旬，反当播秘i｝：0．3斗。施1｝総

構3駒除蜘土寄燗弓隊ど）
穫lg肝旬，反当叡量1・sト

3年1ヨ 1ア　ワ

つ
麟
紺
繊

僕7月中旬，木灰を施肥，反皐1／播種量1．2斗

2～3「襲鯵ミ阜：

9拷下旬，反当収量15斗

播種

管理
収穫

4年劉1ソバ

5入

30人

10人

播

管

収

麗】5月中旬，施肥，反当播種量0．2斗
　1
理i7月上旬～8月中旬・延4圏除草

穫｝9月下旬，反当収量8斗
5年剛 ヒ　　エ．

4．人

6人

1人

第4年欝に陽じ

　　　　　反当収1；，1　10斗

播趣
管理
収穫
ソバの叡穫後ヤマハンノキを栽植（反当300本）

6年目Lソノミ

備考：最近は3，4年目ないしそれ以後は，ほとんどソバの連作を行っている。

資料：農業懸及び備考については昭和34年の大迫町役場に対する筆者のアソケ
　　　ート調査資料，その他は戦前（昭和11年）の『山林局調査』内川目率ζ／地方

　　　の資料による。

下
旬
と
七
月
中
旬
頃
と
に
そ
れ
ぞ
れ

除
草
を
行
っ
た
の
ち
、
　
一
〇
月
か
ら

十
一
月
の
間
に
根
こ
ぎ
に
し
て
収
穫

さ
れ
る
が
、
そ
の
収
量
は
反
当
六
～

八
斗
程
度
（
濁
子
町
）
で
あ
る
。

　
初
年
目
に
大
豆
を
作
付
け
た
耕
地

の
第
二
年
罠
に
は
、
主
と
し
て
ア
ワ

（
ウ
ル
チ
種
が
多
い
）
が
八
十
八
夜
の

前
後
に
播
種
さ
れ
る
（
初
年
目
ア
ワ
・

ヒ
エ
の
場
合
に
は
二
年
目
は
大
豆
）
。
こ

の
場
含
に
は
「
キ
ヅ
カ
エ
シ
」
と
称

し
鍬
で
軽
く
酒
醤
の
表
面
を
耕
作
し
、

覆
土
す
る
に
す
ぎ
な
い
が
、
こ
の
ア

ワ
や
第
三
年
目
以
後
に
作
付
さ
れ
る

ヒ
エ
に
対
し
て
は
、
播
種
時
に
施
肥

を
行
う
例
の
少
な
く
な
い
こ
と
が
注

う
例
外
を
除
け
ば
、
第
一
表
の
よ
う
に
、
大
豆
の
例
が
圧
倒
的
に
多
く
、

（「

謫
�
�
v
第
八
・
＝
二
表
参
照
）
初
年
目
に
大
豆
を
播
種
す
る
こ
と
が

《
ア
ラ
キ
型
〉
の
輪
作
方
式
の
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
大
豆
は
六
月

穣
さ
れ
る
。
　
即
ち
、
田
子
町
の
場
合
に
は
、
古
く
は
「
ツ
ブ
マ
キ
」

と
称
し
、
ア
ワ
ツ
ブ
だ
け
を
播
種
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
人
糞
と

作
物
の
種
子
を
混
じ
て
播
種
す
る
　
「
ヅ
キ
ガ
、
キ
」
が
、
　
ア
ワ
や
ヒ
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わが圏の焼畑経営方式の地域的類型㊨（佐々木）

エ
に
つ
い
て
は
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
最
近
で
は
化
学
肥
料
を
混

合
し
て
播
種
し
て
い
る
。
こ
の
「
ヅ
キ
マ
キ
隔
と
同
様
の
人
糞
と
種

子
を
混
じ
て
播
種
す
る
方
法
は
、
岩
手
県
稗
貴
郡
大
迫
町
で
も
「
ボ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

タ
ふ
り
」
或
は
「
ボ
ッ
タ
播
き
」
と
称
し
て
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
の

よ
う
に
肥
料
と
種
子
を
混
合
し
て
播
種
す
る
方
法
は
《
ア
ラ
キ
型
》

の
焼
畑
地
域
で
は
、
か
な
り
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
施
肥
方
法
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
名
久
井
村
で
は
第
二
年
目
の
ア
ワ
に
は

施
肥
を
行
わ
な
い
が
、
三
年
目
以
後
の
ム
ギ
・
ヒ
エ
及
び
ソ
バ
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

そ
れ
ぞ
れ
播
種
の
際
に
化
学
肥
料
や
灰
を
混
じ
て
与
え
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
種
子
に
肥
料
を
混
じ
て
播
種
を
行
う
慣
行
は
、
《
ア
ラ
キ

型
V
の
焼
畑
の
第
二
の
大
き
な
特
徴
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
第
二
年
隈
の
春
に
播
種
さ
れ
た
ア
ワ
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
二
～

三
回
の
除
草
と
土
寄
せ
を
行
い
、
九
月
下
旬
か
ら
十
月
上
旬
に
収
穫

さ
れ
る
。
第
二
年
匿
の
ア
ワ
の
腹
穫
を
終
え
た
の
ち
、
名
久
井
村
の

例
で
は
、
も
う
一
度
ア
ラ
キ
ス
キ
で
鋤
返
し
、
「
三
年
鼠
に
は
若
干
の

肥
料
を
施
し
て
ム
ギ
を
播
種
す
る
。
但
し
、
こ
の
冬
ム
ギ
を
輪
作
の

中
間
に
挿
入
し
て
作
付
す
る
例
は
、
特
殊
な
事
例
の
よ
う
で
、
北
上

山
地
の
《
ア
ラ
キ
型
》
焼
畑
地
域
に
お
い
て
は
、
他
の
諸
例
に
み
る

如
く
、
大
豆
と
ア
ワ
或
は
ヒ
エ
を
、
第
三
年
目
以
後
交
互
に
輪
作
す

る
の
が
輪
作
方
式
の
典
型
例
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
型
式
の
焼
畑
の
第
　
二
年
目
以
後
に
お
け
る
作
物
輪
作
順
序
と

そ
の
栽
培
技
術
や
収
量
な
ど
の
点
に
つ
い
て
は
、
第
一
～
二
表
の
記

載
に
ゆ
ず
り
、
詳
し
い
説
明
は
一
応
省
略
し
た
い
。
し
か
し
、
こ
の

《
ア
ラ
キ
型
V
の
焼
畑
の
い
ま
一
つ
の
大
き
な
特
色
と
し
て
は
、
輪

作
期
間
が
き
わ
め
て
長
く
、
休
閑
期
間
の
比
較
的
短
か
い
点
を
指
摘

し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
名
久
井
村
で
焼
畑
を
経
営
す
る
場
合
、

「
五
ケ
年
を
単
位
に
地
主
か
ら
土
地
を
借
り
る
」
と
い
わ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
こ
の
種
の
焼
畑
の
標
準
的
な
サ
イ
ク
ル
は
一
応
五
～
六
年

で
あ
り
、
通
常
そ
の
最
終
年
に
は
ソ
バ
を
作
付
け
て
　
「
ソ
ラ
ス
」

（
休
閑
す
る
）
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
田
子
町
で
の
調

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

査
例
に
よ
る
と
、
五
、
六
年
掻
に
一
度
ソ
バ
を
作
付
け
た
の
ち
に
も
、

条
件
の
す
ぐ
れ
た
土
地
で
は
、
再
び
雑
穀
・
豆
類
の
輪
作
を
く
り
返

し
、
七
、
八
年
か
ら
十
年
以
上
も
耕
作
を
つ
づ
け
る
事
例
が
み
と
め

ら
れ
る
。
下
石
崖
郡
の
安
家
村
で
も
、
四
年
鼠
に
一
旦
ソ
バ
を
作
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

け
た
の
ち
、
　
「
オ
モ
ガ
エ
シ
」
と
称
し
て
第
五
年
屠
に
ア
ワ
の
栽
培

を
行
う
事
例
が
報
ぜ
ら
れ
て
お
り
、
古
く
は
六
年
葭
以
後
の
耕
作
も

存
在
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。
《
ア
ラ
キ
型
〉
の
焼
畑

で
は
、
こ
の
よ
う
に
輸
作
の
途
中
に
ソ
バ
を
は
さ
み
な
が
ら
、
長
期
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・

に
亘
り
そ
の
耕
作
を
継
続
す
る
例
が
少
な
く
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ

れ
に
対
し
、
こ
の
種
の
焼
畑
の
休
閑
期
は
、
原
野
の
伐
採
鳶
前
提
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

し
て
い
る
た
め
、
一
〇
年
乃
至
は
一
五
年
程
度
と
一
般
に
短
い
こ
と

が
そ
の
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

　
以
上
述
べ
た
よ
う
に
《
ア
ラ
キ
型
》
の
焼
畑
経
営
の
方
式
は
、
全

国
の
他
の
地
域
に
類
例
を
み
な
い
耕
起
・
畝
立
の
作
業
と
施
肥
を
伴

う
き
わ
め
て
特
異
な
も
の
で
あ
り
、
焼
畑
農
業
に
は
珍
ら
し
い
集
約

　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

的
な
特
性
を
有
し
て
い
る
。
焼
畑
の
寸
寸
の
段
階
で
も
、
稗
貫
郡
内

川
目
村
（
現
大
迫
町
）
の
事
例
（
第
二
表
）
で
は
、
手
入
れ
・
除
草
に

反
当
三
〇
～
四
〇
人
も
の
労
働
量
を
投
下
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ

て
お
り
、
耕
作
期
間
が
長
期
に
亘
る
事
実
と
と
も
に
、
き
わ
め
て
労

働
集
約
的
な
経
営
方
式
が
《
ア
ラ
キ
型
》
の
焼
畑
の
大
き
な
特
色
と

な
っ
て
い
る
。

　
　

　
二
　
《
カ
ノ
型
》
の
焼
畑
経
蛍
方
式
の
特
色

　
（

　
こ
れ
に
対
し
、
《
カ
ノ
型
〉
の
焼
畑
は
、
《
ア
ラ
キ
型
〉
に
較
べ
、
耕

作
期
閥
が
短
か
く
、
そ
の
経
営
方
式
は
は
る
か
に
粗
放
的
で
あ
る
。
第

三
～
五
表
は
、
筆
者
及
び
山
口
弥
一
郎
の
調
査
し
た
《
カ
ノ
型
》
の

焼
畑
の
経
営
方
式
の
概
要
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
ヶ
ち
筆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

者
の
調
査
し
た
山
形
県
西
村
山
郡
西
川
町
岩
根
沢
部
落
に
お
け
る
焼

第3表　典型的な《カノ型》の焼畑の経営概要

　　　　（山形県西村山郡西州町の例）

ハ　ル　ガ　ノ

伐　採　跡　地

ZJ・ゴシ…難雅縁海
フエ @　旬

ナツガノ（アキガノ）

雑木林或は原野
弼ξ火田ノ肩1也

カ　ノ　キ　リi8月上旬

カノヤキ　 6／1初有J

ワ経営賜ツガノに隅じア

〃大小豆

　　　　　　　8月中旬（盆前）
カ　ノ　ヤ　キ
　　　　　　i（火入れ前にカッタテを行う）

ソバ・カブi播種8月中旬，収穫11月上旬。．
（大根）（ナタネ）i除草なし

二黒・・糟金器騨認前）

採伐

火入れ

初年目

2年ig

〃大小豆

〃棄放

アワ・大小豆i 同 上

放棄（アラス）　（山桑栽｛直） 儲：醤森・瞳）

3年［i

4年E
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わが国の焼畑経営方式の地域的類型（D（佐々木）

畑
経
営
方
式
の
実
例
を
や
や
詳
し
く
紹
介
す
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
謬
例
2
　
西
川
町
（
旧
西
山
・
川
土
居
・
本
道
寺
・
大
井
沢
村
よ
り
成
る
）
は
、

　
奥
羽
皿
出
羽
山
地
南
部
の
焼
畑
核
心
地
域
に
位
置
す
る
が
、
こ
こ
で
は
ナ

　
ツ
ガ
ノ
（
或
は
ア
キ
ガ
ノ
と
も
い
う
）
と
ハ
ル
ガ
ノ
の
二
種
類
の
焼
畑
が
営

　
ま
れ
て
い
る
。
同
村
岩
根
沢
部
落
の
事
例
に
よ
る
と
、
ナ
ツ
ガ
ノ
は
雑
木
林

　
或
は
原
野
を
七
月
中
旬
か
ら
八
月
上
旬
に
伐
採
（
カ
ノ
キ
リ
）
す
る
。
伐
採

　
後
十
日
前
後
乾
燥
さ
せ
て
火
入
れ
（
カ
ノ
ヤ
キ
）
を
行
う
が
、
カ
ノ
ヤ
キ

　
の
少
し
前
に
よ
く
乾
燥
す
る
よ
う
伐
採
し
た
樹
木
や
草
を
反
転
さ
す
作
業

　
（
カ
ッ
タ
テ
）
を
行
う
。
カ
ノ
ヤ
キ
は
購
れ
た
日
の
午
後
行
う
が
、
通
常

　
こ
の
地
域
の
カ
ノ
は
二
～
三
尊
程
度
の
小
規
模
な
も
の
が
多
い
た
め
、
カ

　
ノ
ヤ
キ
も
家
族
毎
に
行
い
共
同
労
働
は
少
な
い
。
防
火
線
（
ヒ
エ
ケ
）
を
つ

　
く
り
、
斜
面
の
上
方
か
ら
焼
き
下
ろ
す
の
は
他
地
域
と
同
じ
で
、
一
旦
焼
い

　
た
あ
と
に
残
る
陶
材
を
集
め
て
再
度
火
入
れ
す
る
。
ナ
ソ
ガ
ノ
で
は
火
入

　
れ
の
直
後
、
畝
を
つ
く
ら
ず
ソ
バ
や
カ
ブ
を
蒔
き
、
鍬
で
そ
の
上
を
た
た
い

　
て
覆
土
す
る
。
カ
ブ
と
共
に
野
菜
な
ど
の
葉
菜
類
を
蒔
く
こ
と
も
あ
り
、

　
ま
た
大
根
を
蒔
く
こ
と
も
あ
る
が
、
・
「
カ
ノ
で
は
虫
が
っ
か
な
い
」
と
い

　
わ
れ
て
い
る
。
初
年
目
の
カ
ノ
で
は
除
箪
、
中
耕
な
ど
の
管
理
は
一
切

　
行
わ
ず
、
十
一
月
初
旬
に
ソ
バ
・
カ
ブ
の
収
穫
を
行
う
。
ソ
バ
の
反
当
収

　
量
は
八
～
＝
一
斗
、
カ
ブ
の
反
収
は
五
〇
〇
貫
程
度
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
　
ナ
ツ
ガ
ノ
の
婚
夘
二
年
目
は
六
月
初
～
・
甲
旬
に
大
豆
・
小
・
豆
或
は
ア
ワ
を

播
種
す
る
。
最
近
で
は
ア
ワ
を
作
付
す
る
例
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
た
が
、

土
用
前
に
一
度
除
草
を
行
い
、
小
豆
は
一
〇
月
中
旬
、
大
豆
は
一
〇
月
下
旬

　
　
　
　
　
⑱

頃
に
収
穫
す
る
。
カ
ブ
は
二
年
目
以
後
の
耕
地
に
つ
く
る
と
味
が
悪
く
な

る
と
い
っ
て
つ
く
ら
な
い
。
第
三
年
薄
の
作
物
は
二
年
目
が
大
小
豆
な
ら

ア
ワ
、
ア
ワ
な
ら
大
小
豆
を
つ
く
る
が
、
最
近
は
二
年
目
、
三
年
目
の
春
に

植
林
す
る
こ
と
が
多
く
、
し
た
が
っ
て
三
年
目
の
耕
作
を
放
棄
す
る
例
が

多
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
地
域
の
カ
ノ
は
伝
統
的
に
三
年
で
耕
作

を
放
棄
（
ア
ラ
ス
）
す
る
慣
行
に
な
っ
て
お
り
、
四
年
目
以
後
の
ア
ラ
シ
た

と
こ
ろ
は
ク
サ
カ
リ
バ
に
な
っ
た
り
、
或
は
古
く
は
山
祇
の
栽
植
を
行
っ

て
い
た
。
一
九
六
二
年
の
調
査
隣
点
に
お
い
て
も
岩
根
沢
部
落
の
農
家
四

二
戸
の
過
半
は
、
こ
の
種
の
小
規
模
な
ナ
ツ
ガ
ノ
の
経
営
を
行
っ
て
い
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
ハ
ル
ガ
ノ
は
調
査
時
点
に
お
い
て
、
ほ
と
ん
ど
そ
の
経

営
を
行
う
も
の
が
な
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
ハ
ル
ガ
ノ
の
経
営
方
式

の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
ハ
ル
ガ
ノ
は
前
年
の
秋
に
炭
山
や
杉
山
と
し

て
伐
採
し
た
跡
地
を
鎌
な
ど
で
刈
払
う
カ
／
ゴ
シ
ラ
エ
を
四
月
下
旬
～
五

月
中
旬
頃
に
行
い
、
カ
ツ
タ
テ
を
行
っ
た
あ
と
六
月
初
旬
頃
に
火
入
れ
を

す
る
。
作
付
す
る
作
物
は
ア
ワ
と
大
豆
な
ど
で
、
ナ
ツ
ガ
ノ
の
二
年
目
以

後
と
ほ
ぼ
同
じ
経
営
方
法
で
作
物
栽
培
を
三
年
間
つ
づ
け
た
の
ち
、
放
楽

す
る
の
だ
と
い
う
。

こ
の
西
川
町
岩
根
沢
部
落
の
事
例
は
、
も
っ
と
も
典
型
的
な
《
カ
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第4表　上越山地のくカノ型》の焼畑の経営慨要

　　　　　（福島県大沼郡本名村の例）

アキガノ（アワガノ）ナツガノ（ソバガノ）

緩斜面の原野（フジ・カヤ・ウドなどが繁茂）。共有地をゴ三として利用する彊菱s衣ilY．iヨ士睦ユ

9月の稲刈前に伐採

アワー　近
　　　　｝　年
　　　　i　　消
　　　　i　ミ或

（アキガノに適する土地は施肥して’常頬化されたところが多い）

：lrJllの初めに伐採，草を揃えてよく乾くようにする。
5～71ヨ闘乾操

カ　ノ　ヤキi土銅の終願。防火線（「il　3間），翌日凹凹ヤキ＊

カノウナエi表土を2～3寸平内で浅耕する。心立なし

ソ　　　　バi火入の翌｝羅散播，間引・除草1圓

ア　　　　ワ；播種5月下旬，間引（判司ヌキ）・除草3回

大　小　亙：
（ときにはアワ＞i

㌦湘、棄…最終拗・弓鳳放難・・・…W

採伐

火入れ

初年獄

2年目

3年E1

4年iiI

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊ヨセヤキした場所には大根や菜類を蒔く。

上表の｛票準約な輪作形態のほか，5～6年に亙る高作を行う例もある。

その場合には次のような作物輸作順序となる。

　初年目　2年目　3年目　　　　　　4年同　5年差　6年H　　7年目　　　　　　・

　　ソノミアワ短慰する）アワ1覇1篭第。）（アラス）

ノ
型
》
の
焼
畑
の
経
営
方
式
の
特
微
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
山
口
弥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紬
濁

一
郎
の
調
査
し
た
南
会
津
山
地
（
本
名
村
な
ど
）
の
事
例
も
、
ほ
ぼ

こ
れ
と
類
似
し
た
経
営
上
の
特
色
を
示
し
て
い
る
（
第
四
表
）
。
な
お
、

こ
の
ほ
か
出
羽
山
地
中
南
部
の
山
村
地
帯
に
は
、
前
に
も
指
摘
し
た

よ
う
に
、
　
「
カ
ブ
ガ
ノ
」
と
称
す
る
カ
ブ
を
主
作
物
と
す
る
耕
作

期
間
が
短
か
く
、
経

営
面
積
の
零
細
な
特

異
な
《
菜
園
型
》
の

焼
畑
が
広
く
分
布
し

て
い
る
。
そ
の
経
営

の
実
態
に
つ
い
て
は
、

第
五
表
に
そ
の
概
要

を
示
し
、
ま
た
章
末

の
補
註
で
補
足
説
明

加
え
た
の
で
、
こ
こ

で
は
さ
き
の
事
例
2

及
び
第
三
～
五
表
に

よ
り
、
《
カ
ノ
型
〉

の
焼
畑
経
営
方
式
の

102 （556）

第5表《カブガノ〉の経鴬概要（山形県北村山看【1牛房野の例）

雑木林（クズやガサノキの多く生えている醍がよい）

カノカリ18月上旬　（造林鎌，ナタを使用）反当2人

お璽ε火縄ナ謂i也

伐　　採

脚下・屠・鼻詰・轄（巾1『1”）をつく　’一g二から点火．

　　　　l
　　　　l

初年醗力
　　　　1

　　ヵノウナイ　平鍬で2～3寸浅耕する。棚立なし

・1錨詳8肺下旬’撫オロヌキ㈹
　　施肥なし　カブツミ（収穫）10月下旬～工1月」二旬

豆i播種5月鼎陶・（瓢を個｛画けるときは施肥）

棄1（山桑を栽植）

2　歪ド　目　｝・」、

3年i訓放



わが国の焼畑経鴬方式の地域的類型Uの（佐々木〉

特
色
を
要
約
す
る
と
、
、
次
の
よ
う
な
点
が
指
摘
で
き
る
。

　
①
《
カ
ノ
型
》
の
焼
畑
に
は
火
入
れ
の
年
期
か
ら
み
て
「
春
焼
き

型
」
の
も
の
（
ア
ワ
ガ
ノ
或
は
ハ
ル
ガ
ノ
）
と
「
夏
焼
き
型
」
の
そ
れ

（
ソ
バ
ガ
ノ
や
カ
ブ
ガ
ノ
或
は
ナ
ツ
ガ
ノ
・
ア
キ
ガ
ノ
）
の
二
つ
の
タ

イ
プ
が
み
と
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
前
者
は
も
と
も
と
そ
の
類
例
が

少
な
く
、
ま
た
戦
前
の
段
階
に
お
い
て
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
消
失
し
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
《
カ
ノ
型
〉
の
焼
畑
に
お
い
て
は
、
ア
ワ
．

ヒ
エ
な
ど
の
主
穀
作
物
の
も
つ
機
能
は
一
般
に
小
さ
く
、
（
も
と
も
と

カ
ノ
地
帯
で
は
、
焼
畑
に
ヒ
エ
を
作
付
す
る
例
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
）
、

ソ
バ
・
カ
ブ
・
大
豆
・
小
豆
の
占
め
る
比
重
が
大
き
く
な
る
。
ま
た
、

そ
の
耕
作
期
間
も
ほ
ぼ
三
年
間
以
内
に
限
ら
れ
、
そ
れ
以
後
は
放
棄

す
る
（
ア
ラ
ス
）
の
が
通
例
で
あ
り
、
　
「
ア
ラ
シ
ッ
パ
タ
ケ
」
　
（
放
棄

地
）
に
は
占
卜
を
栽
植
す
る
例
が
少
な
く
な
い
。

　
②
ま
た
、
焼
畑
作
物
の
栽
培
技
術
の
点
に
つ
い
て
み
て
も
、
初
年

目
の
火
入
れ
後
に
行
わ
れ
る
「
カ
ノ
ゴ
シ
ラ
エ
」
或
は
「
カ
ノ
ウ
ナ

エ
」
の
際
に
は
、
通
常
平
鍬
で
二
～
三
寸
ほ
ど
耕
地
面
を
耕
作
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

播
種
し
た
種
子
に
覆
土
す
る
の
み
で
あ
り
、
前
述
の
「
ア
ラ
キ
オ
コ

シ
」
の
如
き
、
中
起
・
畝
立
の
作
業
や
施
肥
は
一
切
行
わ
れ
て
い
な

い
。
ま
た
、
事
例
2
の
西
川
町
の
場
合
に
は
、
第
二
年
目
の
除
革
も

一
回
に
留
り
、
焼
畑
の
管
埋
に
つ
い
て
も
き
わ
め
て
組
放
的
な
特
色

が
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
《
カ
ノ
型
》
の
焼
畑
は
、
《
ア
ラ
キ

型
》
の
そ
れ
に
比
し
、
そ
の
経
営
方
式
が
粗
放
的
で
あ
り
、
春
播
き

の
主
穀
作
物
の
比
重
が
小
さ
く
、
ソ
バ
及
び
大
豆
・
小
豆
・
カ
ブ
な

ど
の
栽
培
に
そ
の
重
点
が
お
か
れ
て
い
る
と
い
う
点
に
、
も
っ
と
も

重
要
な
特
色
が
み
と
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
③
要
す
る
に
、
《
ヵ
ノ
型
〉
の
焼
畑
に
は
、
全
般
的
に
主
穀
生
産

の
場
と
し
て
の
機
能
よ
り
、
む
し
ろ
「
補
助
耕
地
」
と
し
て
の
色
彩

が
濃
厚
に
み
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
二
戸
当
り
の
焼
畑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

経
営
規
模
も
零
細
な
も
の
が
多
い
。
こ
の
よ
う
に
、
《
カ
ノ
〉
地
帯

に
お
け
る
一
戸
当
り
の
焼
畑
経
営
面
積
が
、
《
ア
ラ
キ
》
地
帯
の
そ

れ
に
載
べ
て
、
小
規
模
な
点
に
つ
い
て
は
、
既
に
「
第
一
報
偏
で
指

摘
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
か
か
る
経
営
規
模
の
著
し
い
相
違
は
、
両

者
の
焼
畑
経
営
方
式
の
差
異
を
明
瞭
に
反
映
し
て
い
る
も
の
と
い
わ

ね
ば
な
ら
な
い
。

　
な
お
、
　
「
補
…
助
耕
地
」
的
色
彩
を
も
っ
と
も
濃
厚
に
示
す
《
カ
ノ

型
》
の
焼
畑
が
、
集
中
的
に
分
布
す
る
地
域
は
、
二
戸
当
り
の
焼
畑

経
営
面
積
が
小
さ
く
且
つ
焼
畑
農
家
率
の
高
い
山
形
語
中
南
部
の
地

　
　
　
⑳

帯
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
江
戸
時
代
以
来
、
さ
き
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
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第6表 《カノ型》の焼畑地域周辺部の輪作形熊
　　　　　　　　　　（資料は山口弥一良i～　〔二1944〕　1こよる）

休閑
期間

6年目5年囚4年目3年目2年｝il初年目焼畑呼称村名郡名県名

20一一

　　30年，

アワ・大

豆など
アワ・火

豆など
大豆ソノくヒ温習

ク
ノ
ケ

ラ
カ
タ

ア
：
ハ

ニ
　
　
ノ

年
年
力

初
2

小 国下閉伊岩手

約20年
左の作物を10年以
上襟返してっくる

大小豆
アワ

小豆
アワ

アワ

大豆
ソ！ミソバガノ大晦仁北秋田秋田

（山桑）

5～10年
大豆アワ大豆アワ小豆ソノミカノ亀勇・田北村山山形

耕作期間が延長されるばかりでなく，作物の輪作順序にもくカノ型》と《アラキ型》の
両蔚の特色が混合し，これらの焼畑が三種の焼畑輪作型の漸移気としての特色をもっこ

とをよく示している。

零
細
な
《
補
助
耕
地

匠
菜
園
型
〉
の
「
カ

ブ
ガ
ノ
」
が
多
数
の

農
家
に
よ
っ
て
経
営

さ
れ
て
き
た
こ
と
が

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
上
越

山
地
の
山
深
い
山
村

や
秋
田
県
中
北
部
の

《
ア
ラ
キ
型
》
と
の

漸
移
地
帯
の
山
村
に

お
い
て
は
、
ア
ワ
・

ヒ
エ
な
ど
の
主
穀
作

物
や
《
ア
ラ
キ
》
地

帯
に
特
徴
的
な
大
豆

の
機
能
が
増
大
し
、

輪
作
体
系
の
特
徴
が

《
ア
ラ
キ
型
》
の
そ

れ
に
接
近
す
る
。
こ

れ
と
と
も
に
、
焼
畑
の
耕
作
期
間
が
延
長
さ
れ
、
焼
畑
の
経
営
規
模

も
相
対
的
に
増
大
す
る
傾
向
が
明
ら
か
に
み
と
め
う
る
の
で
あ
る
。

さ
き
の
第
四
表
の
本
名
村
や
第
六
表
に
示
し
た
諸
事
例
は
、
こ
う
し

た
《
ア
ラ
キ
型
》
と
の
漸
移
地
帯
に
お
け
る
焼
畑
の
輪
作
例
と
み
な

事
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

　
三
　
二
つ
の
焼
畑
経
営
類
型
の
比
較
と
そ
の
歴
史
地
理
的
意
義

　
（

　
第
七
表
は
、
以
上
述
べ
て
き
た
《
ア
ラ
キ
型
》
と
《
カ
ノ
型
》
の

焼
畑
の
経
営
方
式
の
特
徴
を
ま
と
め
て
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
へ

か
か
る
経
営
様
式
の
著
し
く
相
違
す
る
二
つ
の
タ
イ
プ
の
焼
畑
を
生

み
出
し
た
条
件
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
山
口
弥
一
郎
は
ア
ラ
キ
が
秋
に
伐
っ
て
春
に
焼
く
開
墾
の
常
態
で

あ
る
の
に
対
し
、
カ
ノ
バ
タ
は
増
産
を
奨
励
す
る
た
め
に
後
に
発
達

せ
し
め
ら
れ
た
「
勧
農
畑
」
で
あ
る
と
考
え
、
東
北
地
方
に
お
け
る

焼
畑
開
墾
形
式
の
先
後
関
係
に
つ
い
て
「
最
も
古
く
行
わ
れ
た
耕
法

は
「
ヤ
キ
マ
キ
」
で
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
中
津
軽
の
一
隅
に
そ
の
痕

跡
を
留
め
る
に
過
ぎ
な
い
。
其
後
南
方
よ
り
棄
北
地
方
に
北
漸
し
て

来
た
開
墾
様
式
は
専
ら
「
ア
ラ
キ
」
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
東
北
に
も

中
央
政
府
の
政
治
力
が
加
わ
る
よ
う
に
な
り
、
特
に
増
産
奨
励
等
が

あ
っ
て
、
　
「
カ
ノ
」
が
普
及
さ
れ
て
来
た
も
の
と
考
へ
て
み
た
い
と
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わが国の焼畑経営方式の地域的類型ω（佐k木）

　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

思
う
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
こ
の
《
ア
ラ
キ
V
と
《
カ
ノ
》
の
先
後
関
係
に
つ
い
て
は
、
筆
者

も
異
論
を
さ
し
は
さ
む
も
の
で
は
な
い
が
、
カ
ノ
バ
タ
を
勧
農
畑
と

第7表　くアラキ型》と《カノ型》の焼畑経営の比較

カ　　　　　　ノ

奥羽・掛羽山地中南部
上越・頸城則竜

野（8月上旬～下旬）
ﾃくは春焼き型のカノも存在し
ていた。

ソバ・カブ・（アワ）

なし

なし

小豆

3年～4年
5年～10年

小

水田の補助耕地
二野，刈野焼

北関東，中部地方

’カニヨ・カニユウ・カリユウは
中部・近畿・出陰山地に分布
カソノは北九州と新潟・群馬に
分布

キラア

北上山地中北部

春（4月上旬～5月上旬〉

大豆・アワ・ヒエ

あり（傾斜に沿うタテウネ）

あ・幡毒肥料を齢し）

ソバ

5年～12年

5年～10年

大

新規開墾の畑地，
常業の候補地

壱岐・南九州

長野県以西はアラコ
中部日本・九州山地に分布

布分

播種期
初年作物
畝立作業

施　　肥

最終作物
耕作期間
休閑期間
1戸当経営
面　　綴

起源と機能
（凌卯田魍男『説）

同一呼称の

分　　布

類似呼称の

分　　布

焼
畑
経
営
方
式
の
特
色

機
能
と
呼
称

考
え
る
山
口
説
は
、
山
口
が
依
拠
し
た
心
臓
国
男
が
、
そ
の
後
結
ら

「
カ
ソ
ノ
」
を
「
勧
農
」
と
考
え
る
の
億
穏
当
で
は
な
く
「
二
野
」

乃
至
は
「
刈
野
焼
」
と
考
え
る
べ
き
だ
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
ヵ

ノ
四
勧
農
説
に
は
、
に
わ
か
に
賛
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
む
し

ろ
焼
畑
の
造
成
作
業
を
、
主
と
し
て
水
田
耕
作
の
農
閑
期
に
当
る
七

～
八
月
に
行
う
《
カ
ノ
型
》
の
焼
畑
は
、
水
田
耕
作
農
罠
の
補
助
栽

地
と
し
て
造
成
さ
れ
た
も
の
と
み
る
べ
き
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
場
合
、
東
北
地
方
に
お
い
て
は
「
ア
ラ
キ
に
て
常
畠
化
出
来

る
所
は
既
に
闇
墾
が
進
ん
で
い
た
」
か
ら
、
そ
の
後
に
展
開
し
て
た

《
カ
ノ
〉
で
は
、
　
「
農
閑
期
利
用
・
作
付
季
節
の
関
係
上
、
夏
ヤ
キ

が
普
及
し
て
、
カ
ノ
は
一
般
に
夏
ガ
ノ
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
㊨

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
い
う
山
口
自
身
の
仮
説
は
、
き
わ
め
て

魅
力
に
富
む
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
カ
ノ
と
類
似
の
カ
ソ
ノ
・

カ
ニ
ョ
・
カ
ニ
ュ
ウ
・
カ
リ
ゥ
な
ど
の
呼
称
を
む
つ
焼
畑
が
、
策
北

地
方
の
日
本
海
岸
か
ら
中
部
・
近
畿
・
山
陰
・
北
九
州
な
ど
の
水
田

地
帯
の
縁
辺
部
に
数
多
く
分
布
・
し
て
い
る
事
実
も
、
《
カ
ノ
型
〉
の

そ
れ
が
、
本
来
水
田
農
業
と
密
接
な
関
係
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
示

唆
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
《
カ
ノ
型
》
の
焼
畑
は
、
水
田

耕
作
と
き
わ
め
て
深
い
結
び
つ
き
を
も
ち
、
主
耕
地
と
し
て
の
水
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ヤ

細
に
対
し
、
補
助
耕
地
と
し
て
の
機
能
を
も
つ
焼
畑
の
一
型
式
で
あ

っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
上
越
山
地
や
奥
羽
山
地

の
僻
地
で
、
《
主
穀
生
産
型
》
の
大
規
模
な
焼
畑
が
、
今
日
で
は

「
カ
ノ
」
と
よ
ば
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
は
、
恐
ら
く
後
に

「
カ
ノ
」
と
い
う
呼
び
名
が
焼
畑
一
般
の
呼
称
と
し
て
東
北
地
方
中

南
部
に
翻
り
、
古
い
「
ア
ラ
キ
」
或
は
「
ア
ラ
タ
篇
と
い
う
呼
称
が

「
カ
ノ
」
に
置
え
ら
れ
た
た
め
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
　
「
ア
ラ
キ
」
も
し
く
は
「
ア
ラ
タ
」
は
、
本
来
原

野
を
開
墾
し
一
そ
の
際
火
入
れ
を
伴
う
か
否
か
は
別
と
し
て
一
新
し

く
造
成
さ
れ
た
耕
地
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、
や
が
て
固
定
化
し

て
常
灯
に
転
移
す
る
い
わ
ば
「
常
盤
の
候
補
地
と
も
名
づ
け
う
る
」

新
開
の
畑
地
を
意
味
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
そ
れ
は
、
本
来
的
に

は
水
田
耕
作
と
は
結
び
つ
く
も
の
で
は
な
く
、
と
く
に
ア
ラ
キ
が
水

田
化
さ
れ
た
場
合
に
は
、
　
「
ア
ラ
キ
ダ
」
と
呼
ぶ
用
例
が
若
干
残
っ

て
い
る
。

　
い
ま
．
東
北
地
方
に
お
け
る
犀
2
空
母
蜀
旨
ρ
σ
q
Φ
の
前
進
を
考
え

る
と
、
　
「
東
北
地
方
の
特
に
そ
の
北
半
部
の
山
地
の
開
拓
は
、
ア
ラ

キ
が
そ
の
開
墾
の
様
式
で
あ
り
、
前
年
の
秋
或
は
春
に
山
の
草
木
を

伐
っ
て
、
春
に
火
を
入
れ
、
雑
穀
を
作
付
け
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
」

と
山
口
弥
一
郎
が
推
定
し
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
開
拓
前
線
は
、
ア

ラ
キ
を
次
女
に
造
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
推
し
進
め
ら
れ
て
き
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
し
て
、
傾
斜
が
緩
く
、
土
地
の
肥
沃
な
三

種
化
し
や
す
い
未
墾
地
が
ま
ず
開
墾
さ
れ
、
耕
地
化
さ
れ
た
の
ち
に

は
、
　
や
が
て
ア
ラ
キ
は
、
　
常
…
畑
以
外
の
臨
時
の
耕
地
（
十
年
黍
畑
・

五
年
季
畑
な
ど
）
を
指
す
よ
う
に
な
り
、
　
さ
ら
に
こ
れ
が
北
上
山
地

に
お
い
て
は
、
焼
畑
を
意
味
す
る
言
葉
に
固
定
化
し
て
い
っ
た
も
の

と
想
像
さ
れ
る
。
他
方
、
中
世
以
降
、
日
本
海
沿
岸
や
東
北
地
方
南

部
を
中
心
に
、
水
田
の
造
成
が
盛
ん
に
な
る
と
と
も
に
、
水
田
に
附

随
す
る
補
助
耕
地
と
し
て
、
小
規
模
な
焼
畑
が
数
多
く
造
成
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
　
こ
の
種
の
焼
畑
が
さ
き
に
も
述
べ
た
よ
う
に
《
カ

ノ
V
と
よ
ば
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

《
カ
ノ
》
と
呼
ば
れ
る
夏
播
き
型
の
焼
畑
が
、
平
均
水
田
率
工
○
～

三
〇
％
と
い
う
北
上
山
地
に
分
布
し
な
い
の
は
繰
返
し
述
べ
た
如
く
、

そ
れ
が
本
来
水
田
耕
作
と
結
び
つ
く
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
《
ア
ラ
キ
》
と
よ
ぶ
《
画
面
主
穀
栽
培
型
》
の
焼
畑
が
、
北
上

山
地
に
お
い
て
最
近
に
至
る
ま
で
き
わ
め
て
長
い
耕
作
期
間
と
施
肥

・
畝
立
の
作
業
を
伴
い
、
常
畑
的
な
色
彩
を
濃
厚
に
保
ち
つ
つ
経
営
さ

れ
て
き
た
の
は
、
北
上
由
地
が
水
田
化
の
も
っ
と
も
遅
れ
た
後
進
的
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畑
作
地
域
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
《
ア
ラ
キ
型
》
の
焼
畑
の
分

布
が
、
第
八
表
に
み
る
如
く
、
東
北
地
方
に
お
け
る
ヒ
エ
の
濃
密
な
分

布
域
と
み
ご
と
に
一
致
す
る
の
も
、
両
者
が
い
ず
れ
も
後
進
的
畑
作

地
域
の
特
質
と
絡
み
合
う
性
格
を
有
し
て
い
る
た
め
に
外
な
ら
な
い
。

わが国の焼畑経鴬方式の地1勲勺類型ω（佐々木）

　第8表北上山地と奥羽x出羽山地南部の焼畑依存率と水田率・ヒエ作率
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『5Gセソーサ・JKS　｛こよ　り奪享定）

　　　　平凱戸劇・工
水田率　　　　　り水田面積1作付率髄家二黒姦淫

1．2町
14r3erO

30．3cro0．28町9．6％

o．ooL276．1O．0830．e

地域 ~綴
　　　　＊；1ヒ＿9二1．臼ユ也　　　　47

魏南腿・・

。北上醜の焼畑の過半が集中す衛森県三戸郡と岩手県下瓦卜郡の

水Bii率はそれぞtx28．1％，9．8％を示す。
＊＊この地域区分及び焼畑面積・戸数の実数については，第10表参照。

焼畑農家率のもっとも高い東西田川郡の水田率は，それぞれ90．6％，

82．2％を示す。

　
ま
た
、
生
産
性
の
低
い

こ
の
北
上
山
地
に
は
、
一

般
に
「
名
子
制
度
」
と
よ

ば
れ
る
擬
制
約
血
縁
関
係

を
基
盤
と
す
る
隷
農
制
度

が
長
く
存
続
せ
し
め
ち
れ

て
き
た
こ
と
は
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
が
、
常
事
耕
地

の
乏
し
い
こ
の
地
域
の
隷

農
た
ち
の
多
く
は
、
山
名

子
と
し
て
ダ
ソ
ナ
の
所
有

す
る
混
林
・
原
野
に
依
存

し
、
ア
ラ
キ
を
オ
コ
し
て

生
活
を
営
ん
で
い
た
。
脊

森
県
田
子
町
四
万
渡
部
落

に
お
け
る
筆
者
の
調
査
に
よ
っ
て
も
、
か
っ
て
は
部
落
の
ほ
と
ん
ど

全
戸
が
、
ダ
ソ
ナ
の
Y
氏
の
山
に
ア
ラ
キ
を
造
成
し
、
昭
和
五
～
六

年
頃
ま
で
は
収
穫
物
の
3
｝
1
0
　
（
昭
和
七
～
八
年
よ
り
9
ニ
ー
0
と
な
る
）
を

「
ワ
ケ
サ
ク
」
　
と
称
し
て
ス
マ
　
（
収
穫
物
を
乾
燥
さ
す
た
め
九
把
を
一

束
に
し
た
も
の
）
の
ま
ま
ダ
ソ
ナ
に
納
め
る
慣
行
が
あ
っ
た
と
い
う
。

名
子
制
度
と
焼
畑
の
関
連
を
詳
細
に
論
究
す
る
こ
と
は
、
本
論
の
目

零
で
は
な
い
の
で
省
略
す
る
が
、
少
な
く
と
も
、
昭
和
初
年
頃
以
前

に
は
、
常
畑
耕
地
を
．
所
衛
し
な
い
北
上
山
地
の
名
子
に
と
っ
て
、
ア

ラ
キ
は
彼
ら
の
農
民
生
活
の
再
生
産
の
た
め
場
と
し
て
重
要
な
機
能

を
有
し
て
い
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

　
以
上
、
要
す
る
に
、
　
「
カ
ノ
」
と
よ
ば
れ
る
「
夏
焼
き
型
」
を
主

と
す
る
焼
畑
は
、
東
北
地
方
に
お
け
る
水
田
化
の
進
展
と
と
も
に
造

成
さ
れ
た
小
規
模
な
補
助
耕
地
型
の
焼
畑
を
さ
す
も
の
で
あ
り
、
そ

の
経
営
も
一
般
に
粗
放
的
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
北
上
山
地
に
残

存
す
る
「
春
播
き
主
穀
生
産
型
」
の
《
ア
ラ
キ
》
は
毛
起
．
畝
立
作

業
と
施
肥
を
伴
う
き
わ
め
て
集
約
的
な
特
徴
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、

耕
作
期
間
の
著
し
く
長
い
特
異
な
経
営
形
態
を
示
す
焼
畑
と
い
う
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
《
ア
ラ
キ
〉
は
、
歴
史
的
に
は
東
北
地
方
の

鳩
同
§
訟
禽
上
目
ぎ
0
9
Φ
に
お
け
る
耕
地
開
発
の
伝
統
を
伝
え
る
も
の
で
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あ
り
、
ま
た
、
地
域
的
に
は
後
進
畑
作
地
帯
と
し
て
の
諸
条
件
と
、

そ
れ
に
絡
る
隷
農
制
度
の
卓
越
と
い
う
被
会
的
条
件
を
背
景
に
存
続

し
て
き
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

①
山
口
弥
一
郎
（
一
九
四
四
）
、
＝
ハ
五
頁
。

②
　
山
口
弥
一
郎
（
一
九
閥
閥
）
、
八
六
頁
。

③
挙
世
弥
一
郎
（
一
九
四
四
）
三
九
、
四
二
頁
。

④
青
森
県
三
戸
郡
は
「
第
一
報
」
で
も
ふ
れ
た
如
く
、
『
山
林
局
調
査
』
に
お
い

　
て
北
上
山
地
に
お
け
る
最
大
の
焼
畑
面
積
（
一
九
五
・
三
通
歩
）
を
示
す
郡
で
あ

　
る
。
田
子
町
（
旧
型
郷
村
）
の
調
査
は
一
九
六
二
年
夏
に
圏
十
渡
部
落
を
対
象
に

　
行
っ
た
。

⑤
名
久
井
村
は
『
山
林
局
調
査
』
に
お
い
て
東
北
地
方
最
大
の
娩
畑
村
と
し
て
あ

　
げ
ら
れ
て
い
る
村
で
、
同
村
に
関
す
る
資
料
は
す
べ
て
山
日
弥
一
郎
（
一
九
陽

　
四
）
、
五
四
～
七
七
頁
に
よ
る
。

⑥
岩
手
県
下
の
事
例
と
し
て
は
、
下
閉
伊
郡
安
家
村
に
つ
い
て
は
、
山
口
弥
一
郎

　
　
（
一
九
四
四
）
、
七
八
～
八
総
髪
。
稗
貫
郡
大
迫
町
（
旧
肥
州
臼
村
・
外
川
目
村

　
な
ど
）
の
事
例
は
、
漁
者
の
町
役
場
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
及
び
『
山
林
門
局

　
調
査
』
に
よ
る
。

⑦
防
火
線
と
い
う
の
は
、
焼
畑
の
怒
れ
の
際
、
他
の
海
運
に
延
焼
し
て
行
く
こ
と

　
を
防
ぐ
た
め
、
火
入
れ
す
る
焼
畑
耕
地
の
周
囲
に
～
～
三
間
ほ
ど
の
巾
で
可
燃
物

　
を
す
べ
て
と
り
払
い
、
土
を
露
繊
せ
し
め
て
お
く
も
の
で
、
丁
寧
に
つ
く
る
と
き

　
は
、
浅
く
溝
状
に
土
を
掘
り
闘
め
る
場
合
も
あ
る
。

⑧
斜
面
の
上
部
か
ら
点
火
し
、
焼
下
ろ
す
火
入
れ
の
仕
方
は
わ
が
国
の
焼
畑
地
域

　
の
全
て
で
行
わ
れ
て
い
る
火
入
れ
法
で
、
斜
面
の
下
か
ら
点
火
す
れ
ば
、
耕
地
葡

　
を
十
分
に
焼
き
切
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
火
入
れ
の
農
学
酌
意
義
に

　
　
つ
い
て
は
次
稿
で
論
ず
る
こ
と
に
し
た
い
。

⑨
く
諸
書
繍
難
碧
麟
鯵
飼
髪
角
器
㈹

　
が
よ
い
と
い
う
。
昔
は
軽
米
の
ス
キ
が
よ
い
と
い
わ
れ
、
わ
ざ
わ
ざ
岩
手
県
二
戸
　
　
0
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
郡
の
軽
米
町
ま
で
買
に
行
っ
た
と
い
う
。
と
に
か
く
一
般
の
ス
キ
よ
り
も
非
常
に

　
丈
夫
に
つ
く
ら
れ
た
大
型
の
特
殊
な
専
用
農
具
で
あ
る
。

⑩
名
久
井
村
で
は
「
ア
ラ
キ
オ
コ
せ
ば
だ
9
ど
り
偏
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、
こ
の
ア

　
ラ
キ
の
耕
起
・
畝
立
作
業
ぱ
大
き
な
労
力
を
要
し
、
こ
の
作
業
が
黒
田
の
農
作
業

　
の
も
っ
と
も
重
要
な
部
分
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
ア
ラ
キ
オ
コ
シ
の

　
作
業
を
「
ワ
タ
シ
」
と
称
し
て
請
負
に
出
す
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
の
場
合
の
労
賃

　
は
飽
の
作
業
の
倍
以
上
の
賃
金
を
支
払
う
必
要
が
あ
る
と
い
う
。

⑪
　
　
「
人
糞
尿
に
種
子
を
混
ぜ
て
手
で
す
い
な
が
ら
こ
れ
を
振
り
播
く
」
　
（
昭
和
三

　
四
年
ア
ソ
ケ
～
ト
調
査
）
方
法
が
最
近
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
。

⑫
　
名
久
井
村
の
輪
作
形
態
は
や
㌧
特
殊
で
、
二
年
憾
の
ア
ワ
の
収
穫
後
、
秋
に
ム

　
ギ
を
播
き
、
こ
の
と
き
は
じ
め
て
施
肥
（
硫
安
や
石
灰
窒
素
）
す
る
。
三
年
廻
の

　
大
豆
に
は
施
肥
し
な
い
が
、
四
年
獄
の
ヒ
エ
は
硫
安
と
燐
酸
を
ド
少
し
モ
ミ
ガ
ラ
に

　
ま
ぜ
・
そ
れ
に
灰
を
少
々
入
れ
て
蒔
く
。
ま
た
、
賜
・
五
年
闘
に
ソ
バ
を
蒔
く
と

　
き
に
も
化
学
肥
料
と
木
灰
を
混
じ
、
こ
れ
に
ソ
バ
の
種
子
を
入
れ
た
門
ソ
バ
ァ
ク
」

　
を
つ
く
っ
て
播
く
と
い
う
。
こ
の
名
久
井
村
の
場
合
は
臥
主
と
し
て
化
学
肥
料
が

　
使
嗣
さ
れ
て
い
る
点
が
俵
統
的
な
も
の
で
は
な
い
が
、
樫
子
と
肥
料
を
混
ぜ
て
播

　
試
す
る
古
い
施
肥
の
形
態
は
よ
く
伝
え
！
副
い
る
。
岩
乎
県
界
迫
町
の
場
会
に
は
、

　
二
年
践
の
大
豆
や
　
干
四
年
目
の
ソ
バ
に
や
は
り
木
灰
を
混
じ
て
播
く
例
が
報
告

　
さ
れ
て
い
る
。
化
学
肥
料
以
前
に
は
人
糞
尿
と
木
灰
が
主
と
し
て
種
子
と
混
ぜ
ら

　
　
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
⑬
　
田
子
町
で
の
聴
取
調
査
に
よ
る
と
、
　
「
ア
ラ
キ
が
古
く
な
り
五
～
六
年
経
つ
と

　
　
ソ
バ
を
蒔
い
て
草
を
退
治
し
、
ま
た
大
…
兄
や
ヒ
エ
・
ア
ワ
を
蒔
く
」
と
い
う
。
要
す

　
　
る
に
輪
作
期
閥
が
長
く
な
る
と
途
中
に
生
育
期
間
の
短
い
ソ
バ
を
挿
入
す
る
の
が
、

　
　
こ
の
《
ア
ラ
キ
型
V
の
焼
畑
の
輪
作
の
　
っ
の
特
色
を
な
す
。
ま
た
焼
畑
の
耕
作

F
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を
放
棄
（
ソ
う
す
）
す
る
前
に
は
必
ず
ソ
バ
を
蒔
く
と
い
う
。
こ
の
種
の
ソ
バ
を

　
最
終
作
物
と
す
る
輪
作
形
態
に
つ
い
て
は
「
第
二
報
」
を
参
照
。

⑭
安
家
村
で
は
閤
年
臼
の
ソ
バ
が
「
止
め
作
物
偏
で
あ
る
が
、
と
く
に
五
年
腿
に

　
耕
地
を
起
し
、
耕
作
を
つ
づ
け
る
と
き
に
「
オ
モ
ガ
エ
シ
」
を
蒔
く
と
い
う
。
こ

　
れ
に
対
し
、
名
久
井
村
で
は
第
二
年
E
の
ア
ワ
の
収
穫
を
終
り
、
ア
ラ
キ
ス
キ
で
鋤

　
　
　
ノ

　
返
す
こ
と
を
「
キ
リ
カ
エ
シ
」
又
は
「
オ
モ
ガ
エ
シ
」
と
睡
ぶ
。
　
『
総
合
日
本
民

　
俗
語
彙
』
よ
る
と
「
…
…
（
ア
ラ
キ
の
）
三
、
四
年
で
終
る
べ
き
を
引
続
き
蒔
く

　
場
合
に
は
、
こ
れ
を
オ
モ
ガ
シ
と
称
す
る
（
岩
手
県
二
戸
郡
）
。
こ
れ
は
切
替
畑
を

　
へ
　
　
　
ゐ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
　
マ
　
　
あ
　
　
へ

　
常
畠
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
下
閉
伊
郡
普
代
村
で
は
切
替
畑
の
二
年
降
を

　
オ
モ
ガ
エ
シ
と
よ
び
、
豆
を
蒔
く
と
い
う
」
と
あ
り
、
両
軸
の
意
味
を
あ
げ
て
い

　
る
が
、
　
オ
モ
ガ
エ
シ
が
常
固
化
へ
の
契
機
を
な
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
指
摘
は

　
《
ア
ラ
キ
型
》
の
焼
畑
の
性
格
を
示
す
も
の
と
し
て
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

⑮
安
家
村
で
は
ソ
う
し
た
原
野
を
「
ソ
ウ
リ
」
と
い
い
、
こ
れ
を
焼
く
の
を
「
ソ

　
ウ
リ
ヤ
キ
」
と
い
う
。
ソ
ウ
リ
の
期
閣
は
こ
こ
で
は
短
く
、
普
通
は
六
～
七
年
長

　
く
て
も
八
年
位
と
い
う
（
山
口
〔
一
九
四
四
〕
、
八
三
頁
）
。

⑯
　
　
『
山
林
局
調
査
』
は
岩
手
県
稗
貫
郡
内
刈
目
村
（
現
大
迫
町
）
の
焼
畑
の
説
明

　
に
お
い
て
こ
の
地
方
の
焼
畑
の
特
徴
を
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。
門
（
焼
畑
の
）
耕

　
作
法
も
他
地
方
に
比
し
、
遙
か
に
進
歩
し
、
播
種
は
殆
ん
ど
条
播
し
、
三
年
以
後

　
に
は
堆
肥
・
過
燐
酸
石
灰
な
ど
を
施
肥
し
て
い
る
。
而
し
て
六
ヵ
年
の
耕
作
廃
止

　
後
地
力
の
恢
復
を
図
る
た
め
必
ず
や
マ
ハ
ン
ノ
キ
を
植
栽
す
る
風
習
が
あ
る
」
。

　
な
お
、
こ
の
地
方
で
は
初
年
目
の
焼
畑
を
「
ア
ラ
タ
」
、
二
年
藻
を
「
ウ
ネ
ハ
リ
」
、

　
三
年
門
田
を
「
ク
ナ
」
と
よ
ん
で
い
る
。

⑰
岩
根
沢
部
落
の
調
査
は
一
九
六
二
年
夏
に
行
な
っ
た
。
当
暗
問
部
落
は
総
戸
数

　
五
五
戸
、
農
家
は
四
二
戸
で
う
ち
一
三
戸
は
商
業
や
匿
雇
に
従
事
す
る
第
一
、
一
種
兼

　
業
農
家
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
時
点
に
お
い
て
も
、
農
家
の
八
○
％
以
上
が
毎

　
年
二
～
三
遷
程
度
の
小
面
綴
の
「
カ
ノ
襯
を
経
営
し
て
い
た
。
同
蔀
落
を
含
む
酉

　
山
地
区
の
昭
和
三
二
年
の
＝
戸
当
り
経
営
耕
地
雪
稜
は
約
六
・
三
反
、
う
ち
水
田

　
O

　
は
雨
樋
・
一
反
で
あ
る
。

⑱
　
西
川
町
岩
根
沢
に
お
け
る
焼
畑
作
物
の
収
穫
・
脱
穀
法
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
ソ
バ
は
根
か
ら
引
き
抜
い
て
一
束
に
し
て
上
か
ら
二
尺
位
の
と
こ
ろ
を
切
り
と

　
り
、
束
に
し
て
家
の
付
近
に
立
て
て
乾
燥
さ
す
。
昔
は
三
～
四
入
が
立
っ
た
ま
Σ

　
ム
シ
ロ
の
上
で
捧
で
叩
い
て
脱
穀
し
た
。
ア
ワ
は
刈
り
取
っ
て
「
カ
ノ
」
の
一
ヵ

　
所
に
集
め
穂
だ
け
を
も
ぎ
と
る
。
残
っ
た
茎
は
家
に
近
け
れ
ば
持
ち
帰
っ
て
牛
に

　
踏
ま
せ
、
遠
い
と
こ
ろ
で
は
カ
ノ
に
残
し
て
く
る
。
小
豆
は
サ
ヤ
の
み
を
コ
ギ
と

　
り
、
大
豆
は
根
か
ら
抜
き
と
り
翻
の
ハ
ゼ
に
か
け
て
乾
か
す
。
昔
は
ア
ワ
も
大
豆

　
も
脱
穀
棒
（
ボ
ー
ガ
ラ
ス
）
で
溶
い
て
脱
穀
し
た
。

⑲
　
福
島
県
大
沼
郡
の
僻
村
本
名
村
（
筆
算
の
地
域
区
分
で
は
上
越
翻
頸
玉
山
地
に

　
入
る
）
に
お
け
る
山
ロ
弥
一
郎
の
調
査
（
山
口
〔
一
九
四
殴
〕
二
～
一
五
頁
）
に

　
よ
る
と
、
　
「
焼
い
た
跡
に
は
翌
礒
ソ
バ
の
種
子
を
ば
ら
ま
い
て
、
平
鋤
で
種
子
の

　
漸
く
か
く
れ
る
程
度
に
土
を
掻
き
散
ら
し
て
ゆ
く
。
蓑
土
の
堅
い
場
合
に
は
廠
鍬

　
を
用
い
る
場
合
も
あ
る
。
…
…
う
ね
も
立
て
ず
、
表
土
を
二
、
三
寸
か
ら
精
々
五

　
六
寸
位
起
す
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
こ
の
点
は
実
に
粗
放
な
も
の
で
あ
る
扁
と
し
て

　
い
る
。

⑲
向
・
こ
の
本
名
村
の
焼
畑
に
お
い
て
注
得
す
べ
き
点
は
、
昭
和
十
三
年
の
山
口
弥

　
一
郎
の
調
査
点
に
お
い
て
、
焼
畑
は
す
べ
て
「
カ
ノ
」
と
よ
ば
れ
て
い
た
が
、
稀
に

　
初
年
隣
の
「
カ
ノ
ゥ
ナ
エ
」
を
「
ア
ラ
タ
」
と
よ
ぶ
故
老
が
い
た
と
い
う
。
古

　
い
言
葉
の
記
濾
が
わ
ず
か
に
残
存
し
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
事
実
、
こ

　
の
村
の
焼
畑
は
《
カ
ノ
型
V
と
称
し
て
も
か
な
り
集
約
的
な
1
換
言
す
れ
ば

　
《
ア
ラ
キ
》
の
そ
れ
と
の
移
行
型
に
近
い
1
性
格
を
有
し
て
い
る
。
し
た
が
っ

　
て
、
左
の
如
き
い
く
つ
か
の
注
意
す
べ
き
経
営
上
の
特
色
が
指
摘
で
き
る
。

　
　
ω
焼
畑
適
地
は
多
く
の
場
合
、
ム
ラ
の
共
有
地
に
求
め
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て

　
「
共
有
原
野
の
多
い
村
々
ほ
ど
焼
畑
を
永
く
維
持
し
、
早
く
共
有
林
を
分
譲
し
た

　
ム
ラ
は
焼
畑
を
失
ひ
勝
ち
で
あ
る
」
。
こ
の
よ
う
に
共
有
地
に
依
存
す
る
た
め
、
焼

　
畑
耕
地
が
遠
く
に
分
敵
し
、
出
作
り
（
ヌ
マ
ヅ
ク
リ
）
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
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を　

共
山
醐
地
の
占
右
口
法
は
、
　
「
カ
ノ
の
ヤ
マ
ノ
ク
チ
」

　
と
い
う
日
を
定
め
、
村
人
は
先
を
競
っ
て
適
地
の

　
占
有
に
つ
と
め
た
と
い
う
。
こ
の
場
含
「
草
を
結

　
ん
で
そ
の
年
の
持
分
を
他
に
刈
ら
れ
瞭
よ
う
」
に

　
す
る
。
こ
れ
を
「
シ
メ
ル
国
璽
は
「
カ
リ
カ
ヶ
」

　
と
よ
ぶ
。
沼
沢
村
大
志
で
は
や
マ
ノ
ク
チ
は
七
月

　
二
厩
だ
と
さ
れ
て
い
る
。

　
㈲
カ
ノ
の
伐
採
は
下
方
か
ら
上
方
に
…
刈
り
上
げ

　
な
が
ら
山
麓
に
並
行
に
移
動
し
て
ゆ
く
。
こ
の
場

　
倉
、
刈
っ
た
草
は
小
枝
な
ど
を
下
に
し
て
章
の
摂

　
が
上
に
な
る
よ
う
に
揃
え
て
よ
く
乾
燥
さ
せ
る
が
、

　
高
さ
一
問
位
の
巾
に
刈
り
進
む
仕
事
量
を
こ
の
村

　
で
は
「
ヒ
ト
バ
カ
」
と
よ
ぶ
。
焼
畑
の
一
筆
規
模

　
は
七
～
八
バ
カ
縄
度
で
あ
る
。

　
昭
和
十
三
年
の
川
口
・
本
名
組
名
村
の
焼
畑
経

　
懲
闘
積
は
第
九
表
の
如
く
で
あ
る
。
一
戸
当
り
平

　
一
均
一
・
王
町
歩
r
丁
度
の
大
面
積
の
垂
雪
を
経
差
口

　
し
、
ま
た
そ
の
耕
作
柚
期
閲
も
一
般
に
長
い
。
当
臨
時

　
の
木
名
村
の
常
器
醐
積
は
霊
二
町
歩
程
度
　
（
『
由

　
林
局
調
査
』
　
（
昭
一
｛
）
）
　
で
あ
る
か
ら
、
こ
の

　
村
の
焼
畑
へ
の
依
存
度
は
、
奥
羽
－
－
幽
羽
由
地
南

　
部
の
典
型
的
な
（
カ
ノ
〉
地
域
と
異
り
ぎ
わ
め
て

　
高
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

⑳
　
L
石
の
太
・
名
・
川
憐
緯
合
村
な
ど
の
事
例
は
、
（
カ

　
ノ
型
▽
の
焼
畑
地
域
と
し
て
は
例
外
的
へ
、
詠
も
の
で

　
あ
り
、
一
般
に
く
カ
ノ
型
》
の
巨
匠
経
営
闘
職
は

　
中
令
細
で
あ
る
。
例
え
ば
奮
会
津
郡
伊
北
村
の
明
治

舞∫9馨ミ　㌶く名・川合紅L倉卑寸の二1罫汚彗拶ξ蝉｛「面瑳賓（1．［Jlコ彊；一畠輿1〔1944〕　｝こよる）
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わが国の焼畑経営方式の地域的類型仕）（佐々木）

　
三
年
の
一
己
当
り
焼
畑
緬
積
は
約
一
畝
余
で
あ
ウ
、
由
形
県
北
村
肉
郡
尾
去
沢
町

　
次
年
子
で
は
明
治
十
活
写
に
一
戸
当
り
一
・
六
反
、
同
町
の
午
房
野
の
延
宝
三
年

　
の
検
地
．
帳
で
も
一
戸
平
均
四
隣
二
十
五
歩
に
す
ぎ
ず
、
・
環
在
の
そ
れ
も
一
戸
平
均

　
三
畝
程
度
で
あ
る
と
い
う
（
山
臼
弥
一
郎
〔
一
九
四
四
〕
）
。

⑳
　
東
北
地
方
の
各
地
域
に
お
け
る
焼
面
農
家
率
や
＝
戸
当
り
焼
螺
…
経
営
面
積
に
っ

　
い
て
に
す
で
に
「
第
一
報
」
で
検
討
し
た
が
、
説
明
の
都
合
上
、
　
「
第
一
報
」
に

　
掲
げ
た
表
を
再
録
す
る
と
第
一
〇
表
の
如
く
で
あ
る
。
　
『
五
〇
年
セ
ン
サ
ス
』
の

　
性
格
か
ら
そ
の
絶
対
値
は
無
頼
で
き
な
い
が
、
濃
紺
酌
に
み
て
北
上
山
地
と
奥
羽

　
山
地
南
部
の
数
値
に
き
わ
め
て
大
き
な
差
の
あ
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

　
い
。
こ
と
に
後
者
の
地
域
で
は
焼
畑
農
家
率
が
き
わ
め
て
高
い
に
も
拘
ら
ず
一
戸

　
当
り
経
営
面
積
は
零
細
で
あ
る
。

㊧
　
山
口
弥
一
郎
（
一
九
颯
騰
）
。
～
七
五
頁
。

⑬
柳
〃
田
国
男
監
修
『
総
合
講
本
民
俗
語
尾
駕
』
の
「
カ
ソ
ノ
」
の
項
に
は
「
こ
の
詞

　
は
今
は
北
九
州
と
新
潟
県
・
群
馬
県
と
に
見
出
さ
れ
る
ば
か
り
で
あ
る
が
、
こ
の

　
南
北
の
一
致
は
注
意
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
伐
木
し
た
あ
ど
を
焼
き
、

　
粟
麦
な
ど
を
蒔
く
こ
と
」
で
あ
る
と
し
門
カ
ソ
ノ
は
や
は
り
刈
野
と
い
う
語
の
変

　
化
ら
し
い
」
と
結
ん
で
い
る
。
ま
た
「
カ
ソ
ノ
ウ
バ
タ
」
の
項
目
で
も
「
…
…
カ
ソ

　
ノ
ゥ
バ
タ
を
以
前
は
勧
農
畑
で
あ
ろ
う
と
の
説
も
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
や
は
り
刈

　
焼
畑
の
意
と
み
る
の
が
穏
当
の
よ
う
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
隅
書
に
は
別

　
に
「
カ
ノ
ヤ
キ
」
の
項
が
あ
り
、
　
「
長
野
・
新
一
潟
∵
福
島
・
山
形
の
諸
…
県
や
北
関

　
東
な
ど
で
は
、
広
く
焼
畑
を
カ
ノ
ハ
タ
ま
た
カ
ノ
、
土
地
に
よ
っ
て
は
カ
ニ
ョ
と

　
い
い
…
…
焼
く
添
蔦
即
に
よ
っ
て
ハ
ル
ガ
ニ
ョ
・
ナ
ツ
ガ
ニ
ョ
な
ど
が
あ
り
、
…
…

　
年
季
に
よ
っ
て
初
年
を
ア
ラ
ガ
ニ
ョ
、
二
年
冒
以
後
を
フ
ル
ガ
ニ
ヨ
と
い
う
称
呼

　
も
あ
る
。
…
…
カ
ノ
を
も
っ
て
火
野
ま
た
は
火
農
な
ど
の
義
と
説
く
の
は
承
認
し

　
難
い
が
、
カ
リ
ュ
ウ
、
カ
ニ
ュ
ウ
・
カ
ニ
ョ
・
カ
ノ
な
ど
の
語
を
比
較
す
れ
ば
、

　
も
と
同
系
の
語
で
あ
る
こ
と
は
察
し
易
い
…
…
」
と
あ
る
。

⑳
　
山
口
弥
一
郎
（
一
九
四
四
）
、
一
七
四
頁
。

㊧
棟
霞
國
男
は
『
総
含
日
本
民
俗
語
彙
臨
で
「
ア
ラ
キ
」
と
い
う
語
を
と
り
あ
げ

　
「
古
書
に
は
ア
ラ
キ
バ
リ
を
新
開
の
田
だ
と
い
う
が
、
畠
に
も
ア
ラ
キ
が
多
か
っ

　
た
こ
と
は
実
例
が
あ
る
」
と
し
、
『
壱
岐
名
勝
銀
甲
』
を
引
用
な
が
ら
「
同
島
の

　
ア
ラ
キ
は
豆
・
麦
の
連
作
の
弊
を
防
ぐ
た
め
三
年
に
一
回
油
菜
と
栗
を
作
っ
て
畠

　
地
を
新
た
に
す
る
こ
と
」
で
あ
る
と
指
摘
し
、
　
「
一
方
こ
の
語
を
焼
畑
関
係
に
用

　
い
て
い
る
土
地
が
各
地
に
あ
る
」
と
し
て
岩
手
県
下
閉
俳
郡
・
長
野
県
下
伊
那
郡

　
の
実
例
を
述
べ
た
の
ち
「
熊
本
県
球
磨
郡
な
ど
の
コ
パ
ツ
ク
リ
で
は
春
伐
っ
た
山

　
に
蕎
麦
を
蒔
き
、
次
に
粟
・
稗
・
大
豆
・
小
豆
を
作
る
方
を
ア
ラ
キ
と
い
っ
て
い

　
る
。
ア
ラ
キ
・
ア
ラ
コ
は
、
太
・
来
は
常
設
の
畑
地
で
は
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
」
と

　
述
べ
、
ア
ラ
キ
の
本
来
の
意
味
と
そ
の
分
隊
が
九
州
に
も
み
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘

　
し
て
い
る
。
さ
ら
に
嗣
書
に
は
「
ア
ラ
タ
」
の
項
が
あ
り
、
こ
こ
で
も
梯
田
は
注
響

　
す
べ
き
仮
説
を
示
し
て
い
る
。
即
ち
、
　
《
ア
ラ
タ
》
は
「
士
地
ご
と
の
わ
ず
か
な

　
意
味
の
差
は
あ
る
が
、
、
だ
い
た
い
に
新
開
の
畠
の
、
や
や
粗
笑
な
穀
物
に
使
い
、

　
家
の
周
囲
の
久
し
く
培
養
し
た
圃
場
と
区
別
す
る
。
…
…
少
な
く
と
も
現
在
は
焼

　
畑
で
も
切
替
畑
で
も
な
く
、
で
き
れ
ば
毎
年
耕
多
し
、
肥
料
も
施
す
か
ら
、
常
畑

　
の
候
繍
…
地
と
も
名
づ
け
う
る
」
も
の
で
あ
り
、
例
え
ば
「
由
梨
県
沈
巨
摩
郡
で

　
は
、
草
を
刈
り
、
両
側
か
ら
鋤
き
起
し
て
畝
を
つ
く
り
、
蕎
麦
・
稗
・
粟
な
ど
を

　
蒔
く
。
二
年
鼠
を
フ
ソ
ゲ
エ
シ
と
い
い
、
前
年
の
畝
の
下
を
起
し
、
前
の
サ
コ
に

　
畝
を
つ
く
る
。
こ
れ
で
金
鳥
鍬
が
入
っ
た
こ
と
に
な
る
。
以
上
の
二
ヶ
年
を
ア
ラ

　
ク
と
唾
び
、
三
年
窪
か
ら
ハ
タ
ヶ
と
い
う
一
例
が
あ
り
門
ア
ラ
タ
が
ハ
タ
ケ
に
推

　
移
す
る
事
情
が
窺
わ
れ
る
し
と
し
て
い
る
。
ま
た
そ
の
称
呼
は
、
長
野
県
以
西
で

　
は
ア
ラ
コ
と
な
っ
て
お
り
、
東
北
で
は
焼
畑
を
ア
ラ
タ
と
い
う
土
地
も
残
っ
て
お

　
り
、
　
「
伊
豆
の
一
工
宅
島
の
焼
畑
が
、
今
で
も
三
年
、
四
年
の
ア
ラ
コ
し
か
作
ら
総

　
を
見
れ
ば
、
こ
れ
を
年
季
畑
か
ら
だ
ん
だ
ん
固
走
化
し
て
き
た
経
路
は
ほ
ぼ
明
ら

　
か
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
つ
ま
リ
ム
ア
ラ
キ
〉
は
新
し
く
開
墾
し
た
畑
地
を
意

　
．
味
し
、
そ
れ
が
圃
定
化
す
る
こ
と
に
よ
り
常
畑
（
ハ
タ
ケ
）
に
転
化
す
る
も
の
で

　
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
さ
ら
に
棚
田
は
こ
の
ア
ラ
キ
或
は
ア
ラ
タ
の

（565）111
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意
義
を
一
般
化
し
、
「
玉
本
の
陸
田
の
大
部
分
は
、
中
世
以
後
こ
う
し
て
（
ア
ク

　
ラ
に
よ
り
）
お
い
お
い
に
改
良
し
、
編
入
さ
れ
た
ら
し
い
」
と
開
拓
前
線
地
帯
に

　
お
け
る
そ
の
役
割
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。

⑳
　
山
口
弥
一
郎
（
一
九
四
四
）
、
＝
ハ
九
頁
。

補
註
　
　
「
カ
ブ
ガ
ノ
」
が
標
式
発
に
達
し
て
い
る
山
形
県
北
村
山
郡
午
勢
野
の
事
例

　
を
山
口
弥
一
郎
の
報
告
に
よ
り
示
す
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
午
房
野
で
は
官
有
の
採
草
地
の
う
ち
肥
沃
な
と
こ
ろ
　
（
ク
ズ
や
ガ
サ
の
木
の

　
生
え
て
い
る
と
こ
ろ
）
　
を
選
ん
で
カ
ノ
を
造
成
す
る
。
　
一
部
で
は
私
有
の
林
野

　
に
カ
ブ
ガ
ノ
を
造
成
す
る
も
の
も
あ
り
、
適
地
を
借
り
う
け
る
場
合
も
あ
る
。
カ

　
ノ
カ
リ
　
（
伐
採
）
　
は
す
べ
て
夏
の
土
用
に
行
わ
れ
、
造
林
鎌
と
よ
ぶ
大
型
の
鎌

　
と
ナ
タ
を
使
用
し
、
伐
採
し
た
草
や
雑
木
を
…
平
均
に
分
布
す
る
よ
う
に
っ
と
め

　
る
。
　
官
有
の
採
草
地
の
利
用
は
も
と
も
と
一
三
〇
戸
ほ
ど
の
部
落
を
五
区
分
し

　
た
柴
編
組
を
単
位
に
行
わ
れ
て
い
た
た
め
、
カ
ノ
カ
リ
も
柴
山
組
を
単
位
と
す
る

　
共
同
労
働
で
行
い
、
　
一
人
一
時
五
浮
歩
程
度
の
能
率
で
伐
採
が
行
わ
れ
る
。
カ

　
ノ
カ
リ
の
後
約
半
ケ
月
ほ
ど
乾
燥
さ
せ
た
の
ち
カ
ノ
ヤ
キ
を
行
う
。
共
有
地
の
場

　
会
に
は
一
戸
か
ら
二
～
三
人
、
私
有
地
の
場
合
に
は
結
（
ヨ
イ
）
に
よ
っ
て
労
働

　
力
を
調
達
し
、
多
人
数
の
共
同
作
業
の
形
態
を
と
る
。
耕
地
の
周
囎
に
一
問
巾
ほ

　
ど
の
防
火
線
を
つ
く
り
、
火
は
必
ず
上
か
ら
つ
け
る
。
上
か
ら
つ
け
な
け
れ
ば
平

　
均
に
土
ま
で
焼
け
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
火
入
れ
の
翌
日
に
は
、
早
朝
か
の
焼

　
畑
の
耕
起
作
業
（
カ
ノ
ゥ
ナ
エ
）
を
行
う
。
共
有
地
の
場
合
に
は
一
戸
か
ら
一
人

　
ず
つ
、
私
有
地
の
場
合
に
は
、
分
家
（
ベ
ッ
カ
）
や
近
い
親
類
（
オ
ヤ
ク
マ
ケ
）

　
な
ど
の
メ
ソ
パ
ー
で
結
（
ヨ
イ
）
　
の
共
同
労
働
を
行
う
。
　
カ
ノ
ウ
ナ
エ
の
方
法

　
は
、
唐
鍬
で
で
き
る
だ
け
浅
く
、
二
～
三
寸
ほ
ど
表
土
を
耕
作
す
お
だ
け
で
、
畝

　
立
は
し
な
い
。
急
傾
斜
地
（
三
〇
～
四
〇
度
に
及
ぶ
）
で
は
、
土
止
め
め
の
木
を

　
打
ち
な
が
ら
ヴ
ナ
ッ
テ
ゆ
く
。
カ
ノ
ウ
ナ
エ
が
終
れ
ば
そ
の
日
の
う
ち
に
カ
ブ
の

　
種
子
を
ま
く
。
種
子
を
口
に
入
れ
、
香
を
樋
の
よ
う
に
し
て
強
く
吹
き
飛
ば
し
て

　
平
均
に
ば
ら
ま
く
の
で
、
手
で
蒔
い
て
ぱ
平
均
し
て
蒔
け
ぬ
と
い
う
。
蒔
き
終
る

、

と
平
鍬
で
た
」
い
て
な
ら
す
が
、
と
き
に
は
順
序
を
逆
に
し
て
播
種
の
後
に
カ
ノ

ウ
ナ
エ
を
す
る
場
A
n
も
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
播
種
は
八

月
中
～
下
旬
に
終
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
播
種
後
約
二
週
間
し
て
第
一
回
の
間
引

（
オ
ロ
ヌ
キ
）
を
行
い
、
そ
の
後
約
一
週
間
閥
隔
で
二
二
の
間
引
き
を
や
り
、
そ
の

ま
ま
除
草
や
施
肥
な
ど
を
一
切
や
ら
ず
、
十
月
下
旬
か
ら
十
一
月
上
旬
の
収
穫
に

ま
で
至
る
。
収
穫
は
カ
ブ
ツ
ミ
と
い
わ
れ
、
共
有
地
の
場
合
に
は
、
こ
の
と
き
に

も
一
戸
か
ら
一
人
ず
つ
の
労
働
力
を
繊
し
て
共
同
作
業
を
行
う
の
で
あ
り
、
結

局
、
共
有
地
に
お
け
る
カ
ヅ
栽
培
は
、
カ
ノ
カ
リ
か
ら
カ
ブ
ツ
ミ
を
行
っ
て
村
へ

運
搬
す
る
ま
で
を
柴
山
組
を
単
位
と
す
る
心
耳
労
働
で
行
い
、
そ
の
結
果
、
収
穫

物
は
各
戸
で
平
等
に
分
劉
さ
れ
る
。
収
穫
物
の
大
半
は
、
こ
の
村
で
は
尾
表
沢
町

の
衛
場
へ
嵐
面
し
て
い
る
。

　
以
上
が
焼
畑
に
お
け
る
カ
ブ
栽
培
の
経
営
技
術
の
概
要
で
あ
る
が
、
カ
ブ
栽
培

は
初
年
召
に
の
み
限
ら
れ
、
第
二
年
膳
に
は
五
月
末
に
簡
単
に
平
鍬
で
起
し
て
小

豆
を
蒔
い
た
り
、
南
瓜
を
植
え
、
秋
に
こ
れ
を
収
穫
し
た
の
ち
、
五
～
一
〇
年
問
ア

ラ
シ
（
放
棄
し
）
て
お
く
。
ま
た
、
則
桑
を
二
年
目
の
五
月
頃
に
栽
植
す
る
例
も

多
い
。
ま
た
、
以
前
に
は
ソ
バ
ガ
ノ
・
ア
ワ
ガ
ノ
と
称
し
ソ
バ
・
ア
ワ
を
初
年
作

物
と
す
る
焼
畑
が
鴬
ま
れ
て
い
た
が
、
昭
和
一
〇
年
代
に
は
す
で
に
そ
れ
ら
は
午

房
野
で
は
消
滅
し
て
い
た
。
（
山
口
弥
一
郎
〔
一
九
四
四
〕
一
〇
六
～
一
一
五
頁
）

二
　
項
部
日
本
に
お
け
る
焼
畑
の
経
営
方
式

《
雑
穀
栽
培
型
》
焼
畑
の
経
営
方
式
の
諸
特
徴

中
部
日
本
の
山
地
に
は
、
日
本
海
斜
面
の
飛
濃
越
山
地
と
太
平
洋

斜
面
の
赤
石
”
丹
沢
山
地
に
大
き
な
焼
畑
の
集
団
が
あ
る
。
前
者
に

お
い
て
は
ヒ
エ
の
機
能
が
と
く
に
大
き
く
、
後
者
に
お
い
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

ア
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ワ
の
比
重
が
よ
り
高
い
と
い
う
若
干
の
相
違
は
あ
る
が
、
全
体
と
し

て
は
、
ヒ
エ
・
ア
ワ
の
栽
培
を
中
心
に
、
こ
れ
に
ソ
バ
・
大
豆
・
小

豆
を
加
え
た
典
型
的
な
《
雑
穀
栽
培
型
》
の
焼
畑
輪
作
形
態
の
み
ら

れ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　
わ
が
国
の
焼
畑
の
作
物
構
成
は
、
そ
の
一
部
に
《
ム
ギ
作
型
》
の

焼
畑
や
《
根
出
型
》
の
特
色
を
加
え
つ
つ
も
、
基
本
的
に
は
《
雑
穀

栽
培
型
》
の
特
色
に
よ
っ
て
貴
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、
別
稿
で
検
証

　
　
　
　
　
　
　
①

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
も
っ
と
も
典
型
的
な
《
雑
穀

栽
培
型
》
の
輪
作
形
態
を
伝
え
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
の
地
域
の
焼
畑

経
営
方
式
の
特
微
の
究
明
は
、
わ
が
国
の
焼
畑
経
営
方
式
の
特
色
を

明
ら
か
に
す
る
う
え
で
、
寄
与
す
る
と
こ
ろ
が
き
わ
め
て
大
き
い
と

考
え
ら
れ
る
。
筆
者
は
さ
き
に
「
第
二
報
」
に
お
い
て
、
こ
の
中
部

日
本
に
み
ら
れ
る
血
ハ
型
的
な
雑
穀
栽
培
型
の
輪
作
形
態
を
《
ナ
ギ
ハ

タ
型
》
と
名
づ
け
た
が
、
本
節
に
お
い
て
は
、
　
こ
の
《
ナ
ギ
ハ
タ

型
》
の
焼
畑
の
具
体
的
事
例
を
と
り
あ
げ
、
わ
が
国
に
お
け
る
《
雑

穀
栽
培
型
焼
畑
》
の
経
営
方
式
の
実
態
と
特
徴
に
つ
い
て
若
干
の
論

点
を
整
理
し
た
い
。

　
こ
の
場
合
、
す
で
に
「
第
一
報
」
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
飛
濃

越
山
地
の
な
か
で
も
、
石
川
県
の
西
南
部
か
ら
福
井
察
の
東
南
部
に

お
よ
ぶ
い
わ
ゆ
る
濃
越
山
地
に
は
、
焼
畑
の
大
き
な
集
中
地
域
が
あ

る
。
と
り
わ
け
白
山
山
麓
の
諸
町
村
で
は
、
焼
畑
へ
の
依
存
度
が
著

し
く
高
く
、
焼
畑
農
家
率
の
高
い
町
村
の
集
中
度
か
ら
判
断
す
れ
ば
、

こ
の
地
域
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
焼
畑
分
布
の
核
心
地
帯
の
一
つ
を

形
成
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
他
方
、
赤
石
薩
丹
沢
山
地
の
焼
畑
分
布

の
核
心
地
帯
は
、
静
岡
県
の
中
北
部
の
地
域
（
安
灘
郡
・
駿
東
郡
）
で

あ
る
が
、
こ
の
地
域
に
お
け
る
町
村
毎
め
焼
畑
依
存
度
は
現
在
で
は

必
ず
し
も
高
く
は
な
い
。
し
か
し
、
中
部
日
本
の
太
平
洋
斜
面
に
お

い
て
も
、
焼
畑
は
か
っ
て
は
盛
ん
に
営
な
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
分
布

域
も
広
く
丹
沢
山
地
か
ら
秩
父
山
地
に
ま
で
及
ん
で
い
た
こ
と
を
あ

ら
か
じ
め
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　
↓
　
焼
畑
耕
地
の
種
類
と
そ
の
造
成

　
（

　
中
部
日
本
に
分
布
す
る
《
ナ
ギ
ハ
タ
型
》
と
称
し
う
る
焼
畑
に
は
、

一
般
に
そ
の
火
入
れ
の
時
期
か
ら
み
て
、
㈲
前
年
の
秋
に
伐
採
し
、
翌

年
の
春
に
火
入
し
て
、
ヒ
エ
・
ア
ワ
な
ど
の
主
穀
作
物
を
作
付
す
る

「
春
焼
き
型
」
の
焼
畑
と
、
㈲
盛
夏
に
伐
採
、
火
入
れ
を
行
い
ソ
バ

を
播
種
す
る
「
ソ
バ
ナ
ギ
」
・
或
は
「
夏
山
」
な
ど
と
よ
ば
れ
る
「
夏

焼
き
型
」
の
焼
畑
、
及
び
、
◎
同
じ
「
夏
焼
き
型
」
に
属
す
る
が
、
初

年
に
大
根
を
つ
く
る
小
規
模
な
《
葉
歯
型
》
の
焼
畑
（
白
山
山
麓
な
ど
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で
は
「
ナ
ナ
ギ
」
と
よ
ぶ
）
の
三
種
類
の
焼
畑
耕
地
が
あ
る
。
上
島
正
・

徳
は
揖
斐
川
源
流
部
に
位
置
す
る
徳
山
村
の
焼
畑
に
つ
い
て
、
　
「
集

落
に
近
い
焼
畑
に
は
大
根
が
作
ら
れ
、
そ
の
面
積
は
小
さ
い
の
に
対

し
、
ヒ
ゴ
を
作
付
す
る
の
は
遠
方
に
あ
っ
て
、
そ
の
面
積
は
大
き
い
。

ソ
バ
の
焼
畑
は
両
者
の
中
間
に
あ
る
。
ソ
バ
、
大
根
の
作
ら
れ
る
焼

畑
は
、
草
山
を
夏
の
土
用
に
刈
っ
て
よ
く
乾
か
し
、
火
入
の
後
た
だ

ち
に
播
種
を
行
う
」
の
に
対
し
、
　
「
初
年
羅
に
ヒ
エ
を
作
る
焼
畑
は
、

大
き
い
樹
木
の
あ
る
山
林
で
土
蟹
の
肥
沃
度
が
大
き
く
、
か
つ
日
当

の
よ
い
と
こ
ろ
を
選
ん
で
行
わ
れ
る
も
の
で
、
雑
草
に
対
し
て
隔
絶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

さ
れ
て
い
て
除
草
労
働
の
節
約
が
可
能
で
あ
る
」
と
述
べ
、
こ
の
よ

う
な
三
種
類
の
焼
畑
耕
地
が
、
網
互
に
か
な
り
異
っ
た
性
格
を
有
す

る
こ
と
を
注
意
し
て
い
る
。

　
言
う
迄
も
な
く
、
主
穀
生
産
の
場
と
し
て
最
も
重
要
な
機
能
を
演

ず
る
の
は
「
春
焼
き
型
」
の
そ
れ
で
あ
り
、
　
「
壷
焼
き
型
」
　
「
菜
園

型
」
の
そ
れ
は
「
春
焼
き
型
」
の
補
助
耕
地
と
し
て
従
属
的
な
役
割

を
果
す
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
焼
畑
の
衰
退
・
変
容
の
過
程

が
進
行
し
て
く
る
と
、
そ
の
中
で
、
こ
れ
ら
の
三
種
類
の
焼
畑
は
、

相
互
に
そ
の
機
能
を
変
化
せ
し
め
る
例
が
、
し
ば
し
ば
み
と
め
ら
れ

る
。
こ
と
に
山
村
に
お
け
る
水
田
化
が
進
展
し
た
場
合
に
は
、
そ
の

労
働
配
分
の
関
係
か
ら
、
　
「
春
焼
き
型
」
の
そ
れ
が
衰
微
し
、
　
一
、
夏

焼
き
睡
ソ
バ
型
偏
の
焼
畑
が
相
対
的
に
そ
の
機
能
を
高
め
る
例
が
少

な
く
な
い
。
ま
た
、
《
菜
園
型
》
の
焼
畑
耕
地
に
つ
い
て
は
、
既
に

「
第
二
報
」
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
一
方
で
は
新
し
い
商
晶
作
物
栽

培
と
結
び
つ
き
、
そ
れ
が
長
く
残
存
す
る
事
例
が
み
ら
れ
る
が
、
他

方
で
は
、
集
落
の
付
近
に
造
成
さ
れ
る
そ
れ
ら
が
、
い
ち
早
く
常
畑

化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
種
の
焼
畑
が
消
滅
し
た
例
も
少
な

く
な
い
。

　
し
た
が
っ
て
、
・
現
在
で
は
、
か
か
る
三
種
類
の
焼
畑
が
本
来
の
機

能
を
果
し
つ
つ
、
そ
の
経
営
を
安
定
せ
し
め
て
い
る
例
は
中
部
日
本

の
山
村
に
お
い
て
も
、
必
ず
し
も
多
く
見
繊
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

し
か
し
、
白
山
山
麓
の
白
峰
村
な
ど
で
は
、
最
近
ま
で
こ
う
し
た

「
春
焼
き
押
主
穀
栽
培
型
」
の
焼
畑
を
中
心
に
、
そ
れ
に
「
夏
焼
き

匪
ソ
バ
型
」
と
「
菜
園
型
」
の
焼
畑
が
随
伴
す
る
典
型
的
な
焼
畑
の

経
営
が
行
わ
れ
て
い
た
。

　
中
部
日
本
に
お
け
る
焼
畑
の
経
営
方
式
の
特
色
を
明
ら
か
に
す
る

点
で
、
こ
の
よ
う
な
事
例
の
存
在
は
き
わ
め
て
貴
重
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
典
型
的
な
焼
畑
地
域
に
お
け
る
焼
畑
の

造
成
作
業
に
は
、
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
み
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
以
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下
、
ま
ず
若
干
の
事
例
を
提
示
し
、
そ
の
特
色
を
み
て
ゆ
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
事
例
3
　
白
峰
村
地
方
で
は
、
三
〇
～
五
〇
年
の
休
閑
期
を
終
っ
た
ハ
ン

　
ノ
キ
や
ナ
ラ
の
繁
茂
す
る
雑
木
林
が
焼
畑
の
適
地
と
ざ
れ
、
か
か
る
焼
畑

　
用
地
の
こ
と
を
一
般
に
「
ム
ツ
シ
」
と
よ
ん
で
い
る
。
焼
畑
の
造
成
作
業
は
、

　
前
年
の
九
月
～
一
〇
月
頃
の
落
葉
迄
に
行
わ
れ
る
ム
ツ
シ
の
伐
採
作
業

欝
欝

　　

@
灘

羅礁至

過湿
1難難霧

富
鉱難

驚／、

■’”贈
ﾋ込

写真1　ナギハタの作業に用いられる農具（白峰村）

このほかガソドと称するノコギリを伐採に携行することもある。右端

の小型の鎌は穂刈鎌。

（「

i
ギ
ハ
タ
ヵ
リ
」
或
は
「
ア
ラ
ハ
タ
カ
リ
」
）
に
よ
っ
て
は
じ
め
ら
れ

る
。
伐
採
に
は
、
ナ
タ
・
カ
マ
・
ガ
ソ
ド
（
ノ
コ
ギ
リ
）
を
携
行
し
、
枝
払

い
は
せ
ず
、
下
生
え
を
伐
採
し
た
の
ち
、
樹
木
を
倒
す
。
太
い
幹
材
は
土

止
め
用
に
残
し
、
　
一
部
は
薪
炭
材
と
し
て
出
材
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、

　
　
　
　
　
④

石
下
白
村
で
は
、
奥
山
の
大
木
は
枝
だ
け
を
落
し
残
し
て
お
く
こ
と
も
あ

り
、
こ
れ
を
モ
ギ
ダ
テ
と
よ
ぶ
。

　
白
峰
村
で
は
、
伐
採
し
た
樹
木
を
四
～
五
尺
の
長
さ
に
切
り
（
ナ
カ
ギ

リ
）
、
枝
を
下
向
に
し
て
お
き
、
翌
年
の
五
月
上
旬
か
ら
六
月
上
旬
に
な
る

と
、
前
年
の
秋
に
伐
採
し
た
こ
れ
ら
の
樹
木
を
横
に
並
べ
て
乾
か
す
。
こ
れ

を
「
シ
マ
並
び
に
す
る
」
或
は
「
シ
ロ
す
る
」
と
呼
び
、
通
常
の
間
隔
は
ほ
ぼ

六
尺
で
あ
る
。
こ
の
シ
ロ
が
乾
燥
し
た
五
月
下
旬
か
ら
六
月
中
旬
の
好
天

の
日
を
選
び
、
火
入
れ
（
ナ
ギ
ハ
タ
ヤ
キ
或
は
ナ
ギ
ヤ
キ
）
が
行
わ
れ
る
。
こ

の
場
合
、
ナ
ギ
ハ
タ
の
四
周
に
巾
二
～
四
メ
ー
ト
ル
の
防
火
線
を
つ
く
り

（
マ
チ
キ
ル
）
、
斜
面
の
上
方
か
ら
火
を
つ
け
、
「
い
ぶ
り
」
で
焼
き
下
ろ
し
な

が
ら
ナ
ギ
全
体
を
よ
く
焼
く
。
通
常
、
こ
の
火
入
れ
は
「
ユ
イ
」
の
共
同

労
働
で
行
う
。

事
例
4
　
白
川
村
木
谷
で
は
、
秋
に
来
春
の
ナ
ギ
の
場
所
を
選
定
し
、
十

月
末
立
木
と
草
を
切
る
。
一
抱
え
も
あ
る
木
は
薪
程
に
細
か
く
切
っ
て
、

互
に
立
て
か
け
火
を
つ
け
る
準
備
を
し
て
お
く
。
そ
し
て
、
秋
末
、
雪
の

来
る
前
に
一
度
ア
ラ
ヤ
キ
を
す
る
。
上
か
ら
火
を
つ
け
、
十
間
ほ
ど
焼
き
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下
ろ
し
、
そ
れ
か
ち
方
々
に
火
を
つ
け
る
。
春
四
月
ア
ラ
ヤ
キ
の
後
を
も

う
一
度
今
度
は
念
入
り
に
焼
く
。
秋
に
焼
け
残
っ
た
草
や
半
焼
け
の
木
を

万
遍
な
く
広
げ
て
全
体
が
黒
く
な
る
ま
で
焼
く
（
江
馬
三
枝
子
『
白
川
村
の

大
家
族
』
六
八
～
六
九
頁
）
。
　
圓
目
の
火
入
れ
を
行
っ
た
の
ち
、
焼
け
残
っ

た
残
材
を
集
め
て
も
う
一
度
焼
く
慣
行
が
濃
越
山
地
に
は
多
く
、
石
徹
白

村
で
は
こ
れ
を
コ
ツ
ト
リ
と
よ
び
、
コ
ツ
ト
リ
を
し
た
あ
と
を
鍬
で
深
打

ち
し
、
な
ら
し
て
カ
ブ
を
蒔
く
こ
と
が
あ
り
、
こ
れ
を
「
コ
ツ
ナ
」
と
呼

ん
で
い
る
。
白
峰
村
で
も
カ
ブ
の
種
子
を
ヒ
エ
ダ
ネ
に
混
じ
て
初
年
目
の

耕
地
に
蒔
く
こ
と
が
あ
る
。

事
例
5
　
白
峰
村
で
は
火
入
れ
の
翌
日
、
初
年
目
の
作
物
で
あ
る
ヒ
エ
の

播
種
を
行
う
。
斜
面
の
下
方
か
ら
耕
地
面
に
バ
ラ
マ
キ
し
て
ゆ
き
、
そ
の

あ
と
か
ら
鍬
で
打
っ
て
ゆ
く
。
瞬
下
穴
馬
村
で
は
八
十
八
駕
す
ぎ
に
火
入

れ
を
行
い
、
一
～
二
日
す
ぎ
て
か
ら
唐
鍬
で
打
ち
、
ヒ
エ
を
散
堕
す
る
。

ま
た
、
五
箇
村
で
は
播
種
前
の
群
々
に
反
当
一
二
人
の
労
働
力
を
必
要
と

し
て
お
り
（
『
山
林
局
調
査
』
）
、
播
種
前
後
の
耕
作
法
に
は
各
地
で
そ
の
集
約

度
に
若
干
の
差
が
み
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

事
例
6
　
丹
生
川
村
で
億
、
前
年
の
秋
、
落
葉
前
に
雑
木
林
を
伐
採
（
下

刈
と
よ
ぶ
）
す
る
。
翌
春
の
二
月
末
よ
り
三
月
に
か
け
下
刈
の
際
に
残
し

た
小
木
を
切
っ
て
薪
炭
と
し
、
五
月
～
六
月
に
か
け
火
入
れ
を
行
う
。
火

入
れ
は
共
同
作
業
で
行
い
「
ユ
フ
ヤ
キ
」
と
よ
ぶ
。
根
方
部
落
で
最
初
焼

く
べ
き
場
所
の
周
囲
を
掘
り
起
し
、
そ
の
周
囲
に
火
を
つ
け
る
。
こ
れ
を

「
セ
ソ
ヤ
キ
」
と
よ
び
、
つ
ぎ
に
耕
地
中
央
部
の
数
個
所
を
焼
く
。
こ
れ
を

「
オ
オ
ヤ
キ
」
と
呼
ぶ
。
旗
鉾
部
落
で
は
第
一
回
目
の
火
入
れ
を
「
シ
ソ

ヤ
キ
し
、
第
三
回
目
を
「
ヒ
ロ
イ
ヤ
キ
」
と
よ
ん
で
い
る
。
火
入
れ
後
斜
面

に
丸
太
で
土
止
め
を
つ
く
り
、
初
年
目
の
作
物
を
作
付
す
る
が
、
こ
の
村

で
は
伐
採
か
ら
実
写
え
に
至
る
焼
畑
の
造
成
作
業
に
反
嶺
二
〇
人
の
労
働

蚤
を
投
下
し
て
い
る
。
ま
た
通
常
初
年
臼
に
は
耕
地
颪
を
耕
起
・
整
地
を

行
っ
た
の
ち
、
ヒ
エ
苗
（
田
に
播
種
し
五
～
六
寸
に
生
長
し
た
も
の
）
を
三
本

ず
つ
一
尺
間
隔
に
移
植
し
、
そ
の
収
穫
を
十
一
月
に
行
う
。
ま
た
、
こ
の

村
で
は
焼
畑
用
地
の
多
く
は
共
有
地
に
求
め
ら
れ
、
火
入
れ
（
オ
オ
ヤ
キ
）

を
共
同
で
行
っ
た
メ
ソ
パ
ー
の
間
で
土
地
の
良
否
を
斜
酌
し
つ
つ
、
平
等

に
焼
畑
絹
地
を
分
割
す
る
と
い
う
。
（
小
野
武
夫
〔
一
九
四
二
〕
三
六
〇
頁
及

び
『
山
林
局
調
査
』
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

康
例
7
　
大
井
川
上
流
の
井
川
村
で
は
「
春
ヤ
ブ
」
　
は
前
年
の
秋
に
伐
採

（
ヤ
ブ
キ
リ
）
し
、
翌
年
の
三
月
中
旬
～
四
月
中
旬
頃
に
火
入
れ
す
る
。
ヤ

ブ
キ
リ
に
は
、
一
〇
～
一
五
戸
が
共
同
し
て
大
き
な
団
地
を
つ
く
る
場
合

が
多
く
、
伐
採
・
火
入
れ
は
共
同
労
働
で
行
う
こ
と
が
多
い
。
火
入
れ
後
、

唐
鍬
で
耕
地
面
を
起
し
、
ヒ
エ
を
散
播
す
る
。
整
地
・
播
種
の
労
働
量
は

反
当
約
五
人
程
度
と
推
定
さ
れ
る
。

纂
例
8
，
「
夏
焼
き
」
の
「
ソ
バ
ナ
ギ
」
の
造
成
・
播
種
に
つ
い
て
億
、
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白
峰
村
の
場
合
「
ソ
パ
ナ
ギ
」
は
七
月
下
旬
に
火
入
れ
し
、
八
月
上
旬
頃

に
ソ
バ
（
ア
ラ
ソ
バ
と
よ
ぶ
）
を
播
種
（
春
菊
）
す
る
。
通
常
、
　
「
ソ
バ
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ギ
」
の
第
二
年
鼠
に
は
ア
ワ
或
は
ヒ
エ
を
作
付
し
、
三
年
臼
に
小
豆
を
つ

く
っ
て
耕
地
を
放
棄
す
る
。
た
だ
し
白
山
々
麓
の
焼
畑
核
心
地
域
に
お
い

て
は
、
ソ
バ
ナ
ギ
の
例
は
少
な
く
、
ま
た
そ
れ
が
造
成
さ
れ
た
場
合
で
も
、

面
積
は
零
細
で
あ
る
。
し
か
し
、
美
濃
の
山
地
か
ら
赤
石
山
地
に
か
け
て

は
ソ
バ
ナ
ギ
の
事
例
が
多
く
な
り
、
美
濃
の
坂
内
村
や
徳
山
村
で
は
、
春

焼
き
の
焼
畑
が
森
林
地
を
適
地
す
る
に
対
し
、
ソ
パ
ナ
ギ
は
、
草
野
或
は
原

野
を
伐
採
し
て
造
成
さ
れ
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。
福
井
県
五
箇
村
二
三

地
方
で
も
、
ヒ
エ
を
初
年
作
物
と
す
る
春
ナ
ギ
を
「
木
畑
」
と
よ
び
、
夏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

焼
き
の
「
ソ
パ
ナ
ギ
」
を
「
草
畑
漏
と
よ
ぶ
の
も
同
様
の
例
で
あ
る
。

事
例
9
　
白
峰
村
な
ど
で
は
、
江
戸
時
代
以
来
地
主
く
オ
ヤ
ッ
サ
マ
）
に

よ
る
林
野
の
集
積
が
す
す
ん
で
い
る
の
で
、
焼
畑
用
地
（
ム
ツ
シ
）
は
地

主
か
ら
年
季
を
限
っ
て
借
用
す
る
例
が
多
い
。
し
か
し
、
中
部
日
本
の
焼

畑
地
域
全
体
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
一
般
に
焼
畑
用
地
は
、
部
落
の
共
有
地

に
求
め
ら
れ
る
例
が
少
な
く
な
い
。
こ
と
に
飛
濃
山
地
で
は
そ
の
例
が
多

く
、
徳
山
村
・
荘
川
村
・
丹
生
川
村
・
白
川
村
な
ど
で
そ
の
事
例
が
数
多

く
報
告
さ
江
て
い
る
。
例
え
ば
白
川
村
で
は
、
焼
畑
は
広
大
な
部
落
有
林

（
入
会
山
）
で
行
わ
れ
て
い
た
が
、
長
い
間
に
各
戸
の
焼
畑
用
地
が
固
定

化
し
、
平
瀬
部
落
で
は
明
治
以
来
、
桑
・
杉
を
植
え
た
と
こ
ろ
は
石
で
境

　
界
を
示
し
、
こ
の
よ
う
な
各
戸
の
焼
畑
用
地
は
、
一
九
二
四
年
の
部
落
有

　
林
統
一
の
際
、
私
有
地
と
し
て
み
と
め
ら
れ
た
と
い
う
。
　
（
白
峰
村
以
外
の

　
資
料
は
上
島
正
仙
偲
〔
一
九
五
六
〕
に
よ
る
）

　
以
上
、
中
部
日
本
に
お
け
る
焼
畑
耕
地
の
造
成
技
術
に
つ
き
、
若

干
の
事
例
を
示
し
た
が
、
細
部
に
わ
た
る
特
徴
は
さ
て
お
き
、
そ
の

基
本
的
な
特
色
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
な
諸
点
を
指
摘
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
①
こ
の
地
域
に
お
い
て
は
《
夏
焼
き
－
ソ
バ
型
》
の
焼
畑
は
原
野

や
雑
木
林
を
伐
採
し
て
造
成
さ
れ
る
の
に
対
し
、
焼
畑
経
営
の
中
心

と
な
る
《
春
焼
き
翻
主
穀
栽
培
型
》
の
焼
畑
に
は
、
通
常
二
〇
～
三

〇
年
以
上
の
長
期
の
休
閑
期
を
へ
た
亜
極
相
段
階
に
近
い
森
林
が
そ

の
適
地
と
し
て
選
ば
れ
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

伐
採
は
前
年
の
秋
、
落
葉
の
前
に
行
わ
れ
、
火
入
れ
は
翌
年
の
春
に

行
わ
れ
る
が
、
こ
の
際
、
飛
濃
越
山
地
の
《
ナ
ギ
ハ
タ
》
分
布
の
核

心
地
域
に
お
い
て
は
、
事
例
3
に
示
し
た
「
シ
ロ
」
の
如
く
、
乾
燥

を
促
進
す
る
た
め
の
特
殊
な
技
術
や
事
例
4
・
6
の
よ
う
に
前
年
の

秋
と
翌
年
春
の
二
度
に
亘
り
火
入
れ
を
行
う
な
ど
集
約
的
な
焼
畑
造

成
技
術
の
存
す
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
②
火
入
れ
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
戯
話
越
山
地
で
は
、
通
常
五
月
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　　『　　　　　、　　　　　　　　　　　．　　　　　　　淑㌦、轡こナぐミ’ぎ騨・鴫が㌧E”　・

　　　　　写頁2　残雪におおわれた出作り耕地（1967．330撮影）
白峰村河内谷にあるT氏の出作り耕地（ケヤチ）。3月末にも深さ40cn・以上の残雪にお

おわれている。左手前が納屋，その向側か居宅（ウチ），右手の建物は穀倉（クラ），手

前の水たまりはもとはヒエ田であった。

上
旬
～
六
月
上
旬
頃
に
焼
畑
の
火
入
れ
が
行
わ
れ
る
の
に
対
し
、
赤

石
－
丹
沢
山
地
で
は
、
三
月
中
旬
～
四
月
中
旬
に
行
わ
れ
る
。
日
本

海
斜
面
の
山
地
は
積
雪
量
が
多
く
、
一
般
に
四
月
中
旬
頃
ま
で
根
雪

が
残
る
。
こ
の
こ
と
が
二
つ
の
地
域
の
火
入
れ
の
時
期
に
約
ニ
ケ
月

の
ズ
レ
を
も
た
ら
す
原
因
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
ニ
ケ
月
間
の
ズ

レ
の
与
え
る
農
業
技
術
上
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
農
業
労
働
歴
に
影

響
を
与
え
、
そ
れ
が
「
夏
焼
き
」
型
の
輪
作
形
態
の
出
現
頻
度
の
差

に
ま
で
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
が
、

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
後
に
も
う
一
度
考
え
て
み
た
い
。

　
③
森
林
を
伐
採
し
て
造
成
す
る
こ
の
地
域
の
《
春
焼
き
－
主
穀
栽

培
型
》
の
焼
畑
は
、
原
野
を
伐
採
す
る
《
夏
焼
き
ー
ソ
バ
型
V
の
焼

畑
に
較
べ
れ
ば
、
造
成
に
要
す
る
労
働
量
が
大
き
く
、
ま
た
相
対
的

に
は
そ
の
経
営
規
模
も
大
き
い
の
で
、
伐
採
、
火
入
れ
は
共
同
労
働

で
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
と
に
事
例
9
に
示
し
た
よ
う
に
、
濃

越
山
地
の
典
型
的
な
焼
畑
山
村
で
は
、
焼
畑
用
地
を
部
落
の
共
有
林

に
求
め
る
例
が
少
な
く
な
い
。
こ
の
た
め
、
焼
畑
の
造
成
に
は
何
ら

か
の
意
味
で
村
落
共
同
体
を
基
盤
と
す
る
共
同
労
働
の
慣
行
の
み
ら

れ
る
こ
と
が
多
く
、
事
例
6
の
丹
生
川
村
の
場
合
の
よ
う
に
、
共
同

で
造
成
し
た
焼
畑
を
、
そ
の
後
、
各
戸
に
均
分
す
る
一
種
の
地
割
制
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が
戦
前
ま
で
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
白
峰
村
の
如
く
、

地
主
の
私
有
地
を
借
地
し
て
焼
畑
を
営
む
よ
う
な
場
合
で
も
、
焼
畑

の
火
入
れ
を
「
ユ
イ
」
に
よ
る
共
同
労
働
で
行
う
と
い
う
事
実
は
、

こ
の
種
の
焼
畑
耕
地
の
造
成
が
、
村
落
社
会
内
部
に
お
け
る
量
る
種

の
共
同
労
働
慣
行
の
存
在
を
前
提
と
し
て
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
示

唆
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
④
中
部
日
本
の
焼
畑
農
業
地
域
に
お
い
て
は
、
火
入
れ
後
、
播
種

に
か
か
る
前
に
、
畝
立
て
を
行
う
事
例
は
全
く
な
く
、
　
ヒ
エ
・
ア

ワ
・
ソ
バ
な
ど
は
、
す
べ
て
耕
地
面
に
散
播
さ
れ
る
。
そ
う
し
て
、

一
般
に
は
播
種
後
、
唐
鍬
で
耕
地
面
を
浅
く
耕
作
（
「
打
つ
」
と
い
う
）

し
、
覆
土
を
行
う
に
す
ぎ
な
い
が
、
事
例
5
・
6
の
如
く
播
種
前
に

耕
地
面
の
耕
起
作
業
（
「
オ
コ
ス
」
と
い
う
）
を
行
う
例
も
存
在
す
る
。

た
だ
し
、
こ
の
種
の
耕
起
作
業
技
術
の
く
わ
し
い
内
容
に
つ
い
て
は

不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
福
井
県
の
五
箇
村
や
岐
阜
県
の
丹
生
川
村

の
例
で
は
、
耕
起
作
業
に
反
当
り
一
〇
人
内
外
の
労
働
力
を
投
下
し

（
後
の
第
二
二
蓑
参
照
）
、
伐
採
か
ら
地
飼
え
に
至
る
焼
畑
耕
地
の
造
成

作
業
の
全
過
程
に
反
当
り
二
〇
人
以
上
の
労
働
量
を
要
し
て
い
る
。

こ
の
数
値
は
、
北
上
山
地
の
《
ア
ラ
キ
型
》
の
焼
畑
の
そ
れ
に
も
対

比
し
う
る
全
国
に
類
例
を
み
な
い
高
い
値
で
あ
る
。
こ
の
事
実
は
飛

濃
越
山
地
の
焼
畑
が
、
か
な
り
労
働
集
約
的
な
特
微
を
も
つ
こ
と
を

示
す
と
と
も
に
、
こ
の
地
域
の
山
地
農
民
に
と
り
、
焼
畑
は
主
穀
生

産
の
場
と
し
て
、
少
な
く
と
も
戦
前
ま
で
は
き
わ
め
て
重
要
な
機
能

を
有
し
て
い
た
こ
と
を
よ
く
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
、
中
部
日
本
に
お
け
る
焼
畑
の
造
成
技
術
の
特
徴
に
つ
い
て
、

そ
の
概
要
を
説
明
し
て
き
た
が
、
こ
の
地
域
の
焼
畑
の
作
物
構
成
や
、

播
種
以
後
の
焼
畑
経
営
方
式
に
は
ど
の
よ
う
な
特
車
が
み
と
め
ら
れ

る
で
あ
ろ
う
か
。

　
⇒
　
焼
畑
の
作
物
構
成
と
経
蛍
方
式

遍
　
1
作
物
輪
作
形
態
の
特
色
　
第
～
一
表
は
、
飛
濃
越
山
［
地
及
び
赤
石

　
（－

丹
沢
山
地
に
お
け
る
主
要
焼
畑
村
の
伝
統
的
な
作
物
輪
作
形
態
を

示
し
た
も
の
で
あ
る
。
　
「
夏
焼
き
型
」
の
焼
畑
に
つ
い
て
の
問
題
は

し
ば
ら
く
お
き
、
　
「
春
焼
き
u
主
穀
栽
培
型
」
の
焼
畑
に
つ
い
て
、

両
地
域
の
輪
作
形
態
の
特
色
を
こ
の
表
に
よ
っ
て
み
る
と
、
次
の
よ

う
な
点
が
明
ら
か
に
な
る
。

　
ま
ず
飛
細
越
山
地
に
お
い
て
は
、
初
年
目
の
作
物
は
例
外
な
く
ヒ

エ
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
お
り
、
二
年
掻
作
物
と
し
て
は
ア
ワ
が
圧

倒
的
な
重
要
性
を
占
め
、
三
年
目
の
作
物
と
し
て
は
大
豆
・
小
豆
が

大
き
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
ヒ
エ
ー
ア
ワ
…
大
小
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豆
と
い
う
輪
作
の
タ
イ
プ
を
、
こ
の
地
域
の
基
本
的
な
輪
作
型
と
み

な
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
飛
濃
越
山
地
で
は
四
年
目
以
後
も
、

耕
作
を
つ
づ
け
る
例
が
多
く
、
こ
の
場
合
に
は
四
年
目
に
は
主
と
し

て
ヒ
エ
ま
た
は
ア
ワ
が
、
五
年
厨
乃
至
そ
れ
以
後
に
は
小
豆
或
は
ヒ

エ
・
ソ
バ
が
栽
培
さ
れ
、
そ
の
後
に
焼
畑
を
放
棄
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
輪
作
形
態
を
も
つ
飛
濃
越
山
地
の
焼
畑
に
お
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
最
も
沖
一
日
同
す
べ
き
占
｛
は
、
　
焼

料資

畑　村　の　輪　作　形　態

陸黒作剛5鯛作剛6年即F物1休閑期閥

佐々木高明（1964年調査）

加藤助参（1935）

｛団々木il寄明（19651］三霧周査）

佐々木高明（1961年調査）

江、辱ミ謡…三枝子（1943）

」二島正争奮（1956）

刺く魁一（1939）

3G～50年

30～50年

10～50年

20～30年

刃（ソ小　　豆
（ヒエ。アワ。シ
コクビエL・ソノく）

シコクビェ

小　　豆

工ヒ

（ヒエ・アワ）

アフフエ

ア　　　ワ
（コナアワ）

ワ
↓

ア
に

小　　豆
小豆・ソバ
アブラエ

ノ1・豆（アワ）

　　豆

佐々木彦一良［S（1935）

r竪林局調査』

青鹿四郎（1937）

佐々木高明（1956年調査）

r山林局調査』

E日中啓爾・幸田政喜（1927）

美孟…ノtr木彦…一一良rs（1935）

tJ、野武ジミ（1942）による

イ4三々木彦一一．罠「～（1935）

20～30年

17年

〔以後スギの造林〕

〔ミツマタ栽粧直〔〕

〔第2年目にスギ植林〕

（アワ）

〔殊晋・醸〕

（昔は盛んであった）

皿小

き

畑
の
第
一
・
二
年
目
に
ヒ
エ

・
ア
ワ
以
外
の
非
主
穀
作
物

を
栽
培
す
る
例
が
皆
無
に
近

い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
事
実

は
輪
作
の
第
細
田
目
に
お
い

て
、
再
度
ヒ
エ
・
ア
ワ
の
作
　

付
を
行
う
慣
行
が
広
く
存
在

す
る
こ
と
と
相
ま
っ
て
、
こ

の
地
域
の
焼
畑
経
営
に
お
い

て
は
、
ヒ
エ
・
ア
ワ
と
い
う

春
播
き
の
雑
穀
類
の
ウ
ェ
イ

ト
が
き
わ
め
て
高
い
こ
と
を

よ
く
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
こ
の
場
合
、
初
年
目
に

ひ
き
つ
づ
き
、
二
年
目
に
も
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第11表　中部日本の主要焼
1県名1郡名1町酩1火塒期1初年働1・年目算i・年自働

謹

書

越

山

地

赤

石

上

沢

山

地

石　川 石　川

野
野

大
大

井
井

福
福

岐　鶏．

岐　阜

岐　阜

岐　阜

埼　玉

山　梨

静　岡

静　岡

静　岡

静　岡

長　野

三　量

白　 峰

五箇（打波）

旧下穴馬村

白
川
川
上

徹

石
白
荘
坂

上
野
野
城

郡
大
大
吉

山
沢
川

浦
万
井

父
摩
部

　
巨

秩
南
安

安　部

周　知

梅　 島

西村山

気　　多

門伊那地方

飯　南 森、

5・下～6・中

　7・中

ナナギ7・中～下

5・下～6上

八十八夜すぎ

8・上

5・下～6・上

秋の終にアラ
ヤキ，翌年4月

秋葉の神祭り
ののち

6

8・申～下

　夏刈
三夏火入れ

春焼

夏焼（8・下）

春
夏
春
夏

月
月
山
山
山

4
8
春
夏
春春
夏

ヒ　　　エ

ソ　　 ノミ

大　 根

ヒ　　エ

ヒ　　　エ

ソ　　ノミ

ヒ　　　エ

ヒ　　　エ」

ヒエ（アワ）

ヒ　　　エ

ソ　　バ

ソ　　バ

ソ　　 ノミ

ヒ　　　エ

ソ　　ノミ

ヒ　　　エ

ソ　　ノく

ア　　 ワ

ソ　　 ノミ

ヒ　　　エ

ソ　　 ノミ

アワ・ヒエ

ソ　　ノミ

ア　　 ワ

ヒ　　　エ

ソ　　バ

ア　　 ワ

アワ・ヒエ

アワ（ソバ）

ア　　 ワ

ア　　 ワ

同　　上
・エ（アワ小豆）

ヒエ・アワ

アワ（大小豆）

ア　　ワ
ヒエ・アワ

小豆・アブラエ

ソバ（アワ）

アワ・ヒエ
陵稲、

ア　　 ワ

ヒエ・アワ

ア　　 ワ

同　　上

大豆・小豆

ア　　 ワ

エグ芋
上
豆
ワ
ワ

同
大
ア
ア

ア　　 ワ

キ　　ビ

大豆（小豆）

同　　上

大小豆（荏）

大小豆・’甘藷

同　　上

ヒエ・小豆

アワ・大小豆

大小豆（アワヒエ）

ヒ　　　エ

ソバ（大豆〉

里　 芋

豆類・里芋

豆
大
同
ア

血
豆
上

　　ワ
大小互

ア・（小豆＝グ芋〉

ヒエ・アワ

大　 豆

大小豆
倒　 豆

ブソbウVメ
同　　上

＊　火入れ時期の5・下，8・中などは5月下旬，8月中旬を示す。

ヒ
ェ
の
連
作
を
行
う
事
例
が

　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

い
く
つ
か
（
石
徹
白
村
・
荘
川

村
・
白
川
村
な
ど
）
み
ら
れ
る

こ
と
や
、
さ
ら
に
は
事
例
6

に
示
し
た
よ
う
に
、
ヒ
エ
苗

を
焼
畑
に
移
植
栽
培
す
る
事

実
の
存
す
る
こ
と
は
、
雑
穀

類
の
う
ち
、
・
と
り
わ
け
ヒ
エ

の
重
要
性
の
高
い
こ
と
を
示

唆
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
鮭
し
・
赤
石
腱
丹

沢
山
地
の
焼
畑
で
は
、
初
年

に
は
ヒ
エ
と
と
も
に
ア
ワ
を

栽
培
す
る
例
が
み
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
・
二
年
臥
．
三
年

鼠
に
は
そ
れ
ぞ
れ
大
豆
・
小

豆
と
ア
ワ
が
作
付
さ
れ
る
。

即
ち
、
ヒ
エ
ー
ア
ワ
ー
大
小

豆
と
い
う
典
型
的
な
《
ナ
ギ
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ハ
タ
型
》
の
輪
作
形
態
の
ほ
か
、
ア
ワ
ー
ア
ワ
ー
大
小
豆
、
或
は
ヒ
エ

ま
た
は
ア
ワ
ー
大
小
豆
…
ア
ワ
ま
た
は
ヒ
エ
、
と
い
う
輪
作
型
の
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
出
現
す
る
。
し
か
し
い
ず
れ
に
し
て
も
、
初
年
目
と

二
年
目
ま
た
は
三
年
目
に
ア
ワ
或
は
ヒ
エ
の
栽
培
を
行
い
、
雑
穀
栽

培
に
大
き
く
傾
斜
す
る
と
い
う
特
微
に
お
い
て
は
、
飛
出
越
山
地
の

場
合
と
変
り
は
な
い
。
た
だ
、
こ
の
地
域
に
お
い
て
は
、
飛
聖
蹟
山
地

に
較
べ
、
ア
ワ
の
も
つ
機
能
が
よ
り
大
き
く
な
る
こ
と
が
注
目
さ
れ

⑨る
。
こ
れ
が
恐
ら
く
は
気
候
条
件
の
差
に
よ
る
作
目
変
化
の
結
果
で

あ
ろ
う
こ
と
は
、
既
に
「
第
二
報
」
に
お
い
て
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
。

　
以
上
《
春
焼
き
一
口
一
三
一
型
》
の
焼
畑
の
輪
作
形
態
を
中
心
に
、

飛
石
越
山
地
と
赤
石
－
丹
沢
山
地
の
焼
畑
の
作
物
構
成
の
特
色
を
比

較
し
て
き
た
が
、
こ
の
ほ
か
、
両
地
域
の
焼
畑
経
営
方
式
の
大
き
な

相
違
点
と
し
て
は
、
《
夏
焼
き
翻
ソ
バ
型
》
の
焼
畑
輪
作
形
態
の
出

現
頻
度
の
違
い
を
あ
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
、
飛
濃
越
山
地
i
と

く
に
白
山
々
麓
部
を
中
心
と
す
る
焼
畑
核
心
地
帯
、
i
で
は
、
前
に
も
少

し
ふ
れ
た
よ
う
に
、
　
「
夏
焼
き
型
」
の
焼
畑
の
比
重
が
き
わ
め
て
小

さ
い
。
こ
れ
に
対
し
、
太
平
洋
側
の
美
濃
の
山
地
の
一
部
や
赤
石
－

丹
沢
山
地
で
は
、
そ
の
ウ
ェ
イ
ト
が
高
く
な
る
。

　
何
故
に
こ
の
よ
う
な
地
域
的
差
異
が
生
じ
た
の
か
、
そ
の
理
由
を

第12表白購寸の卿F地｝llにおける朔動乱

酬　　胴の腰労働、
1月臥繍銀甲蚕具難　　」

・酬同上
3月

t男一二の伐採と集荷・蚕具手入女一紬織・麻織

・届一二獺修理（鮒）

5月
入山準備・t＝解Fり地の家屋修理・
R畑の耕起・播種，焼畑のグ（入れ・播種

6月
養掻・「常畑田紙・ヒエ・シコクビエの
^付・桑原の下草刈り

・月睡蚕・蝦・靱り・麟（纐・除草

・月1懸・嶽・卿㈱田）・i騨

・月［嶽・鉾磯畑・伐採・騨

・・月瞬縦・鰍

　　　版獲物の母村への運搬・査（室根心用）
11月　　　刈り・出作り家屋の整理・出山・薪運搬

12周附・糎・晒縦
備考加藤助参（1935）による。但しその一
　　　部を筆者が修亙Eした。

確
証
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
こ
の
臼
本
海
斜
面
の
焼
畑
核
心
地
帯

で
は
、
春
の
残
雪
量
が
多
く
、
ま
た
、
後
述
の
如
く
、
最
近
ま
で
出

作
り
耕
作
が
盛
ん
に
営
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
春
の
農
業
労
働

は
、
出
作
り
地
帯
へ
の
移
住
の
終
る
五
月
上
・
中
旬
頃
か
ら
開
始
さ

れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
第
一
二
表
に
示
し
た
よ
う
に
は
七

・
八
月
に
各
種
の
農
業
労
働
（
焼
畑
の
第
一
～
二
回
鼠
の
除
草
の
ほ
か
、

養
蚕
・
製
炭
へ
の
労
働
投
下
量
が
大
き
い
）
の
ピ
ー
ク
が
集
中
す
る
。
こ

の
た
め
、
夏
季
に
大
規
模
な
伐
採
と
火
入
れ
を
行
う
こ
と
が
労
働
配

分
の
上
か
ら
困
難
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
農
業
歴
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が
約
ニ
ケ
月
早
く
は
じ
ま
る
赤
石
阻
丹
沢
山
地
な
ど
で
は
、
《
春
焼

き
”
主
穀
栽
培
型
V
の
焼
畑
と
と
も
に
、
常
畑
の
「
補
助
耕
地
」
と

し
て
の
《
夏
焼
き
難
ソ
バ
型
》
の
焼
畑
を
造
成
す
る
こ
と
が
比
較
的

容
易
で
あ
る
。
か
か
る
両
地
域
の
気
候
条
件
の
差
と
そ
れ
に
も
と
ず

く
農
業
労
働
歴
の
差
異
が
、
《
夏
焼
き
膵
ソ
バ
型
》
の
焼
畑
の
出
現

度
の
違
い
を
生
み
出
し
た
一
つ
の
要
因
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
　
「
第
二
報
」
に
お
い
て
も
す
で
に
論
じ
た
よ
う
に
、

奥
地
山
村
に
お
け
る
水
田
化
の
進
展
や
商
晶
作
物
栽
培
の
導
入
な
ど

に
よ
る
焼
畑
の
衰
退
過
程
が
進
行
し
た
場
合
、
こ
れ
ら
の
新
し
い
タ

イ
プ
の
農
業
経
営
に
投
下
さ
れ
る
労
働
力
と
の
競
合
関
係
か
ら
、

《
春
焼
き
－
主
穀
栽
培
型
》
の
焼
畑
が
ま
ず
衰
微
し
、
水
田
或
は
常

畑
の
「
補
助
耕
地
」
と
し
て
の
《
夏
焼
ぎ
ロ
ソ
バ
栽
培
型
〉
の
焼
畑

の
役
割
が
相
対
的
に
上
昇
す
る
例
が
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
。
恐
ら
く

赤
石
”
丹
沢
山
地
に
お
け
る
ソ
バ
栽
培
の
比
重
の
増
加
も
、
　
一
部
で

は
こ
う
し
た
焼
畑
経
営
方
式
の
変
化
と
関
係
し
て
あ
ら
わ
れ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
過
程
を
く
わ
し
く
論
証
す
べ
き
資
料
は
今
の

　
　
　
　
　
　
　
⑩

と
こ
ろ
見
出
せ
な
い
。

　
以
上
の
ほ
か
、
赤
石
山
地
の
焼
畑
の
作
物
構
成
に
お
い
て
、
と
く

に
露
悪
す
べ
き
は
、
璽
芋
の
類
が
し
ば
し
ば
輪
作
の
二
・
三
年
目
に

登
場
す
る
こ
と
で
あ
る
（
さ
き
の
第
二
表
参
照
）
。
飛
宵
越
山
地
の
焼

畑
で
は
、
イ
モ
類
の
栽
培
が
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
の
に
対
し
て
、

赤
石
翻
丹
沢
山
地
の
｛
部
で
そ
の
栽
培
が
み
ら
れ
る
と
い
う
事
実
は
、

気
候
条
件
と
の
関
係
も
あ
る
が
、
古
い
時
代
に
我
が
国
の
太
平
洋
岸

を
洗
っ
た
も
の
と
想
定
さ
れ
る
《
根
栽
農
耕
文
化
》
の
影
響
も
無
視

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
緬
・

　
申
部
日
本
に
お
け
る
焼
畑
の
作
物
輪
作
形
態
に
は
、
こ
の
よ
う
に

若
干
の
地
域
差
を
示
し
な
が
ら
も
、
全
体
と
し
て
は
春
播
き
の
雑
穀

栽
培
に
重
点
を
お
く
き
わ
め
て
顕
著
な
特
色
が
み
ら
れ
る
。

　
そ
の
焼
畑
の
具
体
的
な
経
営
方
式
の
特
徴
と
し
て
は
、
次
の
よ
う

な
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
幻
焼
畑
の
除
草
と
管
理
　
ナ
ギ
ハ
タ
に
お
け
る
播
種
後
の
最
も
重
要

な
農
作
業
は
除
草
で
あ
り
、
こ
れ
は
主
と
し
て
女
の
仕
事
で
あ
る
。

　
事
例
1
0
　
白
峰
村
の
場
合
は
、
　
ヒ
エ
の
播
種
後
、
六
月
下
旬
に
ま
ず
第
一

　
回
目
の
除
草
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
七
月
下
旬
、
八
月
下
旬
と
ほ
ぼ
一
ヶ
月

　
間
隔
に
二
回
昌
、
三
回
属
の
除
草
作
業
が
行
わ
れ
る
。
　
『
肉
林
局
調
査
』

　
に
よ
る
と
そ
の
労
働
力
は
反
当
り
女
一
〇
人
以
上
に
及
ぶ
。
石
徹
白
村
に

　
お
い
て
も
同
じ
時
期
に
「
ア
ラ
ケ
ジ
」
・
「
二
番
ケ
ジ
」
・
「
三
番
ケ
ジ
」

　
と
称
し
て
三
回
の
除
草
を
行
う
慣
行
が
あ
り
、
ま
た
ヒ
エ
へ
の
経
済
酌

123　（577）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
依
存
度
の
高
い
美
濃
の
三
州
村
で
は
、
初
年
躇
の
焼
畑
に
お
け
る
ヒ
エ
の

　
除
草
は
四
囲
に
亘
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
事
例
は
全
圏
の
焼

　
畑
村
に
お
い
て
み
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

　
旧
例
1
1
　
赤
石
膳
丹
沢
山
地
に
お
け
る
除
草
作
業
に
つ
い
て
の
く
わ
し
い

　
資
料
は
な
い
が
、
大
井
用
上
流
の
井
川
村
で
は
、
初
年
目
に
ヒ
エ
或
は
ア

　
ワ
を
作
付
す
る
が
、
そ
の
除
草
は
ほ
ぼ
二
回
で
あ
り
、
そ
れ
に
投
下
す
る

　
労
働
力
も
白
峰
村
の
一
…
2
以
下
と
推
定
さ
れ
る
。

・
こ
の
よ
う
に
、
ヒ
エ
・
ア
ワ
の
栽
培
の
ウ
ェ
イ
ト
が
と
く
に
大
き

く
、
耕
作
期
間
の
長
い
典
型
的
な
《
ナ
ギ
ハ
タ
V
型
の
焼
畑
で
は
、

焼
畑
の
除
草
に
多
量
の
労
働
力
が
投
下
さ
れ
、
き
わ
め
て
集
約
的
な

経
営
が
麗
な
ま
れ
て
い
る
。
こ
と
に
超
越
山
地
の
焼
畑
核
心
地
域
で

は
、
事
例
1
0
の
如
く
三
～
四
圓
に
豊
っ
て
ヒ
土
の
除
草
を
行
う
と
い

う
の
は
全
国
的
に
も
類
例
を
み
な
い
事
実
で
あ
る
。

　
第
一
三
表
は
伐
採
・
火
入
れ
か
ら
収
穫
に
至
る
初
年
目
の
焼
畑
綴

営
に
投
下
さ
れ
る
反
当
労
働
量
を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
ざ
き

に
も
若
干
指
摘
し
た
よ
う
に
、
飛
濃
越
山
地
の
《
ナ
ギ
ハ
タ
》
核
心

地
帯
の
焼
畑
経
鴬
は
、
労
働
集
約
的
な
特
徴
を
有
し
、
そ
こ
で
は
焼
畑

経
営
の
全
過
程
に
反
当
り
三
〇
急
な
い
し
そ
れ
以
上
の
労
働
量
が
投

下
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
赤
石
洲
丹
沢
山
地
の
投
下
労
働
量

第13表　ナギハタ型の焼畑経営に要する労働力

t劇彬鮒・障昏夢・島・｝タト

人
～
1
　
　
…
7

5人
3

10

人7
　
5
　
8
…
♪
■

8人
　3

12

　7

9人
4

採
入
戸
…
穫

伐
日
耕
’

一
一

　
地

端脳藤「亘「”・ ？　1　io

計 27 30 18

年闘労働酬・剛3州 不 明

＊印の4力村の作業種類別労働昂：は『山林局二胡査』による
＊＊｝ま力口上助参　（1935）　ζこよる

は
、
反
当
二
〇
人
程
度
に
す

ぎ
な
い
。
こ
の
事
実
は
両
地

域
の
焼
畑
経
営
の
労
働
集
的

度
の
差
を
よ
く
示
す
も
の
に

ほ
か
な
ら
な
い
。
赤
石
匹
丹

沢
山
地
の
焼
畑
は
、
飛
戸
越

山
地
の
そ
れ
に
較
べ
、
す
で

に
「
第
一
報
」
で
も
指
摘
し

た
よ
う
に
衰
退
の
徴
候
が
著

し
い
が
、
そ
の
一
つ
の
原
因

は
、
こ
の
地
域
に
お
け
る
焼

畑
経
営
が
飛
濃
越
山
地
の
そ

れ
に
比
し
、
粗
放
的
な
こ
と

と
関
連
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
除
草
作
業
は
焼
畑
の
作
物
管
理
に
直
接
関
係
す
る
も
っ
と

も
重
要
な
農
作
業
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
と
も
に
、
山
地
斜
面
の
各
所

に
拓
か
れ
た
焼
畑
耕
地
で
は
、
か
っ
て
は
猪
や
鹿
な
ど
の
被
害
を
う

け
る
度
合
が
き
わ
め
て
大
き
か
っ
た
。
こ
の
た
め
獣
害
に
対
す
る
監

視
も
、
焼
畑
耕
地
そ
の
も
の
の
管
理
作
業
と
し
て
き
わ
め
て
重
要
な
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意
義
を
有
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
次
の
事
例
1
2
に
よ
っ
て
も
明
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

か
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
の
種
の
焼
畑
耕
地
そ
の
も
の
の
管
理
作

業
に
要
す
る
労
働
量
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
検
証
す
べ
き
適
当
な
資

料
が
得
ら
れ
な
い
た
め
詳
細
は
全
く
不
明
で
あ
る
。

　
事
例
1
2
　
白
峰
村
な
ど
で
は
、
以
前
は
焼
畑
耕
地
に
は
必
ず
シ
シ
ゴ
ヤ
を

　
つ
く
り
、
毎
夜
宿
泊
し
て
ホ
ラ
貝
を
吹
い
て
獣
害
の
防
止
に
当
っ
て
い

　
た
。
岐
阜
県
吉
城
郡
坂
上
村
で
も
「
焼
畑
は
人
家
よ
り
遠
き
山
中
に
作
る

　
を
以
っ
て
猪
の
作
物
を
荒
ら
す
に
よ
り
、
秋
の
収
穫
期
と
も
な
れ
ば
、
焼
畑

　
の
傍
に
山
小
屋
を
作
り
て
之
に
居
り
、
番
を
な
し
て
木
板
を
カ
ソ
カ
ン
と

　
音
を
出
し
或
は
大
声
を
発
し
、
夜
は
松
明
に
火
を
点
じ
て
猪
を
追
ひ
た
り

　
し
」
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
（
林
魁
一
　
「
飛
騨
国
吉
城
郡
坂
上
村
紀
行
」
民

　
族
学
研
究
五
、
昭
一
四
）
。
ま
た
、
赤
石
山
地
の
井
川
村
で
も
、
か
ρ
て

　
は
猪
の
害
が
大
き
く
「
十
年
一
作
」
と
い
う
言
葉
が
語
り
つ
が
れ
て
お

　
り
、
後
に
掲
げ
る
『
新
篇
武
蔵
風
土
記
稿
」
で
も
、
秩
父
山
地
の
焼
畑
地

　
　
　
　
ノ

　
帯
で
は
「
昼
は
猿
を
防
ぎ
、
夜
は
猪
鹿
を
逐
い
」
板
木
を
鳴
し
て
獣
害
の

　
防
除
に
当
る
こ
と
が
出
作
り
地
帯
に
お
け
る
重
要
な
労
働
で
あ
る
こ
と
が

　
強
調
さ
れ
て
い
る
。

　
紛
ヒ
エ
の
収
穫
と
収
量
　
飛
戸
越
山
地
の
焼
畑
地
域
に
お
け
る
初
年

　
（

目
作
物
と
し
て
も
っ
と
も
重
要
な
ヒ
エ
は
、
九
月
か
ら
十
月
前
か
け

て
収
穫
さ
れ
る
。
収
穫
の
方
法
は
、
写
真
3
に
示
し
た
如
き
、
刃
渡

り
約
一
五
セ
ン
チ

の
小
型
の
鎌
で

「
穂
刈
り
」
を
行

う
点
に
も
っ
と
も

大
き
な
技
術
上
の

特
徴
が
あ
る
。
し

か
も
、
こ
の
収
穫

法
は
、
中
部
日
本

の
焼
畑
地
域
の
み

で
は
な
く
、
広
く

わ
が
国
の
《
雑
穀

栽
培
型
V
の
焼
畑

に
共
通
す
る
収
穫

法
で
あ
る
こ
と
が

注
意
さ
れ
ね
ば
な

　
　
⑭

ら
な
い
。

　
　
事
例
1
3

　
下
旬
頃
、

徽
　　灘蕪

墾
論

臨鍵・

写真3　穂刈鎌（ホートリガマ）

　
　
　
　
白
峰
村
で
は
、
初
年
目
の
ヒ
エ
の
収
穫
は
、
早
ビ
エ
が
九
月

　
　
　
オ
ソ
ビ
エ
も
一
〇
下
旬
頃
に
収
穫
さ
れ
る
。
収
穫
は
ホ
ー
ト
リ

ガ
マ
と
称
す
る
小
型
の
鎌
で
穂
刈
り
に
し
て
、
腰
に
さ
げ
た
ド
ー
ラ
ン
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第14表　中部田本における焼畑の収量と播種量

（
樹
皮
製
編
み
籠
）
　
に
穂
を
入
れ
、
　
一
の
ノ
ば
い
に
な
る
と
そ
の
ま
或
テ
ゴ

（
中
型
の
編
み
寵
）
に
移
し
て
オ
モ
ヤ
（
居
宅
）
に
持
ち
帰
る
。
　
そ
の
後
オ

モ
ヤ
の
二
階
で
ヒ
エ
の
穂
を
乾
燥
さ
せ
、
天
気
の
よ
い
日
に
キ
ネ
（
モ
チ

ッ
キ
用
の
も
の
）
で
こ
れ
を
叩
い
て
脱
穀
す
る
。
ヒ
エ
栽
培
へ
の
依
．
存
度
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
く
に
大
き
い
石
弓
白
村

赤石山地
井　川奉～

収量播種量

梅ケ島村

収量擁・量

白　山　々　麓

白峰村｝五箇村

繍1播綴駁晦纐

草蒲竹…歪残欠i｛乍　物

　　　　斗

10一一15

7・v　S

8斗

6

3

O．2斗

O，8

e．2

0，2

0，3斗12s1

7

8

e．os

O．2

0，15斗
（O．5）

O．1

0．25

e．2

斜1ヒエ
ρ
◎
　
　
5
・
0

　
　
ー

ワ
豆
エ

ァ
大
ド

初年屠

2年陰

3年§

4年目

〔備考〕井川村を除き，『山林局調査』による。石徹白村でも初年の

　　　ヒエの収量1こついて「八斗二つ」（八斗俵ニケの意）という

　　　言葉がある。

　
の
例
で
は
、
穂
刈
り
を
行

　
つ
た
の
ち
ヤ
マ
パ
タ
（
焼

　
畑
耕
地
）
　
で
一
旦
乾
燥
さ

　
せ
、
干
し
上
っ
た
と
こ
ろ

　
を
八
斗
俵
に
つ
め
、
馬
に

　
選
ん
で
居
宅
に
持
帰
る
。

　
こ
の
紺
で
は
間
口
八
尺
・

　
奥
行
き
二
闘
の
ヒ
エ
倉
を

　
か
つ
て
は
各
戸
で
所
有
し

　
て
い
た
。

　
中
部
日
本
の
焼
畑
に
お

け
る
初
年
目
の
ヒ
エ
の
収

量
に
つ
い
て
は
、
第
一
四

表
に
示
し
た
如
く
で
、
平

均
反
当
収
量
は
玄
稗
で
一

・
○
～
一
撃
葺
石
程
度
と
推
定
さ
れ
る
が
、
全
体
と
し
て
飛
濃
越
山

地
の
反
当
収
量
に
対
し
、
赤
石
u
丹
沢
山
地
の
そ
れ
が
や
や
低
い
。

こ
の
事
実
は
さ
き
に
述
べ
た
両
地
域
の
焼
畑
経
営
の
集
約
度
の
違
い

と
関
連
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
山
林
局
の
調
査
資
料
（
第
一
四
表
）
に
よ
る
と
、
播
種
量
に

対
す
る
収
量
の
歩
留
率
は
、
白
峰
村
で
約
一
〇
〇
倍
、
五
箇
村
．
梅

ケ
島
村
で
三
四
〇
倍
と
な
る
。
し
か
し
、
筆
者
の
白
峰
村
で
の
調
査

に
よ
る
と
、
ヒ
エ
は
出
芽
率
が
悪
い
の
で
、
一
般
に
厚
播
き
に
し
、

反
当
り
○
・
五
～
○
・
六
斗
播
種
す
る
と
い
う
。
こ
の
場
合
に
は
、

歩
留
率
二
五
～
三
〇
倍
で
約
一
・
三
石
の
上
上
と
な
る
が
、
旧
下
穴

　
　
　
　
⑮

馬
村
の
調
査
で
も
同
様
の
数
値
を
得
て
い
る
。
こ
の
数
値
に
よ
れ
ば
、

播
種
量
の
面
に
お
い
て
も
、
三
越
山
地
の
焼
畑
核
心
地
帯
で
は
、
集

約
的
な
特
徴
が
み
と
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
典
型
的
な
《
ナ
ギ
ハ

タ
型
》
の
焼
畑
の
披
術
的
集
約
度
が
相
対
的
に
高
い
こ
と
は
、
こ
の

よ
う
な
点
か
ら
も
強
調
し
う
る
の
で
あ
る
。

　
の
輪
作
第
二
年
昌
以
後
の
焼
畑
経
営
　
《
ナ
ギ
ハ
タ
型
V
の
焼
畑
の
輪

　
（

側
面
二
年
目
以
後
に
お
け
る
経
営
方
式
の
特
色
に
つ
い
て
は
、
地
域

毎
に
必
ず
し
も
大
き
な
差
異
は
み
と
め
ら
れ
な
い
。
　
　
・

　
纂
例
1
4
　
白
峰
村
に
お
い
て
は
、
輪
作
の
第
二
年
侭
に
は
、
圃
上
に
残
っ
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わが國の焼畑経営方式の地域的類型ω（佐々木）

　
て
い
る
初
年
の
ヒ
エ
稗
（
ヒ
エ
ガ
ラ
）
を
焼
き
、
そ
の
あ
と
ヘ
ア
ワ
を
播

　
観
す
る
。
第
四
年
潤
に
作
付
す
る
ア
ワ
と
区
別
す
る
た
め
、
こ
の
ア
ワ
を

　
ア
ラ
ア
ワ
と
よ
ぶ
が
、
播
種
す
る
品
種
は
収
量
の
低
い
モ
チ
種
で
は
な
く

　
ウ
ル
チ
種
を
用
う
る
。
ア
ワ
の
播
種
期
は
、
初
年
の
ヒ
エ
と
ほ
ぼ
同
じ
か

　
少
し
遅
れ
る
が
、
そ
の
他
の
除
草
・
収
穫
の
時
期
や
方
法
に
つ
い
て
は
ヒ

　
ェ
の
そ
れ
と
変
ら
な
い
。
し
か
し
、
ア
ワ
の
駁
量
は
ヒ
エ
に
較
べ
て
低
く
、

　
約
1
　
2
程
度
（
反
凝
り
七
～
八
斗
）
に
す
ぎ
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
白
峰
村
で
は
ア
ワ
は
焼
畑
で
σ
み
栽
培
さ
れ
、
二
二
に
は
全
く
作

　
付
け
さ
れ
な
い
。
、

　
事
例
1
5
　
白
峰
村
の
第
三
年
目
に
は
、
ア
ワ
ガ
ラ
を
残
し
た
ま
ま
、
そ
の

　
間
に
大
豆
（
小
豆
の
こ
と
も
あ
る
）
を
播
種
し
、
そ
れ
か
ら
鍬
で
畑
打
ち
を

　
し
て
ア
ワ
ガ
ラ
を
す
き
込
む
。
そ
の
後
、
除
草
を
二
～
三
二
繰
返
し
た
の

　
ち
一
〇
月
頃
に
こ
れ
を
収
穫
す
る
。
収
穫
の
方
法
は
鎌
を
用
い
て
「
根

　
刈
り
扁
を
行
う
。
刈
り
上
げ
た
豆
は
居
宅
の
付
近
に
設
け
た
ハ
サ
に
か
け

　
て
乾
燥
さ
せ
た
の
ち
、
棒
で
叩
き
、
唐
箕
で
風
選
し
て
脱
穀
す
る
。
収
量

　
は
ヒ
エ
の
約
ユ
一
3
、
反
嶺
り
平
均
五
斗
前
後
と
い
わ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
焼
畑
の
経
営
方
式
は
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
も
行
わ

　
　
　
⑯

れ
て
い
た
。

　
事
例
1
6
　
例
え
ば
、
騨
、
飛
州
地
方
御
尋
答
書
』
に
は
次
の
如
き
記
載
が
あ
る
。

　
一
、
村
々
焼
畑
之
致
様
如
何
致
候
哉
之
窺
。

　
　
是
者
雑
木
芝
木
立
身
処
、
前
年
之
秋
三
農
、
翌
年
三
月
末
よ
り
四
月
初

　
　
迄
に
焼
立
、
右
之
灰
を
こ
や
し
に
仕
畑
捲
い
た
し
、
初
年
に
て
稗
を
作

　
　
り
、
野
稗
が
ら
を
又
こ
や
し
に
い
た
し
、
ニ
ケ
年
顕
に
て
粟
を
仕
付
、

　
　
其
粟
が
ら
を
こ
や
し
に
仕
、
三
ケ
年
羅
に
蕎
麦
を
作
り
由
候
、
夫
よ
り

　
　
焼
革
こ
や
し
無
昌
御
摩
候
故
、
其
ま
ま
漁
し
、
外
は
伐
替
鼻
熊
。

　
　
一
、
右
焼
畑
江
何
々
を
作
り
取
実
｝
反
に
付
概
何
程
候
哉
之
事
軌

　
　
是
者
焼
畑
へ
仕
付
候
多
々
前
書
之
通
に
御
座
候
、
一
反
に
言
下
共
に
一

　
　
石
工
～
二
野
よ
り
一
石
五
六
斗
、
輸
出
は
本
畑
同
様
汗
取
実
に
て
少
し
は

　
　
宜
方
に
も
可
レ
有
轟
御
座
一
候
、
然
共
焼
畑
之
儀
は
不
レ
残
山
中
だ
け
下
し

　
　
村
々
第
一
に
仕
儀
に
御
座
候
得
共
、
霜
打
に
罷
成
町
儀
共
年
毎
に
て
其

　
　
上
町
鹿
卜
荒
し
各
別
取
実
不
足
仕
物
に
て
取
実
動
晶
相
究
一
御
座
候
。

　
以
上
、
二
年
目
・
三
年
爵
の
焼
畑
経
営
方
式
に
つ
い
て
は
、
僅
か

な
技
術
的
差
異
を
除
く
と
、
基
本
的
に
は
初
年
目
の
そ
れ
と
大
き
な

相
違
は
な
い
。
た
だ
し
、
二
・
三
年
春
の
作
物
構
成
に
つ
い
て
は
、

既
に
記
し
た
よ
う
に
、
飛
濃
越
山
地
の
場
合
に
は
、
ヒ
エ
ー
ア
ワ
ー

大
小
豆
と
い
う
輸
作
形
態
が
か
な
り
固
定
し
て
い
る
の
に
対
し
、
赤

石
隅
丹
沢
山
地
で
は
二
年
目
に
ア
ワ
（
初
年
に
ソ
バ
を
播
種
し
た
場
合
、

二
年
は
多
く
の
場
合
ア
ワ
を
作
付
す
る
）
、
三
年
目
に
豆
類
を
つ
く
る
も

の
の
ほ
か
、
初
年
目
と
三
年
目
に
ア
ワ
を
作
付
し
、
そ
の
中
間
の
二

年
國
に
大
小
豆
の
栽
培
を
挿
入
す
る
例
も
か
な
り
み
と
め
ら
れ
る
。
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し
か
し
、
こ
の
程
度
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
除
け
ば
、
こ
の
地
域
の

二
・
三
年
爵
の
焼
畑
の
経
営
方
式
に
は
顕
著
な
地
域
的
差
異
は
み
と

め
ら
れ
な
い
。

　
ま
た
、
歴
史
的
に
み
て
も
、
こ
の
種
の
《
ナ
ギ
ハ
タ
型
》
の
焼
畑

経
営
方
式
が
伝
統
的
に
固
定
化
し
、
一
つ
の
完
成
し
た
技
術
体
系
を

形
成
し
て
い
る
こ
と
は
、
事
例
1
6
と
の
比
較
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で

あ
ろ
う
。
た
だ
、
第
二
年
目
の
ア
ワ
の
品
種
に
つ
い
て
は
、
下
下
穴

馬
村
で
は
最
近
で
は
モ
チ
種
を
多
く
つ
く
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

焼
畑
へ
の
食
糧
生
産
の
依
存
度
の
減
退
と
と
も
に
、
試
製
の
高
い
ウ

ル
チ
種
か
ら
、
収
量
は
低
い
が
用
途
の
広
い
モ
チ
種
へ
の
栽
培
種
σ

転
化
が
、
こ
の
地
域
の
一
部
で
お
き
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ

る
が
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
既
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
わ
が
国
の
焼
畑
は
造
林
業

と
の
結
合
そ
の
他
の
諸
条
件
に
よ
り
、
一
般
に
そ
の
耕
作
期
間
を
短

縮
せ
し
め
る
傾
向
が
著
し
く
、
白
峰
村
な
ど
に
お
い
て
も
、
戦
後
の

焼
畑
の
多
く
は
《
主
穀
生
産
型
V
の
そ
れ
か
ら
《
林
業
前
作
農
業

　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

型
》
の
焼
畑
に
変
化
し
、
ヒ
面
一
ア
ワ
ー
大
豆
の
三
年
間
の
輪
作
を

終
っ
た
あ
と
耕
作
を
放
棄
す
る
も
の
が
多
く
な
っ
て
い
る
鴻
ま
た
、

赤
石
暉
丹
沢
山
地
な
ど
で
は
、
第
一
一
表
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、

戦
前
の
段
階
に
お
い
て
す
で
に
、
四
年
以
上
の
耕
作
を
つ
づ
け
る
例

が
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
飛
濃
越
山
地
の
《
ナ
ギ
ハ
タ
》
型
の
焼
畑
核
心
地
域
に

お
い
て
は
四
年
～
五
年
、
と
き
に
は
そ
れ
以
上
長
期
に
亘
っ
て
耕
作

を
つ
づ
け
る
伝
統
的
な
経
営
形
態
が
、
ご
く
最
近
ま
で
は
残
存
し
て

い
た
。
　
こ
の
場
合
、
白
峰
村
の
例
で
は
四
年
・
目
に
は
、
ア
ワ
（
コ
ナ

ア
ワ
と
よ
ぶ
。
画
配
種
は
二
年
目
の
ア
ラ
ア
ワ
と
同
じ
y
や
大
小
豆
・
ヒ
エ

（
四
年
目
の
ヒ
エ
は
常
命
の
苗
を
深
く
ウ
チ
コ
む
移
植
栽
培
法
に
よ
る
）

が
作
付
さ
れ
、
　
五
年
翼
に
は
小
豆
を
主
と
し
て
そ
の
他
に
ア
ワ
・

ヒ
エ
・
シ
コ
ク
ビ
エ
　
（
カ
モ
ア
シ
と
よ
び
、
こ
れ
も
移
植
栽
培
を
行
う
）
、

な
ど
多
種
類
の
作
物
が
栽
培
さ
れ
、
さ
ら
に
ソ
バ
が
最
終
作
物
と
し

て
作
付
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
こ
の
ほ
か
、
濃
越
山
地
で
は

在
来
の
油
脂
作
物
で
あ
る
ア
ブ
ラ
エ
や
ゴ
マ
、
或
は
ヒ
エ
が
最
終
作

物
と
し
て
四
・
五
年
臼
に
登
場
す
る
例
も
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
。
こ

の
場
合
、
シ
コ
ク
ビ
エ
・
ア
ブ
ラ
エ
な
ど
の
古
い
焼
畑
作
物
が
、
警

護
山
地
の
焼
畑
山
村
に
最
近
ま
で
残
存
し
て
い
た
と
い
う
事
実
は
、

こ
の
地
域
の
焼
畑
輪
作
体
系
が
、
古
く
か
ら
の
特
色
を
よ
く
伝
え
、

伝
統
的
な
固
定
性
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
に
外
な
ら
な
い
こ
と

は
「
第
二
報
」
で
も
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
。
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と
こ
ろ
で
、
輪
作
の
四
年
目
、
五
年
目
に
な
る
と
一
般
に
、
耕
地
の

周
囲
か
ら
雑
草
の
侵
入
が
甚
だ
し
く
、
土
地
条
件
の
悪
い
と
こ
ろ
は

放
棄
さ
れ
る
た
め
、
耕
地
面
積
が
著
し
く
縮
小
し
、
作
物
の
収
量
も
減

退
す
る
。
白
峰
村
の
場
合
、
コ
ナ
ア
ワ
の
収
量
は
一
般
に
ア
ラ
ア
ワ

の
約
1
一
2
以
下
に
減
ず
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
上
島
正
徳
が

荘
川
村
の
焼
畑
に
つ
い
て
、
二
年
目
以
後
の
耕
地
放
棄
率
は
、
傾
斜

に
よ
っ
て
異
る
が
、
毎
年
ほ
ぼ
一
〇
～
二
〇
％
程
度
で
あ
る
と
述
べ

　
　
　
　
⑱

て
い
る
の
も
、
同
様
の
事
実
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
焼
畑
の
耕
作
期
間
を
長
期
に
亘
っ
て
持
続
さ
せ
る
に
際
し
、
も
っ

と
も
大
き
な
障
害
と
な
る
の
は
、
こ
の
雑
草
の
耕
地
内
へ
の
侵
入
・

繁
茂
の
問
題
で
あ
り
、
こ
の
場
合
、
除
革
管
理
の
集
約
度
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
伐
採
前
の
森
林
の
性
格
が
、
焼
畑
に
お
け
る
雑
草
の
生

育
に
密
接
な
関
係
を
も
っ
て
い
る
。
典
型
的
な
《
ナ
ギ
ハ
タ
型
》
の

焼
畑
が
、
、
右
に
み
た
よ
う
に
、
長
期
の
耕
作
期
間
を
も
ち
う
る
一
つ

の
条
件
は
、
二
学
年
乃
至
五
〇
年
と
い
う
き
わ
め
て
長
い
休
閑
期
間

を
経
た
亜
極
相
段
階
な
い
し
は
そ
れ
に
近
い
林
相
を
も
つ
森
林
を
焼

畑
適
地
と
し
て
選
択
す
る
た
め
、
原
野
や
叢
林
を
伐
採
し
た
場
合
に

較
べ
て
、
雑
草
の
生
育
の
度
合
が
、
相
対
的
に
遅
い
こ
と
が
あ
げ
ら

れ
麺
・
畝
立
●
施
肥
●
中
耕
な
ど
の
技
術
を
伴
わ
な
い
焼
畑
嚢
に

　
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
、
休
閑
期
間
と
耕
作
期
間

　
の
間
に
は
、
或
る
種
の
相
関
関
係
を
み
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

　
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
ま
た
、
飛
濃
越
山
地
の
多
く
の
山
村
で
は
、
　
「
第
二
報
」
で
も
指

　
溢
し
た
よ
う
に
、
養
蚕
業
の
盛
行
に
伴
い
、
焼
畑
で
意
思
の
栽
植
が

　
き
わ
め
て
盛
ん
で
あ
っ
た
。
と
く
に
白
山
山
麓
部
の
諸
地
域
で
は
、

　
山
掛
の
栽
培
を
媒
介
に
し
て
、
焼
畑
と
養
蚕
の
結
合
が
早
く
か
ら
み

　
ら
れ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
と
に
白
峰
村
な
ど
で
は
、
こ
の
焼

　
畑
と
養
蚕
と
の
結
合
が
山
地
斜
面
に
展
開
し
た
出
作
り
経
営
の
固
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

。
化
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
と
の
種
の
焼
畑
に

　
お
け
る
証
悟
の
栽
培
と
そ
れ
を
利
用
す
る
養
蚕
が
古
来
出
作
農
家
の

　
も
っ
と
も
主
要
な
現
金
収
入
源
を
な
し
て
い
た
た
め
、
そ
の
経
営
は

　
労
働
集
約
的
な
特
色
を
も
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
栽
桑
は
自
然
の
ま

　
ま
の
立
て
通
し
仕
立
で
、
き
わ
め
て
粗
放
的
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
は
、

　
す
で
に
「
第
二
報
」
に
お
い
て
指
摘
し
た
の
で
く
わ
し
い
説
明
は
省

　
略
す
る
が
、
筆
記
の
調
査
に
ポ
る
と
、
そ
の
具
体
的
栽
植
法
は
次
の

　
如
く
で
あ
る
。

　
　
事
例
1
7
　
桑
は
ヒ
エ
を
播
種
し
た
あ
と
、
そ
の
間
に
苗
を
植
え
る
。
穴
尺

　
　
に
一
本
程
度
で
、
河
内
谷
の
い
わ
ゆ
る
定
着
的
出
作
り
農
家
T
家
の
例
で
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は
、
毎
年
一
〇
〇
～
二
〇
〇
本
の
裁
糠
を
行
っ
た
と
い
う
。
桑
の
摘
採
は

　
三
年
目
頃
か
ら
は
じ
ま
り
、
場
所
の
悪
い
と
こ
ろ
で
鰹
Z
五
年
、
よ
い
と

　
こ
ろ
で
は
五
～
一
〇
年
間
採
桑
を
つ
づ
け
た
と
い
う
。
こ
の
農
家
で
は
春

　
蚕
・
夏
頚
含
わ
せ
て
か
つ
て
は
七
〇
貫
も
の
収
繭
高
を
記
録
し
た
こ
と
が

　
あ
る
と
い
う
。
加
藤
五
霞
に
よ
る
と
昭
和
初
年
の
白
峰
村
に
お
け
る
＝
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
当
平
均
年
間
収
繭
高
は
約
二
三
・
三
貫
で
あ
る
。

　
　

　
三
　
出
作
り
経
営
の
問
題

　
（

　
白
峰
村
を
中
心
と
し
た
白
山
山
麓
の
地
域
に
お
い
て
、
焼
畑
が
出

作
り
の
形
式
を
と
っ
て
広
く
営
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
著
名
な
事
実
で

あ
る
。
そ
の
実
態
と
成
立
の
条
件
に
つ
い
て
は
、
田
中
啓
爾
．
幸
田

政
喜
（
　
九
二
七
）
の
先
駆
的
研
究
以
来
、
加
藤
助
参
（
一
九
三
五
）
．

賞
翫
政
喜
（
一
九
五
六
）
ら
に
よ
っ
て
論
ぜ
ら
れ
、
ま
た
最
近
で
は

出
作
関
係
文
書
の
整
理
と
そ
の
研
究
が
若
林
喜
三
郎
（
一
九
五
九
）

な
ど
に
よ
っ
て
す
す
め
ら
れ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
従
来
の
研
究

に
お
い
て
は
、
出
作
り
成
立
の
原
因
を
主
と
し
て
富
村
（
ジ
ゲ
）
の

白
峰
（
旧
義
塾
）
、
桑
島
（
旧
島
）
両
集
落
に
お
け
る
人
口
圧
に
求
め
、

「
自
給
経
済
の
中
で
増
大
す
る
余
剰
人
口
を
、
す
べ
て
村
の
中
で
燃

焼
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
き
山
地
斜
面
の
開
墾
と
出
作
り
が
成
立
し

た
」
と
し
、
さ
ら
に
食
糧
生
産
と
養
蚕
が
串
作
り
経
営
に
お
い
て
結

合
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
安
定
性
が
増
加
し
、
季
節
的
（
周
期
的
）

出
作
り
か
ら
定
着
的
多
作
リ
へ
の
進
化
が
み
ら
れ
た
ど
し
て
い
る
み

　
し
か
し
、
白
峰
に
お
け
る
出
作
り
の
成
立
要
因
を
こ
の
よ
う
に
ジ

ゲ
に
お
け
る
人
口
圧
に
の
み
求
め
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
場
合
に
は
何

よ
り
も
、
白
峰
・
桑
島
…
1
昭
和
三
七
年
現
在
で
も
前
者
が
二
九
九
戸
．

一
三
二
一
人
、
後
者
が
二
一
七
戸
・
九
八
七
人
に
及
ぶ
一
と
い
う
「
山
中

稀
に
み
る
」
大
集
落
が
、
ど
う
し
て
成
立
し
た
の
か
と
い
う
聞
題
が

ま
ず
解
明
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
。
と
こ
ろ
が
他
方
で
は
、
か
か

る
大
集
落
の
存
在
と
は
無
関
係
に
、
次
の
諸
事
例
に
み
る
如
く
、
中

部
日
本
の
各
地
域
に
お
い
て
は
、
出
作
り
経
営
が
広
く
行
わ
れ
て
い

る
。
こ
の
事
実
は
い
わ
ゆ
る
《
ナ
ギ
ハ
タ
型
》
の
焼
畑
に
は
、
そ
の
経

営
の
諸
要
素
の
中
に
、
本
来
出
作
り
耕
作
を
営
む
べ
き
契
機
が
ひ
そ

ん
で
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
白
峰
村
に
お
い
て
は
、

か
か
る
《
ナ
ギ
ハ
タ
型
》
の
焼
畑
が
一
般
的
に
も
っ
て
い
る
出
作
り

耕
作
を
必
要
と
す
る
要
因
と
こ
の
地
域
に
お
け
る
特
殊
な
要
因
ー

オ
ヤ
ツ
サ
マ
を
頂
点
と
す
る
村
落
階
層
構
造
の
問
題
や
養
蚕
業
の
発
達
、
或

は
母
村
に
お
け
る
き
わ
め
て
特
殊
な
人
口
集
積
現
象
そ
の
他
1
が
重
な
り

合
っ
て
、
広
範
囲
な
出
作
農
家
の
展
胴
を
み
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
白
峰
村
に
お
け
る
か
か
る
特
殊
な
要
因
の
分
析
は
、
本
稿
の
主
題
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と
は
な
れ
る
の
で
省
略
す
る
が
、
《
ナ
ギ
ハ
タ
型
V
の
焼
畑
が
、
一

般
的
に
有
し
て
い
る
出
作
り
耕
作
を
必
要
と
す
る
要
因
に
つ
い
て
は
、

本
稿
の
主
題
と
の
関
連
に
お
い
て
若
干
の
考
察
を
加
え
て
お
く
必
要

が
あ
る
。

　写真4　出作り耕地（ケヤチ）と居宅（ウチ）

写真2と同じ場所の夏の景観。ウチは母村（ジゲ）のものに劣らぬ大ぎ
な二階構造のものである。左は納屋。

　
　
⑫

事
例
1
8
晶
白
峰
村
の
出
作
り
に
は
、
母
村
か
ら
周
期
的
に
出
作
り
を
行
う

も
の
と
、
出
作
り
の
定
着
し
た
も
の
と
が
あ
る
。
し
か
し
そ
の
土
地
利
用

形
態
は
大
同
小
異
で
、
山
地
斜
面
に
あ
る
小
平
坦
面
（
ジ
ャ
ラ
）
に
二
～
三

反
の
常
畑
（
ヶ
ヤ
チ
）
を
拓
き
、
そ
の
一
隅
に
母
村
の
そ
れ
と
同
様
の
構

造
を
も
つ
大
き
な
居
宅
（
ウ
チ
）
を
設
け
る
。
ケ
ヤ
チ
に
は
第
一
図
働
に

み
る
如
く
、
ヒ
エ
や
シ
コ
ク
ビ
エ
・
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
・
甘
藷
・
豆
類
∵
疏

菜
な
ど
が
施
肥
栽
培
さ
れ
、
そ
の
周
囲
を
、
山
桑
の
叢
林
が
と
り
囲
む
。
こ

の
ケ
ヤ
チ
を
中
心
に
そ
の
上
部
斜
面
と
下
部
斜
面
に
雑
木
林
（
ム
ッ
シ
）

が
広
く
展
開
し
、
桑
畑
・
採
草
地
・
栗
林
な
ど
が
そ
の
中
に
点
在
す
る
。

ナ
ギ
ハ
タ
が
営
ま
れ
る
の
は
こ
の
雑
木
林
帯
で
あ
り
、
そ
の
位
置
は
ケ
ヤ

チ
の
上
部
の
こ
と
も
下
部
の
こ
と
も
あ
る
が
、
ウ
チ
か
ら
の
距
離
は
二
〇

〇
～
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
を
越
え
な
い
も
の
が
多
い
。
ム
ツ
シ
の
上
部
に
は

頽
雪
防
止
の
た
め
の
樹
林
を
残
し
、
雑
木
林
帯
の
最
上
部
は
国
有
の
原
生

林
に
連
る
。
ま
た
ケ
ヤ
チ
の
付
近
に
か
つ
て
は
各
戸
で
炭
ガ
マ
を
所
有
し
、

以
前
に
は
雑
木
林
を
伐
採
・
利
用
し
て
製
炭
を
さ
か
ん
に
営
ん
で
い
た
。

こ
の
よ
う
に
ケ
ヤ
チ
と
ウ
チ
を
中
心
に
そ
の
周
囲
に
拡
る
雑
木
林
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
る
一
ま
と
ま
り
の
林
野
が
、
い
わ
ゆ
る
「
出
作
り
農
家
」
の

生
産
の
場
を
な
す
の
で
あ
り
、
こ
の
一
ま
と
ま
り
の
林
野
の
平
均
規
模
は

幸
田
政
喜
に
よ
る
と
約
一
〇
町
歩
程
度
と
い
わ
れ
て
い
る
。
出
作
り
農
家

の
生
産
は
、
こ
の
常
項
と
林
野
に
お
い
て
展
開
さ
れ
る
畑
作
経
営
と
焼
畑
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第1図（B）　曝作り農i家の悪宅と常畑

　　　　（ケヤチ）　（模式図）

第1図（A） 典型的出作農家の土地利用

　　　　　　　（模式図）

欝

囮鱈林
囮ξ聯地
ドココ　ら

し＿y歌渡の焼鵬予り乞地

囮弾三林

◎　　灰か二

一→傾斜ノノ向
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ta）
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cl）
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ce）
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2
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4
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屠宅

便所

穀禽

融麗

水車小屋

泉，匿麹水田（ヒエ），麟健物
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トウモロコシー一大根

シコクヒx
6・7楚筆類
8　サツマイモ

第1図（A×B）は幸細政喜（1956）と筆者の

調査の結果にもとずき白峰村の出作り農

家の土地利用形態を模式的1こ表現したも

のである。

木
　
　
　
林

「

∵
其

↑ 雑

耐Pイく 食

林
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の
1’・・

ゴ」

4Φ　　（
し’

現（fi耕作中の・焼王i；i

耕伶放棄された焼網
（．翌ｯ也・叢林になっている）

耕作放棄後スギを殖林した焼畑囮

ナナギ1スギ苗を栽植〉　　　［弧

　　　　　　　　　　　　　　　ドココ　ら常畑（ケヤチ＞　　　　　　　L＿＿」

秦畑　　　　　　囮
　　　　　　　　　　　　　　　　◎
水　田
　　　　　　　　　　　　　　　→

㎜
翻
圓
盤
翻
四
圏

　
　
経
営
及
び
養
蚕
と
製
炭
、
に
依
存
す
る
わ
け
で
あ

　
　
る
。

　
　
な
お
、
従
来
の
研
究
で
は
、
い
わ
ゆ
る
門
出

　
　
俘
り
定
着
農
家
」
と
「
周
期
的
鵬
作
り
農
家
」

　
　
の
両
者
を
あ
わ
せ
て
「
出
作
り
」
と
称
し
て
い

　
　
た
が
、
厳
密
な
意
味
で
は
、
す
で
に
定
着
し
た

　
　
前
者
は
鐵
作
農
家
と
は
い
え
な
い
。
後
者
の
場

　
　
合
に
は
、
冬
黍
問
は
ジ
ゲ
の
オ
モ
ヤ
に
降
り
て

　
　
生
活
し
、
五
月
上
旬
か
ら
十
一
月
下
旬
ま
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
マ
ま

　
　
家
族
全
員
が
出
作
り
地
帯
に
移
住
（
「
出
山
」
）
し

　
　
て
、
約
七
ケ
月
間
そ
こ
で
生
活
す
る
点
に
出
作

　
　
り
農
家
と
し
て
の
特
色
を
今
日
で
も
有
し
て
い

　
　
る
。
し
か
し
、
ケ
ヤ
チ
と
林
野
の
経
営
に
お
い

　
　
て
両
者
に
顕
著
な
差
は
な
・
い
。

　
右
の
事
例
に
み
た
白
峰
村
と
ほ
ぼ
同
様
の
出

作
り
経
営
は
、
嬬
井
県
五
箇
村
（
主
と
し
て
打

　
　
㊧

波
地
方
）
を
は
じ
め
、
白
山
の
西
南
麓
に
広
く

　
　
　
⑳

分
布
す
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
と
同
種
の
農
耕
の

全
期
間
中
家
族
の
全
員
が
出
作
り
地
帯
に
移
住

し
、
焼
畑
経
営
に
従
事
す
る
例
は
、
飛
濃
山
地
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㊧

の
各
地
域
や
静
岡
県
の
井
川
村
、
さ
ら
に
は
江
戸
時
代
の
秩
父
山
地

の
山
村
な
ど
に
お
い
て
も
み
と
め
ら
れ
る
。

　
事
例
1
9
　
赤
石
山
地
の
井
川
村
に
お
い
て
は
、
大
正
末
期
頃
ま
で
、
焼
畑

　
が
も
っ
と
も
重
要
な
農
業
生
産
方
法
で
あ
り
、
そ
れ
は
広
範
な
出
作
耕
作

　
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
。
馴
．
井
川
村
誌
（
稿
本
）
』
（
井
川
村
役
場
蔵
）
は
、
当

　
特
の
状
況
を
次
の
如
く
記
し
て
い
る
。
　
「
春
秋
の
二
期
に
お
い
て
、
一
般

　
林
野
に
火
入
を
な
し
、
広
花
た
る
切
替
畑
式
焼
畑
を
作
り
穀
菜
を
栽
培
し

　
て
日
常
生
活
に
お
け
る
唯
一
の
資
料
と
な
す
。
…
…
先
づ
村
落
を
離
れ
る

　
一
～
二
里
内
外
の
林
野
若
し
く
は
人
跡
遠
き
六
～
七
里
以
上
の
山
奥
に
入

　
り
論
叢
た
る
林
野
の
伐
採
を
な
す
。
之
を
籔
伐
と
い
ふ
。
四
、
五
月
及
び

　
八
、
九
月
の
頃
に
至
り
夕
刻
よ
り
火
入
を
な
し
て
、
焼
畑
を
造
り
、
春
季

　
に
於
て
は
稗
・
粟
・
黍
・
大
小
豆
等
、
秋
季
に
は
蕎
麦
を
作
付
し
て
最
も

　
粗
放
な
る
耕
種
を
な
し
、
附
近
に
小
屋
を
造
り
、
毎
年
四
月
上
旬
よ
り
十

　
一
月
初
旬
に
至
る
ま
で
絃
、
自
家
の
門
戸
を
閉
鎖
し
、
一
家
を
挙
げ
て
之

　
に
移
り
作
物
の
管
理
に
従
嘉
す
る
を
常
と
す
る
。
従
っ
て
之
等
の
農
民
は

　
年
中
の
三
分
の
二
を
山
小
屋
生
活
に
費
す
に
至
る
。
庵
り
而
し
て
一
、
二

　
年
乃
至
三
年
間
の
耕
種
を
終
れ
ば
或
は
薙
蒸
し
若
し
く
は
放
任
し
て
他
の

　
林
野
に
移
り
再
び
切
替
畑
式
を
繰
り
返
し
…
…
其
の
一
戸
当
り
反
別
は
約

　
一
五
〇
〇
有
余
坪
の
焼
畑
及
三
反
歩
内
外
の
通
常
畑
の
耕
種
に
従
ひ
農
作

　
小
作
共
小
農
法
な
り
…
…
」
。
た
だ
し
筆
者
の
調
査
し
た
一
九
五
六
年
藪

　
時
に
は
、
こ
の
種
の
大
規
模
な
綴
作
り
の
慣
行
は
、
こ
の
村
で
は
完
全
に

　
消
滅
し
て
い
た
。

　
蕪
例
2
0
　
江
戸
時
代
の
秩
父
山
地
で
は
焼
畑
が
盛
ん
に
営
ま
れ
、
奥
地
の

　
山
村
で
は
幽
作
り
の
慣
行
も
広
く
存
し
て
い
た
。
『
新
篇
武
蔵
風
土
記
稿
』

　
秩
父
郡
浦
由
村
の
稿
に
は
、
「
焼
畑
な
る
も
の
は
山
の
中
腹
又
は
山
頂
に

　
あ
り
、
粟
・
稗
・
大
豆
・
小
豆
・
蕎
麦
等
を
作
れ
り
、
…
…
二
十
年
も
茂

　
り
し
山
の
草
木
を
春
夏
の
問
に
伐
り
た
を
し
、
能
動
た
る
と
こ
ろ
に
火
を

　
か
け
悉
く
烈
や
し
て
灰
と
な
し
、
そ
の
灰
を
も
て
糞
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

　
種
を
下
せ
ば
、
そ
の
実
登
り
還
て
定
免
の
畑
よ
り
も
よ
し
と
云
、
さ
り
な

　
が
ら
限
る
に
四
五
年
を
以
て
止
み
、
所
外
の
場
所
を
み
た
て
て
形
の
如
く

　
稼
穂
す
と
云
、
稼
橋
の
蛾
難
な
る
さ
ま
は
、
季
春
よ
り
初
冬
頃
ま
で
は
、

　
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
早
々
へ
慮
を
結
び
て
移
居
し
、
未
熟
の
時
に
は
昼
は
猿

　
を
防
ぎ
、
夜
は
蔵
町
を
逐
ひ
、
明
発
ま
で
篠
ら
れ
ず
、
声
を
あ
げ
又
は
板

　
木
を
鳴
ら
し
て
い
と
齎
し
く
、
夫
妻
子
母
出
を
隔
て
谷
を
越
へ
み
な
処
を

　
異
に
せ
り
、
…
…
そ
の
外
住
居
の
近
く
な
る
畑
と
云
へ
ど
も
、
仮
小
屋
を

　
作
り
て
夜
な
夜
な
通
ひ
て
猪
鹿
を
防
ぐ
う
と
休
む
こ
と
な
し
と
去
へ
り
。

　
…
：
」
と
あ
り
、
同
様
の
記
載
は
大
滝
村
・
中
津
川
村
な
ど
に
も
み
る
こ

　
と
が
で
き
る
。

　
な
お
、
こ
の
よ
う
な
農
耕
の
全
期
閾
に
亘
り
家
族
全
員
が
、
出
作

り
す
る
形
式
と
異
り
、
焼
畑
の
造
成
・
播
種
の
時
期
及
び
収
穫
期
に
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そ
れ
ぞ
れ
二
・
三
週
闇
ほ
ど
つ
つ
山
小
量
（
そ
の
構
造
は
全
期
間
出
作

り
の
場
合
の
緑
村
の
居
宅
と
違
わ
な
い
立
派
な
購
造
を
も
つ
家
麗
と
異
り
、

掘
立
小
屋
式
の
簡
単
な
も
の
）
に
、
家
族
の
一
部
が
移
住
し
て
、
出
作

り
を
行
う
簡
単
な
形
式
の
も
の
が
、
上
記
の
出
作
地
域
及
び
そ
の
周

辺
部
に
広
く
分
布
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
出
作
り
耕
作
を
生
み
嵐
す
一
般
的
な
要
．

因
の
第
一
は
、
焼
畑
耕
地
の
分
布
が
本
村
か
ら
遠
距
離
の
地
点
に
分

散
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
焼
畑
耕
地
の
分
散
度
を
一
戸
盗
り
平
均

焼
畑
経
営
面
積
と
休
閑
期
聞
を
基
礎
に
概
算
し
て
み
る
と
次
の
如
く

な
る
。

　
ま
ず
、
白
峰
村
の
場
合
を
例
に
と
っ
て
考
え
る
と
、
こ
こ
で
は
一

戸
墨
り
平
均
焼
畑
火
入
剛
志
に
関
し
て
は
、
大
正
期
か
ら
戦
後
に
至

る
ま
で
各
種
の
調
査
資
料
が
一
致
し
て
、
一
反
～
一
・
五
反
程
度
で

あ
る
と
し
て
い
る
。
従
っ
て
耕
作
期
閥
を
三
年
と
仮
定
す
る
と
（
野

作
の
四
・
五
年
團
に
は
、
既
述
の
如
く
焼
畑
蒲
積
そ
の
も
の
が
著
し
く
縮
小
　
’

す
る
の
で
一
応
考
慮
の
外
に
お
く
）
、
そ
の
二
戸
当
り
平
均
経
営
面
積
は
、

三
～
四
．
五
反
と
な
る
。
第
一
五
表
は
中
部
日
本
の
臨
作
経
営
地
帯

の
二
戸
当
り
平
均
焼
畑
経
営
面
積
の
概
要
を
示
し
た
も
の
だ
が
駅
い

ず
れ
も
右
の
白
峰
村
の
数
値
と
大
き
な
差
を
示
す
も
の
は
な
い
。
ま

第15表　中部山木の擁畑の平均1芦当1）、経…営瀬積

村 名　トド均経営面積1資
料

力目碍ミ（1935）

　　1／

　　ク

『男リi1牟｛Sttさ・，』（1920）

旺lr戸・さ津ffi（1927＞

　3．4反

　6．2

　3，5

　5．0余

約3

白峰村＊

尾口村
五箇村（下打波）

井川村＊＊

阪村山村（奈良田）

　＊　最大3町歩近くを経僧するものもいる。
＊＊　最大約3．5町歩，最小約0．15町歩

負竃16量ミ　t）tt火IIIの休閑｝贋1絹

村　　名 で木　1縄　！粥　tlil 資 料

由峰村

石有孜白拳寸

白　川冬芽

SjA－1二三寸

lj卜　用ホ寸

顔率寸1．L【木登

12～40年

30～50

30～50
　　　　　
50（単見～愛1よ10SIS・）

20～3◎

20～30

17

i鍮翻器7）
i佐・木・961年、瞭

鷹繋3）
1｛丸々J］1く工956｛1ら凋．査

l　E耀rj：・葺鐘「壬i（1927）

＊　　」二薫み工1三争葱（1956＞

た
、
こ
の
地
域
に
お
け
る
休
閑
期
間
は
、
既
述
の
如
く
、
一
一
一
〇
～
五

〇
年
と
き
わ
め
て
長
期
に
亘
る
こ
と
を
建
前
と
し
て
い
る
が
、
現
実

に
は
第
一
六
表
に
み
る
如
く
二
〇
～
三
〇
年
程
度
の
も
の
が
実
際
に

は
多
い
。

　
そ
こ
で
中
部
日
本
の
出
作
り
経
営
地
帯
に
お
け
る
焼
畑
農
家
の
一

戸
当
り
経
営
面
積
を
約
四
反
、
休
閑
期
間
を
三
〇
年
、
耕
作
期
間
を

三
年
と
仮
定
し
、
そ
の
経
営
に
必
要
な
林
野
面
積
を
算
定
す
る
と
、

約
四
一
五
町
歩
と
い
う
数
値
が
え
ら
れ
る
。
桑
園
や
薪
炭
林
・
採
草
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地
な
ど
農
民
生
活
に
必
要
な
林
野
面
稜
を
こ
れ
に
加
え
、
さ
ら
に
不

可
耕
地
の
存
在
を
も
考
慮
に
入
れ
る
と
、
・
実
際
に
は
右
に
み
た
モ
デ

ル
農
家
が
、
農
家
経
済
を
維
持
す
る
に
必
要
な
林
野
は
四
・
五
町
歩
の

二
倍
近
く
に
達
す
る
で
あ
ろ
う
。
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、
幸
田
政

喜
が
白
峰
村
に
お
け
る
出
作
農
家
の
標
準
林
野
経
営
面
積
を
一
〇
町

⑳歩
程
度
と
考
え
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
計
算
の
結
果
と
も
一
致
す
る
。

　
つ
ま
り
、
三
〇
芦
程
度
の
小
規
模
な
山
村
集
落
の
場
合
で
も
、
か

か
る
焼
畑
に
依
存
し
、
農
家
経
済
を
安
定
さ
せ
る
た
め
に
は
三
〇
〇

町
歩
を
越
え
る
林
野
が
必
要
と
な
り
、
平
均
規
模
以
上
の
焼
畑
を
経

営
す
る
農
家
に
と
っ
て
は
、
焼
畑
耕
地
へ
の
到
達
距
離
が
集
落
か
ら

数
キ
ロ
以
上
三
～
三
時
間
以
上
）
に
及
ぶ
こ
と
も
珍
ら
し
く
な
く
な

る
。　

つ
ま
り
、
典
型
的
な
《
ナ
ギ
ハ
タ
型
》
の
焼
畑
が
、
二
〇
～
三
〇

年
生
以
上
の
林
相
を
も
つ
森
林
に
依
存
し
、
主
穀
生
産
に
重
点
を
お

く
経
営
方
式
を
持
続
す
る
限
り
、
何
ら
か
の
形
態
で
出
作
り
耕
作
を

行
う
必
然
性
が
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
高
冷
地
に
お
け
る
農
耕
期
間
の
制
約
と
そ
の
集
中
的

な
利
用
の
問
題
、
或
は
耕
作
期
間
中
に
お
け
る
獣
害
の
監
視
や
山
桑

の
栽
植
と
結
び
つ
く
養
蚕
経
営
の
実
施
、
さ
ら
に
は
雑
木
林
を
伐
採

・
利
用
す
る
製
炭
業
と
の
兼
営
な
ど
の
諸
条
件
が
、
こ
の
地
域
の
山

地
農
民
を
出
作
り
耕
作
に
赴
か
せ
た
第
二
次
的
な
理
由
と
考
え
ら
れ

る
。
し
か
し
、
上
述
の
諸
事
例
の
中
で
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
若
干
ふ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
そ
の
説
明
は
省
略
し

た
い
。

　
な
誇
、
こ
の
よ
う
な
大
規
模
な
出
作
焼
畑
経
営
は
、
白
峰
村
の
場
合

を
は
じ
め
、
各
地
域
に
お
い
て
、
い
ず
れ
も
幕
末
・
明
治
期
に
そ
の

最
盛
期
を
迎
え
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
明
治
三
〇
年
か
ら
施
行

さ
れ
た
森
林
法
に
よ
る
保
安
林
の
設
定
や
そ
の
後
の
造
林
業
の
進
展

な
ど
に
よ
っ
て
、
林
野
の
焼
畑
的
土
地
利
用
に
は
大
き
な
制
約
が
加

え
ら
れ
た
。
ま
た
、
明
治
末
期
か
ら
大
正
初
期
頃
に
か
け
て
の
北
海

道
へ
の
移
住
や
平
野
部
の
都
市
へ
の
労
働
力
の
流
出
、
さ
ら
に
昭
和

期
に
入
っ
て
は
じ
ま
る
砂
防
工
事
や
林
業
の
盛
行
に
伴
う
賃
労
働
へ

の
就
業
機
会
の
増
加
等
々
の
影
響
を
う
け
、
大
正
・
昭
和
初
期
頃
を

境
に
、
こ
の
種
の
大
規
模
な
出
作
り
耕
作
を
伴
う
焼
畑
経
営
は
、
中

部
日
本
の
山
村
地
帯
に
お
い
て
、
急
激
に
衰
徴
し
て
行
っ
た
こ
と
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
田
作
り
衰
退
過
程
の
詳
細
な
分
析
は
、
焼

畑
経
営
方
式
の
地
域
差
を
追
究
す
る
本
稿
の
主
題
と
や
や
は
ず
れ
る
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の
で
、
改
め
て
別
稿
を
用
意
す
る
こ
と
に
し
、
本
稿
で
は
こ
れ
以
上

の
検
討
は
差
し
控
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

①
佐
々
木
高
明
（
一
九
六
六
ω
）
及
び
「
鑓
二
野
」
に
お
い
て
、
五
つ
の
塞
幹
作

　
物
を
中
心
と
し
た
わ
が
國
の
焼
畑
の
作
物
構
成
の
特
色
は
、
ア
ッ
サ
ム
山
地
か
ら

　
北
ビ
ル
マ
　
・
西
粥
シ
ナ
に
連
る
い
わ
ゆ
る
照
葉
樹
林
帯
に
特
徴
的
に
み
ら
れ
る

　
《
雑
穀
栽
培
型
〉
の
焼
畑
と
藤
本
的
な
点
に
お
い
て
特
色
を
共
有
す
る
も
の
で
あ

　
り
、
こ
の
場
合
、
　
ア
ワ
を
指
標
作
物
と
考
え
う
る
こ
と
を
述
べ
た
。
　
但
し
、
　
東

　
南
ア
ジ
ア
の
《
雑
穀
栽
培
型
》
の
そ
れ
に
較
べ
、
わ
が
圏
の
場
合
、
ヒ
エ
・
大
小

　
豆
の
比
重
が
と
く
に
大
き
い
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
こ
と
も
指
摘
し
て
お
い
た
。

②
上
島
正
徳
（
～
九
五
六
）
、
二
九
六
頁
。

③
眉
期
県
石
川
郡
白
峰
村
は
、
大
規
模
な
出
作
り
耕
作
を
伴
う
焼
畑
経
営
を
行
う

　
村
と
し
て
著
名
で
あ
り
、
青
青
啓
爾
・
幸
田
政
喜
（
～
九
二
七
）
以
来
、
多
く
の

　
研
咄
九
が
あ
る
が
、
∴
小
稿
に
引
聞
…
さ
れ
る
資
料
は
断
り
な
き
限
り
・
、
　
一
九
｛
ハ
四
孫
＋
夏

　
及
び
一
九
六
七
年
春
に
行
っ
た
笠
者
の
調
査
資
料
及
び
幸
田
政
喜
（
一
九
五
六
）

　
の
駒
貧
料
に
よ
る
。

④
　
以
下
、
石
徹
白
村
の
資
料
は
す
べ
て
一
九
六
一
年
夏
の
筆
者
の
調
査
資
料
に
よ

　
る
。

⑥
井
川
村
に
つ
い
て
の
資
料
は
、
一
九
五
六
年
夏
の
調
査
資
料
に
よ
っ
た
が
、
労

　
働
蟄
そ
の
他
に
？
い
て
は
、
青
鹿
四
郎
（
一
九
三
七
）
を
参
照
し
た
。

⑥
上
島
正
徳
（
一
九
五
六
）
及
び
大
西
清
二
（
一
九
五
九
）
。
な
お
白
峰
村
を
は
じ

　
め
と
す
る
白
山
山
麓
の
焼
畑
村
で
は
、
　
《
春
播
き
隅
主
穀
生
産
型
V
と
《
夏
播
き

　
”
ソ
バ
型
》
の
焼
畑
の
ほ
か
、
「
ナ
ナ
ギ
」
と
称
さ
れ
る
《
菓
轡
型
》
の
小
規
模

　
な
焼
畑
が
造
成
さ
れ
る
こ
と
は
す
で
に
も
述
べ
た
通
り
で
あ
る
が
、
　
「
ナ
ナ
ギ
」

　
の
経
営
の
概
要
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
肉
峰
村
に
お
け
る
「
ナ
ナ
単
坐
は
約
一
畝
歩
ほ
ど
の
小
面
積
の
も
の
が
多
く
、

　
居
宅
の
近
く
に
造
成
す
る
。
七
月
下
旬
に
伐
採
し
、
八
月
下
旬
頃
に
火
入
れ
を
行

　
い
、
大
根
を
蒔
く
。
そ
の
後
、
菜
の
手
入
・
除
草
を
一
・
二
回
行
い
、
十
月
頃
に
収

　
穫
す
る
。
工
年
目
は
ア
ワ
或
は
大
小
豆
を
播
種
し
、
・
三
年
目
に
は
小
豆
を
作
付
け

　
す
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
。
し
か
し
、
「
第
二
報
」
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
最
近

　
で
は
大
根
を
収
穫
し
た
あ
と
の
「
ナ
ナ
ギ
」
，
に
施
肥
し
て
ス
ギ
苗
を
集
約
的
北
栽

　
旧
す
る
例
が
多
く
な
り
、
そ
れ
が
こ
の
地
域
の
農
家
に
と
り
有
利
な
現
金
堰
入
源

　
と
な
っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

⑦
第
＝
表
は
簗
者
の
作
成
し
た
『
全
国
輪
作
表
』
の
中
か
ら
中
郁
日
本
の
主
要

な
焼
畑
村
の
輪
作
例
を
抜
き
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
表
の
作
成
過
程
の
問
題

　
点
や
資
料
的
価
値
に
つ
い
て
は
門
第
二
報
」
の
は
じ
め
に
述
べ
た
の
で
参
照
し
て

　
頂
き
た
い
。

⑧
石
徹
白
村
や
荘
掛
村
で
は
、
こ
と
に
ヒ
エ
の
作
付
比
率
が
高
い
。
石
徹
白
村
の

　
場
合
に
は
、
二
年
朦
の
焼
畑
に
栽
培
す
る
作
物
の
約
八
○
％
は
初
年
目
に
ひ
き
つ

　
づ
き
ヒ
ふ
で
あ
り
（
他
の
二
〇
％
は
ア
ワ
ま
た
は
ア
ズ
キ
）
、
三
年
目
に
も
条
件

　
の
良
好
な
耕
地
に
は
ヒ
エ
の
作
付
を
行
う
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
は
ヒ
エ

　
一
・
ヒ
エ
ー
ヒ
エ
ー
ア
ズ
キ
と
い
う
ヒ
エ
連
作
型
の
特
異
な
作
物
輪
作
型
も
み
ら
れ

　
る
。

⑨
　
さ
き
の
第
一
｝
表
の
井
川
村
の
輸
作
例
は
昭
和
二
年
の
青
晦
四
郎
の
調
査
資

　
料
（
青
鹿
四
郎
〔
一
九
ヨ
七
〕
）
に
よ
っ
た
が
、
当
時
す
で
に
井
川
村
で
は
、
焼
畑

　
　
表
　
：
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
の
二
年
目
に
ス
ギ
の
造
林
が

響
舗
囎
掴
銚
貿
鈴
胆
…
欝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
わ
れ
（
反
当
り
二
〇
〇
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
二
五
〇
〇
〇
本
程
度
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
か
ら
、
ま
だ
か
な
り
粗
植

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
あ
っ
た
が
）
て
お
り
、
同

　
　
　
　
物

エ
パ
鳥
撃
豆
ワ
　
　
ゾ

　
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
　
茶
ウ

　
一
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
の
焼
畑
は
《
林
業
前
作
農

　
　
　
　
作
ヒ
ソ
大
ム
小
ア
　
　

コ

　
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
業
型
V
の
そ
れ
に
転
移
し
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
主
穀
生
産
の
ウ
ェ
イ
ト
が
そ
れ
だ
け
減
少

し
、
ヒ
エ
の
重
要
性
も
以
前
に
較
べ
れ
ば
小
さ
く
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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し
か
し
岡
村
村
役
場
に
所
蔵
さ
れ
る
『
井
川
村
誌
（
稿
本
ご
（
大
正
九
年
編
）
に

よ
り
、
大
正
中
期
の
同
村
の
作
物
生
産
高
を
み
る
と
、
右
表
の
如
く
、
ヒ
エ
が
籏

倒
的
な
重
要
性
を
占
め
、
ア
ワ
・
米
な
ど
の
生
産
量
は
微
々
た
る
も
の
に
す
ぎ

な
か
っ
た
。
こ
の
ほ
か
特
産
物
と
し
て
は
茶
と
楮
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
焼

畑
の
休
閑
期
に
生
育
す
る
商
品
作
物
で
あ
る
こ
と
は
、
　
「
第
二
報
」
に
お
い
て
述

べ
た
通
り
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
大
正
中
期
頃
ま
で
は
非
川
村
で
非
常
に
大
き
な

ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
て
い
た
ヒ
エ
が
、
そ
の
後
、
栽
培
最
を
漸
減
し
、
代
っ
て
ム
ギ

と
甘
藷
の
生
産
量
が
漸
次
増
大
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
左
表
は
昭
和
二
五
年
の
詞

村
の
主
要
農
産
物
の
収
穫
藺
蟹
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
ム
ギ
や
甘
藷
の
作
付

姥
率
の
増
加
と
ヒ
エ
生
産
量
の
比
重
の
低
下
は
、
こ
の
村
に
お
け
る
常
識
化
の
進

展
と
焼
畑
の
衰
退
を
如
実
に
物
語
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
晶
群
化
の

第18表　昭和25年の主要農産物

作物i栽膿矧鷹鰍
12．7反

234．2

34ユ

21．4

310．9

32，8

24．4

　6．9

61．1

24．7

240．9

20戸

379

287

179

313

148

175

47

302

190

400

水　　稲

大　　麦
小　　麦
トウモロコシ

エ
　
ワ

ピ
　
ア

シコクビェ

ソ　　 ／く

大　　豆
小　　豆

甘　 ’藷

1319，8＊＊422＊全

248．4101畑焼

（1950年農業セソサズによる）

　＊　全農家数

＊＊　全耕地面積

進
展
や
《
主
穀
生
産
型
V
か
ら
《
林
業
前
作
農
業
型
》
へ
の
焼
畑
経
営
形
態
の
変

化
に
伴
い
、
大
正
年
間
ま
で
は
存
続
し
て
い
た
大
規
模
な
鵬
作
り
耕
作
が
こ
の
村

か
ら
姿
を
消
し
、
戦
後
は
焼
畑
経
営
面
積
も
著
し
く
小
さ
く
な
り
、
一
九
五
六
年

の
調
査
時
点
に
お
い
て
は
、
　
（
春
播
き
型
y
の
焼
畑
の
初
年
作
物
も
ヒ
エ
・
ア
ワ
・

里
亭
・
陸
稲
と
き
わ
め
て
多
様
化
す
る
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
井
川
村
の
事
例
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
赤
石
細
丹
沢
山
地
に
お

　
い
て
も
よ
り
古
い
時
・
代
に
は
ヒ
エ
の
栽
培
量
が
か
な
り
大
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い

　
か
と
考
え
ら
れ
る
。

⑩
右
の
註
⑨
に
み
た
井
川
村
の
お
け
る
《
竈
穀
生
巌
型
》
の
焼
畑
の
変
容
・
衰
退

　
過
程
の
中
で
「
秋
ヤ
ブ
」
と
よ
ば
れ
る
A
夏
播
き
型
》
の
焼
畑
は
、
そ
の
規
模
を

　
縮
小
す
る
度
合
が
少
な
く
、
相
対
的
な
重
要
性
を
増
大
し
て
い
る
。
現
に
、
井
椙

　
村
の
隣
村
玉
川
村
で
は
一
九
五
六
年
の
調
糞
時
点
に
お
い
て
、
《
春
播
き
型
》
の

　
焼
畑
が
ほ
と
ん
ど
消
減
し
、
　
《
夏
播
き
型
∀
の
み
が
残
存
す
る
に
至
っ
て
い
た
。

⑪
　
わ
が
醐
の
焼
畑
に
お
け
る
《
根
栽
型
農
耕
文
化
》
の
痕
跡
と
そ
の
系
統
に
つ
い

　
て
は
、
佐
々
木
高
明
（
一
九
六
一
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑫
　
荘
用
村
の
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
上
島
正
徳
（
｝
九
五
六
）
に
よ
る
。

蔚
　
古
島
敏
雄
に
よ
る
と
、
信
濃
桜
餅
那
郡
大
河
原
村
の
前
島
氏
の
農
業
経
営
翼
詑

　
に
は
、
周
年
度
毎
に
小
屋
掛
・
垣
根
結
い
な
ど
の
非
農
業
的
作
業
を
伴
う
粟
畑

　
作
り
・
仲
間
蕎
麦
畑
の
存
在
し
て
い
る
事
実
を
注
意
し
て
い
る
。
肉
峰
村
・
弁
川

　
村
を
は
じ
め
シ
シ
ゴ
ヤ
を
つ
く
る
事
例
は
少
な
く
な
い
が
、
今
の
と
こ
ろ
中
部
日

　
本
に
お
い
て
焼
畑
に
お
け
る
三
目
造
成
の
禦
例
は
き
わ
め
て
少
な
く
、
そ
の
意
味

　
で
こ
の
事
例
は
貴
重
で
あ
る
（
古
島
敏
雄
〔
一
九
四
三
〕
）
。

⑭
　
こ
の
よ
う
な
小
型
の
鎌
を
用
い
て
「
穂
刈
」
す
る
収
穫
の
慣
行
は
、
わ
が
国
の

　
《
雑
穀
栽
培
型
》
の
焼
畑
地
域
に
広
く
み
ら
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
東
・
南
ア
ジ

　
ア
の
雑
穀
裁
培
地
域
に
広
く
分
布
す
る
慣
行
で
あ
る
。
筆
著
は
同
型
の
小
型
の
穂

　
刈
鎌
で
シ
コ
ク
ビ
エ
を
収
穫
す
る
の
を
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
麓
で
観
察
し
て
い
る
。

⑮
　
購
下
穴
馬
村
（
現
泉
村
）
の
調
査
は
一
九
六
五
年
小
林
健
太
郎
氏
と
と
も
に
行

　
つ
た
も
の
で
あ
る
。

⑯
　
小
野
武
夫
編
『
近
世
地
方
経
済
史
料
第
七
巻
飾
一
九
九
頁
所
収
。

⑰
　
（
林
業
前
作
農
業
型
〉
の
焼
畑
の
特
徴
と
《
主
穀
生
産
型
、
V
の
焼
畑
か
ら
そ
れ

　
へ
の
転
移
の
問
題
に
つ
い
て
は
「
第
二
報
」
で
論
じ
た
。

齢
・
　
ヒ
’
島
正
徳
（
　
九
五
六
）
、
　
二
九
八
百
ハ
。

’
㎎
　
箕
者
の
白
峰
村
に
お
け
る
聴
取
調
査
に
よ
る
と
、
　
一
般
に
一
〇
年
・
生
程
度
の
雑

（591）137
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木
林
を
伐
採
利
用
し
た
場
合
に
は
、
雑
草
の
成
育
が
ひ
ど
く
収
穫
が
十
分
に
え
ら

　
れ
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。

麟
・
論
罪
り
と
養
蛋
と
の
結
合
は
、
す
で
に
江
戸
時
代
の
文
酪
に
み
ら
れ
る
が
（
若

　
林
喜
三
郎
〔
一
九
五
九
〕
）
、
幸
田
政
喜
は
競
畑
経
営
に
養
蚕
が
導
入
さ
れ
る
に
つ

　
れ
、
出
作
地
帯
の
家
麗
は
含
掌
組
み
の
ま
ま
土
台
を
築
い
て
、
立
て
あ
げ
て
し
ま

　
い
、
現
姦
み
る
よ
う
な
ジ
ゲ
の
居
宅
と
変
わ
ら
滋
大
廻
の
家
屋
と
な
っ
た
が
、
こ

　
の
家
屋
の
大
魚
化
と
内
部
構
造
の
拡
充
（
間
取
り
や
仏
壇
）
が
季
節
嵩
作
り
を
定

　
着
出
作
り
に
移
行
ぜ
し
め
た
原
因
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

⑳
　
加
藤
助
参
（
一
九
三
五
）
　
　
頁
及
び
幸
闘
政
喜
〔
一
九
五
六
〕
二
八
五
頁
。

⑫
　
事
例
1
8
の
晶
開
半
は
、
主
と
し
て
幸
田
政
喜
ハ
一
九
五
六
）
の
記
述
　
（
二
七
八
～

　
二
七
九
買
）
に
よ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

⑳
・
福
井
県
大
野
郡
五
箇
村
葺
波
地
方
の
「
繊
作
り
」
と
そ
の
衰
退
過
程
に
つ
い
て

　
は
大
西
青
二
の
最
近
の
研
究
が
あ
る
。
大
西
の
掲
げ
た
次
表
に
よ
っ
て
も
わ
か
る

第19表　回議地方の二藍分布

　　　　（昭和30年8月）

上打波1下打波

44」＝i数 84戸家農

18（1¢＊41（9）＊り作出

726
閉
α

作
も

繊
た

で
し

者
楽

住
放

税
を

9上の中で通＊＊

い作のもの

（　）内の数等二は1家をあげ

て晦作りを行うもの。
出f乍リへ不時に通うもの。

＊
　
聯

よ
う
に
昭
和
三
〇
年
現
在
、
打

波
地
方
に
は
五
九
戸
（
他
に
大

野
に
転
住
し
徴
作
り
つ
づ
け
る

も
の
が
五
戸
あ
る
）
の
爾
作
り

農
家
が
あ
る
。
し
か
し
、
明
治

初
期
に
は
細
波
地
方
に
は
二
〇

〇
戸
の
農
家
が
あ
り
、
そ
の
大

半
が
出
作
　
り
を
行
っ
て
い
た
と

推
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
地
域

の
出
作
り
の
成
立
要
因
と
し
て
、

大
西
は
、
こ
の
隔
絶
山
村
に
お
い
て
は
、
焼
畑
に
よ
る
自
給
農
業
が
唯
一
の
生
泳

の
塞
盤
を
な
し
て
い
た
こ
と
、
短
か
い
生
育
期
間
と
冬
黍
の
積
雪
（
初
雪
十
一
月

　
二
〇
日
頃
、
終
鴬
四
月
中
旬
頃
）
等
の
条
件
か
ら
夏
季
に
労
働
力
を
集
中
し
な
け

　
れ
ば
な
ら
ず
、
焼
．
畑
耕
地
の
付
近
に
宿
泊
…
す
る
必
要
．
の
あ
る
こ
と
、
　
一
・
万
、
冬
季

　
に
は
出
中
の
小
屋
は
滋
常
口
を
う
け
や
す
い
の
で
母
村
（
ジ
ゲ
）
　
念
帰
ら
ね
ば
な
ら

　
ぬ
こ
と
を
あ
け
て
い
る
。
焼
畑
の
経
営
方
式
と
し
て
は
白
峰
村
の
そ
れ
と
大
差
は

　
な
い
が
、
難
柚
穀
・
…
風
息
の
ほ
か
、
　
こ
こ
で
は
各
農
家
が
換
金
田
川
に
黄
蓮
　
（
“
楽
草

　
の
い
種
）
を
栽
培
し
、
ヅ
部
で
は
ワ
サ
ビ
沼
も
経
営
し
て
い
る
。

⑳
　
白
山
霞
麓
の
鼠
作
り
の
分
布
に
つ
い
て
は
、
加
藤
助
参
（
一
九
三
五
）
が
昭
和

　
初
期
の
数
字
を
よ
く
ま
と
め
て
い
る
。

濁
　
美
濃
の
山
地
で
は
坂
内
村
や
徳
肉
柑
の
例
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
　
（
上
島
正
徳

　
〔
一
九
五
六
〕
）

⑳
・
石
徹
白
村
で
は
、
こ
の
種
の
短
期
間
の
出
作
り
作
業
小
品
を
「
由
小
屋
」
と
よ

　
び
、
五
月
中
旬
の
播
種
期
や
九
月
下
旬
～
一
〇
拐
上
旬
の
収
穫
期
に
家
族
の
一
部

　
が
そ
こ
に
宿
泊
す
る
。
面
様
の
例
は
美
濃
の
出
地
に
も
少
な
く
な
い
。
註
⑬
．
に
あ

　
げ
た
研
那
郡
の
文
書
に
み
え
る
「
小
屋
掛
」
も
恐
ら
く
こ
の
種
の
短
期
間
の
出
作

　
り
小
屋
で
あ
ろ
う
。

・
⑳
　
福
井
県
五
籍
村
議
波
地
方
の
鎌
倉
、
瓢
戸
当
り
の
平
均
焼
畑
経
営
｝
照
麟
は
白
峰

　
村
な
ど
に
臨
軟
ぺ
て
や
や
大
き
く
、
昭
和
三
〇
年
頃
で
二
・
五
反
、
同
二
五
年
頃
は

　
五
反
、
昭
和
初
期
頃
に
は
一
町
歩
程
度
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
出
作
農
家
ご
戸

　
当
り
の
林
野
保
有
面
積
も
大
き
く
一
〇
～
三
〇
町
歩
程
度
と
い
わ
れ
て
い
る
（
大

　
爾
青
二
Ω
九
五
九
〕
）

艶
例
え
ば
打
波
地
方
の
場
合
に
は
繊
作
り
は
「
撮
村
を
中
心
に
し
て
近
距
離
で
ニ

　
キ
ロ
、
遠
距
離
で
九
キ
ロ
、
ほ
ぼ
三
～
六
キ
ロ
の
地
帯
に
最
も
多
く
分
布
す
る
偏

　
と
い
わ
れ
て
い
る
。
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．respect　sincbre　pour　la　proprie’te　priv6e．　Et　ce　principe　que　les　jaco－

bins　ont　vu　atteine　par　le　mouvement　cles　Sans－cu！ottes　organis6s　sous　la

－democratie　directe　daRs　chaque　Section　autonome，　a　rapport　｝　la　dualit6

du　citoyen　et　de　｝’hemme　aperc．　ue　dans　le　jacobinisme．

　　Dans　cet　article　j’ai　essay6　de　montrer　un　trait　essentiel　du　jacbbinisme

’2L　1’egard　dU　caracfere　clottble　de　1’homme　anallse　par　K．　Marx　sur　la

／soci6t6　bourgeoise　dans　sa　these　“　Sur　la　question　juive”．

　　＊Le　inoasvement　des　Sa’ns－culottes　et　son　idee　dans：　Selyo－shigaku　toine
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Regional　Types　of”Swidden　Cultivation　in　Japan

by

K6mei　Sasaki

　　Swidden　ctiltivation　in　our　country　is　the　extensive　agriculture　type

’for　subsistence　carried　on　by　peasants　in　the　mountainous　land　where

little　permanent　fields　are　cultivated．　ln　this　agriculture　millets　and

roQt　crops　are　raisecl　as　inain　crops，　but　there　is　to　be　found　the　con一

・siderable　difference　in　every　region．

　　This　article　will　e’xplaln　the　regional　types　found　in　such　traditionai

．and　subsistence　swidden　agriculture　on　the　basis　of　our　area　studies．

The　yesult　is　as　follows：

　　〈1）　“The　Araki　Type”

　　This　type　of　swidden　agriculture　is　found　along　the　slope　of　the

Pacific　coast　in　northeast　Japan．　Hoeing　and　manuering　have　been

practised　and　its　cultivation　methods　are　relatively　intensive．

　　（2）　“The　Kano　Type”

　　In　tliis　swidden　type　which　is　found　along　the　slope　of　the　coast　of

Japan　Sea　in　the　north－east　Japan，　paddy　cultivatiors　use　it　as　a

，subordinate　fie！d　to　paddy．

　　（3）　“The　Nagihata　Type”

　　This　type　is　a　typical　swidden　of　“millet　．　cultivation”　in　central

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（620）



　　Japan，　and　in　the　highlands　of　Noetsu能州，　many　peasants　have　thdr－

　　worl〈ing　h6uses　far　from　their　cultivating　lands　forthe　purpose　of　Na一

一　gihata　cultivation．

　　　　（4）　“The　Koba　Type”

　　　　This　is蜘e　type　in　the　highlands　of　Shikoku四国and　Kyushu九州，

　　where　they　originally　cultivate　and　raise　root　crops　and　barely　．　as　wel｝

　　as　milltes，　showing　She　crop　association　full　of　variety．　And　also　jn　this

　　type　of　swidden，　the　sw．iddeエ1　field　is　generally　of　a　large　size．

　　　　Besides　these　four　types，　there　is　the　rotation　system　of　swidden　lands・

　　or　swidden　rotation　with　root　cl’ops　as　the　mahl　crop　in　the　Satsunan薩

　　南　Islands　and　the　Loochoo野川ミ　Islands．　These　display　the　charac－

　　teristic　features　of　ancient　swidden　agriculture　System　in　Japan．

Chronology　of　Polished　Stone　Daggers　in　Korea

by

KyOichi　Arimitsu

　　Dr．　Chewon　Kim　and　Mr．　Moo－Byong　Youn　of　Nat呈onal　Museum

of　K：orea　published“Studies　of　Dolmens　in　Korea”in　1967．　In　this

bQok　they　revealed　Ca1．bon　14　date　for　a　po玉圭shed　stone　dagger　which

was　unearthed　form　the　floor　of　the　prehistoric　dwelling－site　in

Oksokni，　P’aju：a　Caraon　14　test　of　the　charcoal　from　the　same　floor．

showed　a　date　which，reads　2590土105　B．　P．．　Th量s　is　far　earlier　than

the　chronology　suggested　foom．　the　archaeological　methods．practised

before　the　advent　of　Carbon　14　dating．　It　was　the　dominathユg　theory

that　宅he　Ol〈sol〈ni　type　of　the　polished　stone　daggers　圭n　Korea
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り
certainly　copy　the　bronz6　daggers　of　the　slender　form　and　the　latter

were　dated　by　the　accompaning　objects　such　as　a　knife　shaped　coi三ユs

（Ming－tao　ch’ien）．and　Wu－Shu　ch’ien，　the　date　of　which　cannot　be．

earlier　than　B．　C．3rd　or　4　th　century．　Dr。　Klim　and　Mr。　Youn

insisted　that　the　prev圭ously　　established　relative　chroho玉ogy　of　both

bronze　and　stone　daggers　cannot　be　held　valid　any　longer．　However，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（619）


